
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      ＭＦ文庫Ｊ

乙女革命アヤメの！３

志茂文彦



    

  
    
      口絵・本文イラスト●緋賀ゆかり

編集●笹尾明正



    

  
    
      

CONTENTS



序章　封じられた者たち

第一話　姫子の夏

第二話　愛と正義の花時雨仮面

第三話　乙女革命勃発！

第四話　最後の対決

終章　変わりゆく季節



    

  
    
      


序章　封じられた者たち



　闇やみの中。

　春日かすがアヤメはひとりぼっちで、ぺたんと木の床に座っていた。

「ひっ、ひっ、ひっ……」

　笑っているわけではない。顎あごががくがくして、おかしな声が出てしまうのだ。

　さっきから震えが止まらない。制服を着ていても真夜中なので寒いし、それよりなにより……恐ろしくて。

〈かきつばたの姫よ〉

「どきっ！」

　闇の中から呼びかけられ、髪が逆立った。手にした銀の錫しやく杖じようを、思わず握りしめる。

〈かきつばたの姫よ、ひさしいの。我をふたたび封じるためにやってきたか。しかし、今こ宵よいは、千年前のようにはゆかぬぞ。くくくくく……〉

　地の底から響いてくるような不気味な声。女性のようだ。

「せ、千年前って、なんのことかわかんないんだけど……」

〈永の歳とし月つきで忘れたか。しかし、我は忘れぬ。封じられてより千せん歳ざいのあいだ、そなたに恨みを晴らすことのみを考えていたのだから。ふふふふ……ようやく封印の扉がわずかにゆるみ、こうしてそなたにまみえることができた〉

　毒々しいふくみ笑い。相手が何者なのか、アヤメにはまるでわからない。

　が、アヤメを姫ひめ子こと思いこんでいるのは確かだ。今のアヤメは制服姿で、髪をおろし、メガネははずしている。赤い髪飾りをつけ、銀の錫しやく杖じようも持っている。要するに、姫子にそっくりなのだ。

〈そなたに封じられ、恨んでいる者は、扉の内側には大勢おるぞ。みな、いつかそなたを依より代しろに、ふたたびこの世にもどりたいと、願いつづけているのだ……〉

　闇やみの奥から、赤く光る煙がもやもやとただよってきた。「封じられたもの」が姿を見せる時に必ずあらわれる、あの煙だ。

　アヤメは、床にへたりこんだまま、きゅっと身をすくませた。

　逃げたい。でも、逃げてはいけないと姫子に命じられているのだ。いいつけに背そむいたら、またお仕置きだ。

〈そなたに、真っ先に恨みを晴らすのは、この私だ……！〉

　闇の中に、般はん若にやのような顔の、十じゆう二に単ひとえを着た鬼女があらわれた。

　美しい、若い女だ。だが、額ひたいに角つの。牙きばのような鋭利な歯。明らかに人間ではない。

〈そなたを思うさまにいたぶり、なぶり尽くしてくれようぞ。その上で、そなたを恨んでいるほかの者たちに投げ与えてくれる。今度はそなたが、封印の扉の内側で地獄の責め苦を味わう番だ、かきつばたの姫よ……〉

「あわ、あわ、あわっ」

　アヤメはへっぴり腰で逃げようとする。が、身体からだがすくんで、ろくに動けない。

　鬼女はゆっくりとアヤメに近づいてきた。氷のように冷たい指先で、アヤメの美しい黒髪を、やわらかな頬ほおを、錫杖を握りしめた手を、制服のスカートから伸びた長い脚あしを、さわさわと撫なでる。

「ひええええええ」

　おぞましさに、全身にざわざわとトリハダが立った。

〈くくくくく。こうして見れば、可愛かわいらしい小娘よのう〉

　鬼女が、身を硬くしているアヤメに迫る。そして、べろーり、長い舌を出して、自分の口の周りをなめ、アヤメの唇に自分の唇を重ねようと迫ってきた。

「やだ――っ！」

　息は冷気だった。吹きかけられただけで凍りつきそうだ。アヤメはもがき、顔をそむけようとした。が、鬼女はアヤメのあごをつかまえ、強引に自分のほうを向かせる。

〈観念せよ。そなたの身体はわらわがいただく。ふふふ、うまそうな唇じゃ……〉

「助けて、姫子！　姫子っ！　早く出てきてよぉ――っ！」

　涙を飛び散らせながら、懸命にアヤメが叫ぶ。鬼女が、えっ？　という顔をした。

〈なんじゃ？　姫ひめ子こ、とな〉

　次の瞬間。

「かきつばたの姫が、この身を花とし、はなしべとなさん！」

　闇やみを切り裂く凛りんとした声。そばで気配をひそめていた佳か代よ花はな姫子が躍おどりでてきたのだ。

　鬼女はぎょっとしたようにアヤメから身を引いた。そっくり同じ顔のアヤメと、巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んだ姫子を交互に見やる。

〈か、かきつばたの姫が二人？　おのれ、面めん妖ような！〉

　面妖な相手に「面妖な」といわれてしまった。まあ、確かに自分が面妖な存在であることは自覚しているが。

「千年のあいだに、あなたの感覚も鈍にぶったようね。その子はわたしの影武者よ」

〈なんと！　するとこの娘は、囮おとりか！〉

「アヤメ、錫しやく杖じようを」

「うんっ」

　アヤメが手にしていた銀の錫杖を、姫子に渡す。姫子は、くるくるくるっと錫杖を振り回し、ひた、と正眼にかまえた。

「闇の底より来たりし者よ。おのが棲すむべき国へとかえれ!!」

　姫子が錫杖を振るう。清らかな鈴の音が鳴り響き――。

　次の瞬間、紫の光が炸さく裂れつし、風と衝撃波が巻き起こった。

「――――っ!!」

　すさまじい絶叫。とともに、鬼女の姿が消滅する。

　あとは、旋回する風と、そして静寂。

　姫子が軽く、自分の髪をはらった。

「あっけないこと。この程度でわたしに勝とうなんて、それこそ千年は早いわね」

　そして、まだ床にはいつくばっているアヤメをにらんだ。

「あなたもあなたよ、アヤメ。あんな小物にいちいちおびえるなんて、なさけないと思いなさい。……なあに、まだ腰が立たないの？」

「だっ、だって、恐こわかったんだもん。暗いところでひとりぼっちだし。姫子はいつまでたっても出てきてくれないし」

「当然でしょう。相手に隙すきができるのを待っていたんだから」

「わたし、もうちょっとで、あいつにキスされちゃうとこだったんだよっ」

「いいじゃないの、キスぐらい」

「よくないよっ。……ていうか姫子、誰だれかとキスしたことあるの？」

　姫子は、照れたように顔をしかめた。

「あるわけないでしょ。杏あん奈ながたまに、手に口づけするのを許してあげるぐらいよ」

「そっか……。よかった」

　なにが“〝よかった”〟なのか、自分でもよくわからないが。

「そもそも、なんのために錫しやく杖じようを貸してあげたと思っているの。ちょっと振りまわせば、相手は警戒して、あそこまで近づけなかったはずよ」

「そんな余裕なかったもん」

「今までにも、何度も『封じられたもの』とは立ちあってきたでしょう。そろそろ慣れてもらわなくては困るわ。――ほら、いいかげんに起きなさいったら」

「でも、ひざが震えちゃって……。姫ひめ子こ、ちょっと手を貸して」

「甘えるんじゃないのっ」

　べしっ。床に手をついているアヤメのお尻しりを、姫子が錫杖でひっぱたいた。

「きゃっ」

　びよん。アヤメがはじかれるように立ちあがる。

「ほら、立てるじゃないの。さ、いくわよ」

「ううう、ひどい……」

　姫子が扉を開け、二人は奥の部屋から廊下に出た。



　ここは五重の塔の中だ。窓の外には、月の光を浴び、風に揺れる竹たけ林ばやしが広がっている。

　最近この場所に、夜な夜な怪しい影が見えるといううわさが立っていた。そこで、姫子とアヤメは、こうしていつものように、『封じられたもの』退治にやってきたのである。

　アヤメは窓の向こうに輝く月を見あげた。

「わたしが初めて姫子に会ったのもこんな夜だったよね」

　それは、一ヶ月ほど前の晩のことだった。アヤメは自分に関する記憶が一切ない状態で、この五重の塔の中で目をさましたのだ。

　自分がなぜここにいるのか、なぜ姫子と瓜うり二ふたつなのか、今もアヤメにはわからない。

　だが、舞まいという謎なぞの少女から断片的なことは聞いている。自分がなにかの罪を犯したこと。それをつぐなうには、姫子のすることを手伝わねばならないこと――。

「月に竹は、よく似合うわね」

　アヤメの横で、姫子がつぶやく。

「――今は昔、竹たけ取とりの翁おきなといふ者ありけり。野山にまじりて竹を取りつつ、よろづのことに使ひけり。名をば、さぬきの造みやつことなむいひける」

「それ、なあに。いつもの和歌じゃないね」

「竹取物語。かぐや姫のお話よ」

　姫子は月光を浴びる竹林を見つめた。

「かぐや姫も、罪を犯して地上に落とされたの。そしてつぐないが終わった時、迎えの使者がきて月に帰っていったのよ」

「なんか、わたしに似てる……」

　姫ひめ子こはからかうような笑みをアヤメに向けた。

「もしかしたら、あなたも月からやってきた女の子なのかもしれないわよ」

「う」

　アヤメにとっては、いちがいに笑ってすますことができない話だった。

　なにしろ、自分が人間なのか、妖よう怪かいなのか、宇宙人なのか異世界人なのかもわからないのだ。かぐや姫や人魚姫や眠り姫である可能性も、完全には否定できないのである。

「もし、わたしがかぐや姫だとして……いつか月に帰っちゃったら、姫子、さびしい？」

　姫子は、虚きよを衝つかれたように、長い睫まつ毛げを瞬しばたたかせた。

「ばかばかしい。なぜあなたがいなくなったくらいで、わたしがさびしがらなくちゃいけないの」

「わたしは姫子に会えなくなったらさびしいけどなあ」

「くだらないことをいってないで、早く部屋にもどりましょう。明日は学院府長の就任式よ。ぐっすり眠って身体からだを休めておかなくてはいけないわ」

「ああっ。待ってよ、姫子ぉ」

　長い髪を揺らすそっけない背中を、アヤメはあたふたと追いかけた。



    

  
    
      


第一章　姫子の夏



　一



　花はな時雨しぐれ学院の講堂では、新学院府長の就任式がとりおこなわれていた。

　全校生を前に、壇上で、すらりと線の細い美しい少女が原稿を読みあげている。赤い髪飾りが、絹きぬ糸いとのような漆しつ黒こくの髪によく映はえている。

「――それでは次に、わたし、佳か代よ花はな姫ひめ子こが選んだ、学院府の役員を発表します」

　行儀よく並んだ生徒たちが、ひそひそと私語をかわす。

「いよいよ姫子さまが『宮』を開くのね……」

「どんな人を選ぶのかしら」

「姫子さまは、まだ一年生ですもの。上級生をまとめるために、三年の刈かり谷や純じゆんさまとか、蘇す芳おう美み環わ子こさまが役員に入るんじゃない？」

「わたしの学院府に入る役員は――」

　と、壇上の少女が、ひと息おいてつづける。

「学院府の副府長に、一年の春日かすがアヤメ。書記に、同じく一年、帆ほ浦うらエルザ。以上。それから特別に中等部との連絡係として、中等部二年の小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まさんと御み崎さき杏あん奈なさんに、お手伝いをお願いします」

　木造の広い講堂に、軽いざわめきが起きた。役員がわずか三人。その全員が一年生で、あとは二人の中等部の生徒が手伝いをするだけとは。

　講堂の端に並んだ、美人ぞろいの先生たちも、驚いたように顔を見かわしている。

「今日はもうひとつ、発表があります。この花時雨学院の校則を、試験的に、ゆるめてみることをご提案したいのです」

　その言葉に、さらに大きく生徒たちが揺れた。

「具体的には、食べ物や飲み物に関する規則をゆるやかにし、音楽や趣味の道具の持ちこみも、ある程度、自由にします。それと、生徒同士が、たがいの部屋を訪問して就寝することも許可します」

　どよめきが一層、大きくなる。それは、まさに画期的な提案だった。

「もうひとつ。これまでは、『生徒同士の交際は学生らしく健全であること』と定められていましたが、これについても変更を検討します」

　ざわざわっ、ざわざわざわっ。海鳴りのようにどよめきが広がる。

「以上、すでに理事長先生からの許可はいただいています。あとは皆さんが、この場で承認してくだされば、わたしは学院府長の権限において、以上の提案を実行します。ご賛同いただけますか？」

　生徒たちは互いに顔を見かわし、中には自分の身体からだをつねって、これが夢かどうか確かめる者もいる。厳しすぎる校則については、この学院の全生徒が不満を抱いていたのだ。

　どこかから声があがった。

「姫ひめ子こさまに、さんせいっ！」

　それが呼び水となって、怒ど濤とうのような歓声が爆発した。

「もちろん、私たちも大さんせーい！」

「すごい！　すごい、姫子さま！」

「あの厳しい校則をなくしてくださるなんて！」

「賛成！　姫子さまに賛成！」

「新しい学院府長を支持します！」

「わーっ、わーっ、わーっ！」

「姫子さま！　姫子さま！」

　講堂をゆるがす大きな大きな姫子コールの中、新学院府長は高らかに宣言した。

「満場一致と認めます」

　さらに爆発する大だい喝かつ采さい。

　生徒たちの一角、高たか田ださんたち一年一組の生徒も、熱狂的に拍手を送っていた。

「驚いたわねえ。さすがは姫子さん！」

「姫子さんって、やっぱり私たちのクラスの誇りだわ！」

「ちゃんと理事長先生の許可もとりつけてるなんて！」

「アヤメさん、学院府の副府長、就任おめでとう。がんばってね」

「姫子さまをしっかり補佐してあげて」

「一時的なんていわずに、ずーっと規則がゆるやかになるように」

　クラスメートたちに励はげましの言葉をかけられ、メガネをかけた三つ編みの女の子は、満面の笑みでこたえた。

「うんっ、ありがとう。わたしも精一杯がんばるよっ」

　建物をびりびりと震わせる「姫子コール」は、なかなか静まりそうもなかった。



「あーっ、疲れたあーっ」

　学院府室にもどってきたアヤメは、机にぐったり上半身を押しつけ、赤い髪飾りをむしりとって、姫子に渡した。

「ねー姫子ー。どうして最初の就任演説から、わたしが身代わりしなくちゃならなかったの？」

　姫子もすでに変装を解き、メガネをはずし、三つ編みをほどいている。

「生徒たちの反応を知りたかったのよ。壇の上からではなく、みんなの中にまざって。そのほうが、生なまの感想が聞けると思ったから」

「大成功だったじゃないか。――といっても、みんなうちの校則にはうんざりしてたから、当然だとは思うけど」

　そういったのは、赤い髪の少女。椅い子すに座って脚あしを組んでいる帆ほ浦うらエルザだ。由ゆ麻まが淹いれたてのコーヒーをわたす。エルザは緑茶や紅茶よりも、コーヒーが好きなのだ。

「みんなびっくりしてましたよね。私がこんなふうに、姫ひめ子こさまたちのお手伝いをさせていただけるのも、びっくりですけど」

　小お花ばな沢ざわ由麻の声ははずんでいる。対照的に、御み崎さき杏あん奈なは意外そうな、不満そうな表情だ。

「私もびっくりです。姫子さまとアヤメさまが、こんなに似てらしたなんて……」

　アヤメと姫子が生き写しだということを、杏奈はさっきようやく教えられたばかりなのだ。二人の「姫子」を前にして落ちつかないのか、大きなお団子に結った髪を、直したり触ったりしている。

「いうまでもないけれど、杏奈。このことは誰だれにも秘密よ。わたしとアヤメが瓜うり二ふたつだと知っているのは、この場にいる五人と、あとは理事長先生だけなんだから」

「わかってます。絶対に誰にもいいません。でも――」

　ちらっ、と杏奈が由麻に、イヤミな視線を向ける。

「この子はちゃんと秘密を守れるんですか？　最初に会った時から、なんだか頼りないなーって思ってたんですけど」

　由麻は顔を赤くして反論した。

「た、頼りなくなんかないよっ。私、杏奈ちゃんよりずーっと前から、お二人がそっくりだって知ってたんだよ。でも、今まで誰にも話したことないんだから」

　杏奈も負けじといい返す。

「私だって、あなたなんかよりずーっと前から姫子さまのお手伝いしてるんだから。新参のくせに偉そうな顔しないでほしいわね」

「杏奈ちゃんだって、学院府のお手伝いは新参じゃない！」

　アヤメとエルザは「また始まった」と顔を見合わせた。由麻と杏奈は、なにかにつけて張りあう対立関係なのだ。姫子は、われ関せずの表情で静かにお茶を飲んでいる。

「いっとくけど、由麻。私はアヤメさまとだって、駆け落ちまでした仲なのよ。アヤメさまとも、姫子さまとも、あなたなんかよりずーっと親しいんだから」

「あ、あの駆け落ちは、お芝居だったはずでしょ」

「もちろん私はお芝居のつもりだったわ。でも、アヤメさまのほうは、あの一夜の体験で、私を心から愛してしまわれたのよ……」

「本当ですか、アヤメさまっ」

「うそに決まってるじゃない。なにいいだすの、杏あん奈なちゃん」

「ああっ、アヤメさまったら、ひどい。あの夜のこと、もう忘れちゃったんですか？　木の切り株の中で、私のこと、あんなに優しく抱いてくださったじゃないですか」

「あれは寒かったからでしょ！」

　由ゆ麻まは小さな両手でグーを作って、杏奈に対抗する。

「わわわ、私だってアヤメさまとデートして、ボートに乗ったり、抱きしめたりしていただいたよっ。それに、お弁当だって食べてくださったし」

「だから由麻ちゃんも、そんなこと張りあわなくていいからっ」

「デートなんか、駆け落ちに比べたらおままごとみたいなもんよ。ああ……思いだすわ。あの木の中で過ごしたひと時。情熱に火がついたアヤメさまは、私を押し倒し、こんなふうに制服の中に手を入れてきて……」

「わーっ、ちょっと、やめて杏奈ちゃん！」

「私にだって、アヤメさまは、こんなふうにしてくださったもんっ」

「こっちだって、こんなふうな、さらにこんなふうな、こーんなことだってしてくださったんだから」

「二人とも落ちついて。そんなにくっつかないでーっ」

　アヤメを取りあって揉もめる由麻と杏奈。にぎやかな三人を見ながら、エルザが姫ひめ子こにたずねる。

「あの子ら、ずいぶんアヤメになついてるみたいだな。ほっといていいのか？」

　姫子はすまし顔だ。

「仲良くしてくれるならけっこうなことよ」

　エルザが声をひそめ、姫子に顔を近づける。

「なあ姫子、ほんとにこの五人だけでやっていくつもりなのか」

「そうよ。なぜそんなことを聞くの」

「一年生と中等部生だけで『宮』を開いて、ちゃんと学院をまとめていけるのかってことさ。これじゃ、少数精鋭ともいえないし」

　アヤメと由麻と杏奈は、まだ三人でどたばたさわいでいる。

「あなたに迷惑をかけるつもりはないわ。あなたは役員として、名前を貸してくれるだけでいいの」

「確かに、それを条件に、あたしは書記を引き受けたんだけど……」

「なんの心配もないわ。ひまがあったら、あの子たちの面倒を見てあげてちょうだい」

　姫子は上品な手つきでお茶を飲みほした。エルザはまだ気がかりそうに、姫子の美しい横顔を見つめていた。



「姫ひめ子こ、今夜も一緒に寝ていい？」

　消灯時間が過ぎると、アヤメは枕まくらを抱いて姫子のベッドに寄っていった。

「またなの？　このところ毎晩じゃない」

「明日から学院府の仕事が始まると思うと、なんだかいろいろ心配で。ね、いいでしょ」

「しようがない人ね、もう……」

　姫子が開けてくれた布ふ団とんに、アヤメはもぐりこむ。お菓子のように甘い姫子の香りがふわっと広がった。

「ねえ、姫子」

「なに」

「ほんとに校則をゆるめることなんか、できるの？」

「だいじょうぶよ。いったでしょう、理事長先生に許可をいただいてあるって」

「でも理事長先生って、ふだんは学校にいないんでしょ」

　理事長とは、姫子の祖母のことだ。そして、佳か代よ花はな家の当主でもある。

「連絡をとる方法はいくらでもあるわ。それに、あまり知られていないことだけれど、この学院の職員の中には、佳代花家の分家の人が多いの。本家の決定には逆らえないのよ」

　初耳だった。すると、その先生たちより姫子のほうが立場が上ということか。

「その人たちも、姫子が巫み女こだって知ってるの？」

「いいえ、そこまでの事情は教えていないわ。巫女の力を持つ人もいない。ただ、本家の当主の命令には絶対服従。それだけは厳しくいいつけられているの」

「わたし、そのうち理事長先生にお礼いわなくちゃ。身元不明のわたしを転入させてくれてありがとうって」

「いずれ機会があったら紹介するわ。さ、もう眠りなさい」

「うん……」

　アヤメは目を閉じた。姫子も静かになる。

　やがて――。

「アヤメ……」

　寝言をつぶやき、姫子が腕をアヤメの背中にまわしてきた。

（今夜も始まった……）

　予想どおりだった。このところ姫子は、毎晩ひどくうなされるのだ。

「アヤメ、アヤメ。あ、うっ……」

　つらそうに眉まゆを寄せ、息をついて、姫子は冷たい腕や脚あしを、アヤメにからみつけてくる。まるでアヤメを、何者かから奪われまいとするかのように。

「姫子、苦しいの？　だいじょうぶだよ、わたしはここにいるから」

　声をかけ、揺すってみる。が、姫子は目をさまさない。アヤメの頭をかき抱き、かと思うと、アヤメの大きな胸に顔を埋うずめてくる。

「アヤメ……アヤメ……ごめんなさい……」

「えっ？」

「ゆるして……」

「な、なに？　どういうことなの、姫ひめ子こ」

　うわごとにせよ、なぜ姫子が自分にあやまるのだろう。

　確かに、アヤメはいつも姫子にひどい目にあわされている。おもしろ半分なのかストレス解消なのか、お仕置きと称して、ほとんどおもちゃみたいにあつかわれることもある。

　しかし、そんなことを本気で怒ったりはしない。友だちなんだから、多少のやつあたりは受けとめてあげようとアヤメは思っている。

　姫子は今の立場を築くために、いろいろ悪あく辣らつなことをしてきたそうだ。夜、うなされるのは、そのことで悪夢を見ているかららしい。

　だが、アヤメに対して詫わびなければならないようなことを、姫子はしたのだろうか。

　――それとも、これからするのだろうか？

「姫子、姫子。だいじょうぶ。わたし、怒ってないから」

　わけがわからないまま、とりあえず姫子をなだめる。

「なにがあっても姫子を嫌いになんかならないから。だから安心して、姫子」

　その言葉が届いたのかどうか。

　苦しそうに、ひとつ息を吐き、ようやく姫子は落ちついた。しかし、アヤメを抱きしめた腕は離さない。

　月の光に照らされた姫子の顔は、その夜、ひどく青白く見えた。
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　でも翌朝になると、姫子はやっぱりいつもの姫子だった。

「早く起きなさい、アヤメ。急がないと朝食に遅れるわよ。ほら、着替えを出しておいてあげたわ。昨日みたいにメガネを忘れちゃだめよ。メガネを取ったら、わたしとあなたがそっくりなのが、ばれてしまうんだから」

「はぁ～い……」

　あくびまじりに返事をする。世話好きで口やかましいお姉さんを持ったら、こんな気分なのかもしれない。

　せきたてられながら身支度をととのえ、食事に向かう。畳敷じきの食堂は大にぎわいだった。なんだか、いつもとは違う熱気にあふれている。

「あっ、姫子さま、アヤメさま。おはようございます！」

「今朝のデザートに、いちごの砂糖漬けを出してくださったの、姫ひめ子こさまのご指示なんですか？」

　と、その寄宿生がさしだした小さな皿には、なるほど、一個だけとはいえ、赤い小さな果肉がちょこんと乗っていた。すきとおったシロップがかかっている。

　姫子はいつものように、上品かつ優しい笑顔でうなずいた。

「ええ。園芸の宮から、いちごを提供していただいたの。もちろん砂糖を使うことも、先生の許可をいただいているわ」

　わあっ、と歓声があがった。ぴょんぴょん跳びはねる子もいる。

「ありがとうございます、姫子さまっ」

「寄宿舎の食事に甘いものが出るなんて、私たち、想像したこともありませんでした」

「だけど、どうやって許可をいただいたんですか？」

「いっしょうけんめいお願いしたのよ。理事長先生や、ほかの先生がたに」

「そうなんですか……。きっと、たいへんだったんでしょうね」

「ええ。でも先生がたも最後はわかってくださったわ。今は試験的にやってみているだけだけれど、そのうち、もっと頻ひん繁ぱんにデザートが出せるようにしていきたいと思っているわ」

「ほんとですか」

「すごく、すっごく楽しみです」

「これからもがんばってくださいね。私たち、姫子さまの改革を支持しますから」

「なんでも、どんなことでも、姫子さまのなさりたいようになさってください」

「心強いわ。これからもわたしを応援してちょうだいね」

「もちろんです、姫子さま！」

　寄宿生たちは、無む垢くな笑顔で、いっせいにうなずいた。

　姫子から一歩さがってその様子を見ながら、アヤメは舌を巻く思いだった。

　あの優しげで、おだやかで、女神か天使みたいな笑顔はどうだ。なにかにつけてアヤメにお仕置きをしたがる女の子と同一人物とは思えない。

　もとから人気抜群の姫子だったが、いちごの砂糖漬け一個で、完全に学院中を味方にしてしまったようだ。

（こうなると、夜啼鶯の宮ナイチンゲールの人たちもやりにくいだろうなあ）

　この学院には夜啼鶯の宮と呼ばれる地下組織がある。学院の厳しすぎる校則に反発する生徒たちだ。

　彼女たちは、こっそり持ちこんだジャンクフードや音楽ソフト、映像ソフトなどをひそかに配布し、時々は、生徒同士が親しくなるための交際パーティを開いている。

　もちろん大多数の生徒は、そんなグループとは無関係だ。みんな、学院の方針にしたがい、修道院か収容所みたいに禁欲的な生活に耐えているのだが。

「おはよう、姫ひめ子こさん」

　教室でも、クラスメートたちの笑顔が、姫子とアヤメを取り巻いた。真っ先に駆け寄ってきたのは、特に親しい高たか田ださんや、その仲良しグループの生徒たちだ。

「今朝のいちごのデザート、姫子さんが出してくれたんだって？」

「ありがとう、おいしかったわ」

「私、あんまりおいしくて泣きそうになっちゃった」

「もう学院中、姫子さんのうわさでもちきりよ」

「今までの学院府長の中で、こんなことができた人、ほかにいなかったよね、って」

「一年生の学院府長だから心配してたけど……」

「でも、さすがは姫子さんね！　やっぱりほかの人たちとはちがうわ」

　そこに、不機嫌な声が割りこんできた。

「たいそうな人気ね、姫子」

　自称、姫子の宿命のライバル、蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あである。今日も樹里亜は偉そうだった。腰に手を当て、胸をそらして姫子をにらんでいる。トレードマークは、頭の両側で二つにしばった長い髪だ。

「あんなデザートでみんなに媚こびを売るなんて、いかにも如じよ才さいなくて優等生っぽいやり口よね。そんな手にあっさり引っかかっちゃう、みんなもみんなだけど」

　姫子の代わりに高田さんが反論してくれた。

「そういうあなたは食べなかったの？　いちごの砂糖漬け」

「たっ、食べたけど。――でもっ、しかしっ！」

　樹里亜の顔が赤くなる。が、高田さんたちがなにかいう前に、機先を制するように大声をあげた。

「それと、私が姫子のこと大嫌いなのは、話が別よ！　放送の宮の期待のホープを、新しい学院府に横取りされて、いい迷惑だわ！」

　と、今度はアヤメをにらみつける。

「いえあの。ホープもなにも、わたし、放送の宮に入るなんてひと言も」

　しかし樹里亜の耳には、持ち主に都合の悪い言葉は入らないのである。

「はっきりいっとくわ、姫子。私は、ここにいる子たちみたいに、あっさりあなたにたぶらかされたりしないわ。あなたが失敗したら、放送の宮がその事実を大々的に報道するから、そのつもりでいなさい。いいわねっ」

　姫子はにこにこと笑顔のままだ。

「もちろんよ。学院府のすることにまちがいがないよう、見張ってくださる人も大切だわ。わたしたちに行きすぎやあやまちがあったら、ぜひ教えてね」

「いわれなくても、そのつもりよっ！」

　だが、ほかの生徒たちからは懸念の声があがった。

「批判もいいけど、樹じゅ里り亜あさん。姫ひめ子こさんの邪魔はしないでよね」

「そうよ。やっと学院の雰ふん囲い気きが変わり始めてるんだもの」

「生徒同士が仲良くすることだって、大目に見てもらえるそうだし……。そうでしょ、姫子さん？」

　姫子はうなずいた。

「もちろんよ。わたし、以前から思っていたの。せっかくお友だちができても、人目を気にしながらおつきあいしなければならないのって、なんだか悲しいことだな――って。遠慮せずに、もっと親しげにしてもいいと思うわ。こんなふうに」

　ぴとっ、と、姫子が樹里亜にくっついた。

「!!!!!!!!」

　がっちーん、と樹里亜が硬直する。姫子は樹里亜に身体からだをすりつけながら、つづける。

「もちろん、マナーやエチケットはわきまえなければならないわ。けれど、少し親しげにふるまうくらいなら、かまわないんじゃないのかしら。ね、蜂はち須す賀かさんもそう思わない？」

「あっ、ぐっ、ががっ、んぐぐぐっ」

　樹里亜の顔は紅潮しすぎて、なんだかどす黒く変わってきた。無邪気で大胆な姫子のふるまいを見て、ほかの生徒たちも、やや赤くなりつつ顔を見あわせる。



    

  
    
      



    

  
    
      「そ、そうよね。友だち同士なら、親しくふるまっても」

「あの……みちよさん、ちょっと手をつないでみましょうか」

「ええ。はるみさん。私でよければ……」

　おずおずと照れあいながらくっつきあう二人組が、あちこちにあらわれる。

「そ、それじゃ私も、アヤメさんと仲良くしちゃおうかなーっと」

　冗談めかした口く調ちようで、一人の女の子がアヤメに、ぴとっと寄り添ってきた。

「えっ。わたし？」

　アヤメは目をぱちくりさせた。すると、あっちからもこっちからも、クラスメートの女の子が集まってきた。

「あーっ、ずるいっ」

「私だって前から、アヤメさんと、もっともっとお近づきになりたいって思ってたのにっ」

「そうよ。いつも高たか田ださんや姫ひめ子こさまがおそばにいるから、なかなか親しくなる機会がなくて、やきもちやいてたのよ」

「アヤメさん、これからは私とも仲良くしてね」

「もちろんアヤメさんには、御み崎さき杏あん奈なさんという『仲良しさん』がいるのはわかっているわ。けど、クラスメートとしてならいいわよね」

「あの、ちょっと待って。それにもいろいろと誤解が――」

　しかし、アヤメの声を聞いてくれる耳はなかった。

「私たち、姫子さまも大好きだけど」

「でも、元気で明るいアヤメさんのことも、すごく可愛かわいらしい人だなーって思ってたのよ」

「私なんか、転入してらした時から、ずうっとチャンスをうかがってたんだから」

「私だって」

「私だってそうよ」

　アヤメは女の子たちに囲まれながら、じたばたともがいた。

「いきなりそんなこといわれても。ねえ、姫子、助けてえーっ」

「あら、遠慮することないじゃない。人の好意は素直に受けるべきよ。学院府の副府長として、皆さんに慕したわれるのは歓迎すべきことだわ」

　姫子はあいかわらず柔和な笑顔。樹じゅ里り亜あのほうは、うつろな表情で半失神状態だ。

　アヤメの耳に、こんなささやきが聞こえてきた。

「樹里亜さん、うらやましいな……。あんなに姫子さまとくっついて」

「そうよね。ちょっとズルいみたい」

「姫子さんて心が広くてらっしゃるわよね。樹里亜さんは、いつも姫子さんにきびしいことをいっているのに」

「私たちも姫子さんにくっついちゃおうかしら」

「うぅん、でも、やっぱり……」

　この子たちは、やはり姫ひめ子こが一番好きなのだろう。でも、もじもじと遠慮がちにためらっている。聞こえているのかいないのか、姫子はさらに樹じゅ里り亜あに密着している。

（……なんか変だな）

　アヤメは女の子たちにまとわりつかれながら、ふとそう思った。

　だが、なにが変なのか、その時のアヤメにはわからなかった。



　その日の放課後。

「一日で、ずいぶん学院の雰ふん囲い気きが変わったなあ」

　エルザがあきれたような声をあげた。

　学院府室の窓からは、校庭で部活にいそしむ生徒や、下校して寄宿舎に向かう生徒たちの姿が見えている。

　エルザのいうとおり、今日だけで、どことなく空気が明るくのびやかになったように感じられる。気候が夏めいてきたからだけではないだろう。これは姫子が運んできた夏――姫子の夏だ。

　お茶のしたくをしながら、由麻も声をはずませる。

「中等部でも、姫子さまのことが大評判です。こんなことならもっと早く姫子さまに学院府長になっていただけばよかった、なんていう子もいて」

「でも中等部にも中等部の学院府があるんでしょ。高等部に合わせちゃっていいの？」

　アヤメの質問に、杏あん奈なが答えた。

「中等部の学院府も、姫子さまのなさることに、全面的に足並みをそろえることにしたそうです。そうしないと、食事のデザートもいただけませんし」

「そんな自主性のないことでいいのかねえ」

　エルザは釈しやく然ぜんとしないようだ。

「新体制のすべりだしは上々――と、いいたいところだけど」

　と、姫子がエルザの隣に並び、窓の外を見る。

「まだまだ不十分ね。『仲良しさん』の姿をあまり見かけないわ」

「そりゃ、今までこっそりやってたことを、いきなり大っぴらにしろっていわれてもな」

「なにか考える必要があるわね。ふーむ……」

　姫子が唇に指を当てて考える。

「さっきみたいにお手本があると、みんな真ま似ねしたくなるんじゃないかな」

　アヤメが思いつくままに提案した。姫子が樹里亜にくっつくのを見て、クラスのみんなもそれにならったのを思いだしたのだ。

「いい考えだわ、アヤメ」

「えへへ」

　珍しくほめられて嬉うれしい――などと思ったのはまちがいだった。

「さっそく杏あん奈なと二人で、目だつように仲良くしてきてちょうだい」

「えへへへ……へっ？」

　アヤメの表情が凍った。しまった、完全にやぶへびだった。

「あなたたちは全校公認の『仲良しさん』だもの。親しげな態度をみんなに見てもらうには、絶好の人材だわ」

　前にアヤメと杏奈は、姫ひめ子この命令で、やたらとべたべたいちゃいちゃしていたことがある。姫子はそのことをいっているのである。

「ちょっと待ってよ！　わたし、もうやだよ。恥ずかしいし、みんなに冷やかされるし。どうやって誤解をとこうかって、こないだからずーっと悩んでるのに」

　杏奈もそばに寄ってきて力説する。

「私だってごめんですっ。私が一番好きなのは、姫子さまなんですから。たとえアヤメさまが相手でも、人前でいちゃつくなんて――」

「たとえアヤメさまが相手でも、だって？」

　窓枠に両りよう肘ひじをつきながら、エルザがいたずらっぽく笑う。

「そのいいかただと、アヤメのことも気に入ってるみたいに聞こえるな」

　杏奈がお団子髪を揺らしながら、猛然と弁解する。

「そ、そんなことありません。私が好きなのは姫子さまだけですっ」

「とかいって、おまえ、アヤメともけっこう仲良くしてるじゃないか」

　怒りのためか、照れのせいか、かっと杏奈の顔が赤くなった。

「そんなことありませんったら！　私の愛と忠誠心は、姫子さまだけのものです。そこにいる二ふたまたがけの浮気娘と、一緒にいないでくださいっ」

　指さされた由麻もみるみる赤くなった。

「だだだ、誰だれが二またがけの浮気娘なのっ」

「だってあなたこそ、姫子さまだけじゃなくて、アヤメさまのことも好きなんでしょ。こないだだって、姫子さまとアヤメさまとあなたの三人で魔法少女になって、悪い宇宙人と戦う小説書いてたじゃない」

「どうしてそれを……。あっ、まさか私のノートを読んで――」

「机の上に置きっぱなしにしてあるんだもの。照れることないじゃない。おもしろかったわよ。特に最後、姫子さまとアヤメさまを助けるために、あなたが犠牲になって息絶えるあたりが――」

「いやーっ！　いわないでえ――っ！」

「ああ、もうやめて。こんなつまらないことで揉もめないでほしいわね」

　うんざり顔で、姫ひめ子こが長い髪をかきあげた。

「わかったわ。わたしがアヤメになって、杏あん奈な　の相手をしてあげる」

「えっ」

　と、杏奈、アヤメ、そして由ゆ麻まの三人が同時に声をあげた。姫子は早くも髪飾りをはずし、髪を三つ編みに結い始めている。

「そうすれば、誰だれにも不満はないでしょう。それとも、杏奈。アヤメの姿をしているわたしが相手ではいやかしら」

「そんなことありませんっ。そんなこと」

　杏奈は、お団子髪がふっとんでしまいそうなほど、猛烈に首を横に振った。

「ならぼんやりしていないで、髪を結うのを手つだって。アヤメ、あなたは早く『姫子』に変わりなさい」

「う、うん」

「私が姫子さまの髪を結わせていただけるなんて……。指が、指が震えちゃうぅ……」

　たちまちアヤメと姫子の外見は交代した。こうなると、姫子は、口く調ちようも立ち居ふるまいも、すっかりアヤメに変わってしまうのだ。

「よーし、できあがりっ。杏奈ちゃん、早く外に行こ。わたしたちが仲がいいところ、みんなにいーっぱい、見せつけてあげようよ」

「は、はい。わかりました、姫子さま」

「だめだめ。わたしは姫子じゃなくてアヤメなんだよ。ちゃんと、アヤメさまって呼んでくれなくちゃ」

「わっ、わかりました。アヤメさま」

「それじゃ行ってくるねっ。姫子、エルザ、由麻ちゃん、留守番よろしくねーっ」

　元気に手を振り、杏奈と手をつないで、アヤメの姫子は廊下に出ていった。姫子の姿になったアヤメ、そしてエルザと由麻は、あっけにとられて見送った。

「姫子さまって、ほんとにアヤメさまの真ま似ねがお上じよう手ずなんですねえ……」

「だよねー。わたしも、どっちがほんとのわたしなのか、わかんなくなっちゃいそう」

「これなら、お二人が入れ替わっても、誰にも気づかれないのも無理ないですよね」

「そうかな。みんなとっくに、二人が入れ替わってることに気づいてるぜ」

　エルザの言葉に、アヤメは仰天した。

「それ、どういうこと？　わたしが姫子の影武者だって、みんなにバレてるの？？」

「バレてるよ。ただし、無意識に」

　意味がわからない。由麻と顔を見合わせるアヤメに、エルザは説明してくれた。

「本物の姫子が姫子でいる時と、君が姫子に化けてる時じゃ、大きな違いがひとつあるんだよ。なんだかわかるかい」

「そういわれても……。由ゆ麻まちゃん、わかる？」

「さあ……。こうしておそばで見ていても、姫ひめ子こさまにそっくりですけど」

「答えは簡単。アヤメが姫子に化けてる時は、ほかの生徒たちが、なれなれしく君にまとわりつくんだ。でも、本物の姫子に対しては、みんなどこか遠慮してる」

「そう……なのかな？」

「逆に、姫子がアヤメに化けてる時は、みんなあんまりべたべたくっついてこない。でも、アヤメがアヤメのままでいる時は、わいわい集まってきてにぎやかにやってる」

「あっ。いわれてみれば――」

　アヤメは、さっき教室で感じたことを思いだした。

　樹じゅ里り亜あとべたべたしている姫子を見て、うらやましそうな、でも自分から近づくのはためらっているような、そんなクラスメートたちの様子に、「なんか変だな」と思ったのだ。

　その理由が、今のエルザの言葉でわかった。自分が姫子に化けている時に比べて、女の子たちの態度が違うので、違和感をおぼえたのである。

　アヤメが姫子に化けている時は、みんな割と気やすく、手を握ったり抱きついたりしてくる。厳密には校則違反だが、アヤメが中心にいると、にぎやかで楽しい雰囲気になるので気にならないのだ。腰に手をまわしたり、ほっぺをすりつけてくる女の子もいる。

　しかし本物の姫子に対しては、女の子たちはどこか遠慮がちなのである。

「つまりね、アヤメの姫子は、本物の姫子より親しみやすくて近寄りやすい雰ふん囲い気きなんだよ。姫子のアヤメは、その反対だ。みんな、それを敏感に感じ取ってるのさ」

「私、わかるような気がします。姫子さまがアヤメさまになってらっしゃる時は、なんとなく、簡単におそばに近寄れない感じです」

「そう。由麻ちゃんと同じことを、ほかの生徒も薄々感じてるんだよ。――ただし、あくまでも無意識に、二人の違いを感じとってるってだけだ。君たちが時々入れ替わってることを、はっきり気づいてるわけじゃないけどね」

「見かけがそっくりでも、そんなにわたしと姫子の雰囲気って違うんだ」

「そうとも。女の子のカンはあなどりがたいってこと」

　アヤメは考えこんでしまった。

　確かにエルザのいうとおりだ。姫子に対して、クラスメートたちがはしゃいで抱きついたり、ふざけてくっついたりしているところは見たことがない。アヤメに化けている時でもそうなのだ。

「ひょっとして、姫子ってスキンシップに飢えてるのかな……」

「かもしれない。あいつ、両親を早く亡くしてるんだ。家族の情愛みたいなもんとは縁がなかったのかもな」

「姫子さま、ご両親がいらっしゃらないんですか？」

　由ゆ麻まが驚く。アヤメにとっても初めて聞く話だった。

「あたし、中等部の頃ころに姫ひめ子こと同室だっただろ。あいつの家の事情についちゃ、いくらか知ってるんだ。小さい頃から、おっかない婆ばあさんに厳しくしつけられてたらしい。――ま、あんまり他人の家庭環境をあれこれいうのは、趣味がいいことじゃないけどさ」

　おっかない婆さん。つまり佳か代よ花はな家の当主である理事長のことだろう。

　以前、嵯さ峨が島しま三み千ち代よがいっていた。小さい頃の姫子はさびしがりやの泣き虫だったと。

　それが変わったのは、両親を亡くしたからなのではないだろうか。

　姫子は、子どもの頃から一人でいることが多かったといっていた。あんな屈折した性格になったのは、一つにはそれが理由なのかもしれない。

　思い返してみると、アヤメの知る限り、姫子が自分から誰だれかにくっつく時は、いつも打算がらみだ。由麻をたぶらかした時もそうだった。杏あん奈なや樹じゅ里り亜あが相手でも同じだろう。

（姫子が、なにかっていうとわたしをお仕置きしたがるのは、そのためかもしれない。わたしをくすぐったり、いろいろ理由をつけて一緒にお風ふ呂ろに入りたがるのも、人肌が恋しいからなのかも……）

「姫子さま、もしかして、おさびしいんでしょうか……」

　由麻が心配そうな顔になる。

「さあ。だとしても、そんなこといったら、あいつは怒りだすだろうけど」

　いって、エルザが窓の外に目を向けた。

　校庭では、アヤメに化けた姫子と杏奈が、二人でいちゃついている真っ最中である。

「あーっ、杏奈ちゃん、ずるいっ。私だって、あんなことしてもらってないのに」

　と、由麻が嫉しつ妬との声をあげるほど、それは強烈で猛烈で熱烈ないちゃつき具合だった。



　杏奈は陶とう酔すいのひと時をすごしていた。

　ベンチに並んで座りながら、アヤメに化けた姫子がささやいてくる。

「そんなに身体からだを硬くしないで、杏奈。わたしたちは『仲良しさん』なんだから、もっと心を解放して、大胆にふるまいなさい」

「は、はい。ごめんなさい。でも……」

「みんなに見られているのが恥ずかしいの？」

「はっ、はずか、はずかしいです」

「じゃあ……こんなふうにしているところを見られたら、もっと恥ずかしいかしら」

「きゃあああああっ」

「あなたにはずっと、陰の仕事ばかりまかせて、つらい思いをさせていたものね。たまにはこういう時間もつくってあげなければね」

「も、もったいないお言葉です。あっ。ひっ」

　ほかの生徒たちは足を止め、ある者は赤くなり、ある者はひそひそささやきあいながら遠巻きに見ている。

「見て。一年一組の春日かすがさんと、中等部の御み崎さきさんよ」

「ああ、こないだ駆け落ち騒ぎを起こして、座ざ敷しき牢ろうに入れられた……」

「やっぱり仲がいいのねえ」

「でも、また人前であんなことして、風紀の宮や先生がたに叱しかられるんじゃ」

「それはだいじょうぶじゃないかしら。このあいだ、姫ひめ子こさまがおっしゃってたじゃない。友だち同士で仲良くしても、おとがめなしって」

「そういえば、春日さんと御崎さんも学院府の役員なのよね」

「ということは、要するに、学院府公認……？」

「それなら、私たちもあれくらいやっても許される……」

「と、いうことよね……」

　そわそわとし始める生徒たち。手を握りあったり肩を寄せあったりする組みあわせも増えてきた。

　杏あん奈なは顔を真っ赤にして震えている。アヤメの姫子は、杏奈をさらに強く抱きしめながら、周囲の様子に、伊だ達てメガネの奥の瞳ひとみを光らせていた。



　三



　幾日も経へずに、花はな時雨しぐれ学院の雰ふん囲い気きは、見違えるほどに変わった。

　校内も寄宿舎も、親しげにふるまう『仲良し』さんだらけになった。手をつないだり身を寄せあったりする女の子たちの姿が、いたるところで見られるようになったのだ。

　なにしろ、学院府の役員たちが率先して、べたべたいちゃいちゃしているのだから、歯止めがきかない。

　先生の中には、この風潮に眉まゆをひそめるむきもないではないらしい。が、理事長がこれを許可しているのだから、表立って反対する者はいなかった。職員の中には佳か代よ花はな家と関係のない先生も少なくないのだが、かといって、理事長の方針に面と向かって逆らえるものでもないようだ。



「どうしましょう、アヤメさま。今日もロッカーの中に、手紙がこんなに……」

　どさっ、と音がするほど大量の封筒の束を、由ゆ麻まがテーブルに置いた。

　放課後である。学院府室にいるのはアヤメ、由麻、杏奈、それにエルザの四人だけだ。姫子は用事があるらしく、まだ姿を見せていない。

「すごーい。これみんな、由麻ちゃんあて？」

「そうなんです。私に、妹になってほしいとか、お姉さまになってほしいとか、いろいろ」

　由ゆ麻まは困り果てた顔をしている。

「体育の時間なんかでも、クラスの子たちがみんな私と柔軟体操したがるし、休み時間になると、ほかのクラスの人たちが、みんな廊下で私のこと待ち伏せしてるし……」

　どうやら、いきなり大勢からの親愛やら欲求やらの対象になってしまって戸惑っているらしい。その横では、杏あん奈なも浮かない顔をしている。

「あなたはまだいいわ。私なんか、クラスのみんなに、アヤメさまとの仲がうまくいくようにってはげまされて、応援団みたいなのまでできちゃったのよ。それに、アヤメさまとは別れて自分と仲良くしてほしいっていう人も何人も……」

「二人とも、実はひそかに人気者だったんだな。けっこうなことだ」

　由麻と杏奈は、そろってエルザに抗議した。

「全然けっこうじゃありません。私が好きなのは姫ひめ子こさまだけなんだからっ」

「最近は、ルームメイトの子まで、私のこと気にしてるみたいなんです。私もう、どうしたらいいのか……」

「友だちが増えるのはいいことじゃないか。姫子のあとばっかり追いかけてないで、この機会にいろんなやつらと話してみたらどうだ」

「わたしもエルザに賛成だなあ。由麻ちゃんも杏奈ちゃんも、毎日ここにこなくてもいいんだよ。たまにはクラスの子と遊んだら？」

　エルザとアヤメの言葉に、由麻も杏奈も不満そうだ。が、内気な由麻と、友だちづきあいの苦手な杏奈が、それぞれに交遊関係を広げるのは良いことだと、アヤメは思う。

　二人とも、愛情深くて一いち途ずなのは長所なのだろう。が、いくらなんでも姫子に夢中になりすぎている。少し世間を広げてみてもいいのではないか。

「アヤメも、由麻や杏奈の心配してる場合じゃないんじゃないのか。最近、人気があがる一方じゃないか」

「う……そうなんだよね」

　このところ、アヤメにアプローチをかけてくる女の子が、やたらと増えている。

　見知らぬ生徒から手紙を渡されることも多い。中身は由麻と同様、「お姉さまになってください」とか「妹になってください」とか、そういう内容ばかりである。

　アヤメは転入してきたばかりなのに、なにかと目だっている。その上、学院府の副府長に抜ばつ擢てきされ、この人気急上昇ぶりだ。多少はねたまれたり、嫌がらせをされたりしてもおかしくなさそうだが、そういうことは一切なかった。この花はな時雨しぐれ学院の生徒は、概しておっとりして気のいい女の子たちなのである。

　そして、そういう花時雨学院を、アヤメも日ごとに好きになっている。が、あんまり過剰な人気が出すぎるのも困ってしまう。

　とか考えているそばから、さっそくお誘いがきた。

「あのぉー……。アヤメさま、いらっしゃいますか？」

　三人の女の子が、身を寄せあうようにおずおずと、ドアから顔をのぞかせた。以前からアヤメとはなにかと縁のあった、中等部生の三人組だ。

「ミーちゃん、ユーコちゃん、ヒロコちゃん。なにか用？」

「いえ、用というほどじゃないんですけど……」

「もしよければ、アヤメさまをお茶にご招待したいなー、って思いまして」

「あっ、もちろん学院府のお仕事が終わってからでいいんですけど」

　ミーちゃん、ユーコ、ヒロコが順番に、用件を三分割する。頬ほおを染めてもじもじしている三人を前に、アヤメは当惑した。

「別にかまわないけど。でも、わたしでいいの。ほんとは姫ひめ子こを招待したいんじゃない」

　すると三人は、そろって首を横に振った。

「そんなことないですっ。私たち、姫子さまも大好きですけど、明るくて楽しいアヤメさまのことも、おんなじくらい好きなんです」

　ミーちゃんの言葉にヒロコも同意する。

「アヤメさま、大人気なんですよ。もうファンクラブだっていくつもできてますし」

「あっ、でも、杏あん奈なさんと約束があるなら遠慮しますけど……」

　気配り役のユーコが、部屋の奥にいる杏奈に気づいて声のトーンを落とす。

「ないないっ。約束なんかなんにもないから、勝手に連れてって」

　アヤメの代わりに杏奈が答えた。さらにエルザも言葉を重ねる。

「急ぎの仕事もないし、先にあがったらどうだ。姫子にはあたしからいっといてやるから」

　アヤメが返事をする前に、ミーちゃんたちが、きゃあっと歓声をあげる。

「ほんとですか、エルザさま」

　とびはねるミーちゃん。

「うれしい。さっそくいきましょう、アヤメさま」

　ヒロコも子どもっぽい声をはずませる。

「ままま、待って。そんな、勝手に決められても」

「おカバン、私が持ちますね」

　ユーコがエルザの手からアヤメのカバンを受け取る。

「さあっ、まいりましょう、アヤメさま！」

　三人の声がそろう。

　と、こんな具合に、最近はアヤメもひっぱりだこなのであった。



　ミーちゃんたちとのお茶会はもちろん楽しかった。とはいえ、にぎやかな下級生たちにまとわりつかれて、少なからずくたびれてしまったのも確かだ。

　おまけに、噂うわさを聞きつけた中等部生たちが、あとからあとから押し寄せてきた。みんなアヤメのファンであり、アヤメにたずねたいことを山ほど抱えていた。

「御み崎さき杏あん奈なさんとは、どこまで真剣なおつきあいなんですか？」

「駆け落ち事件って、どうしてあんなことになっちゃったんですか？」

「逃げているあいだ、二人きりでどんなことなさってたんですか？」

「姫ひめ子こさまとも仲が良さそうですけど、ほんとのところ、どっちが本命なんですか？」

「杏奈じゃなくてほかの誰だれかとも仲良くする気はないんですか？　たとえば私とか」

「どうしていつも、ご自分のお部屋のお風ふ呂ろばっかり使ってらっしゃるんですか？　私たち、みんなアヤメさまと、大浴場でご一緒したいのに」

　などなどの質問を、大汗をかいてごまかしたりやりすごしたりしているうちに、頭も身から体だもへとへとになってしまった。

　ようやくアヤメが解放されたのは、暗くなってからだった。夕食前に着替えなければならないからといって、逃げるようにその場をあとにしたのだ。

「つっ、つかれたあ……」

　廊下の壁で身体を支えながら、よたよたと自室に向かう。

「ア、ヤ、メ、ちゃんっ」

　通りがかった部屋の戸が開いて、歌うように呼びかけてきた人がいた。

「あっ、美み環わ子こさん」

　春の陽ひ差ざしのような、ほんわり笑顔の美環子が顔を出していた。

　蘇す芳おう美環子、高等部三年生。生徒ながら寄宿舎の舎しや監かんをまかされている。保育園の先生みたいな、母性的な空気を身にまとっている人である。

　その、ほのぼのした物腰を見ていると、つい心を許してしまいそうになるのだが――。

（おっと。油断は禁物なんだっけ）

　優しげな顔をしていても、蘇芳美環子は、姫子の手ごわいライバルなのだ。

　それも、蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あみたいな自称ライバルではない。姫子と同等の力を持ち、お互いに、勝手な真ま似ねをしないよう監視をしあっているのである。姫子の佳か代よ花はな家と美環子の蘇芳家のあいだには、千年前からそういう関係がつづいているという。

「アヤメちゃん。ちょっとお話があるの。よかったらお茶でもいかが？」

「でもわたし、もうさんざんお茶を飲まされて……それに、もうすぐ夕食の時間だから」

「あら、もしかして、私と二人きりになるのがいや？」

「いえ、あの、そういうわけじゃないけど」

「なら、いらっしゃいな。ちょっと、あなたに知っておいてほしいことがあるのよ」

　結局ことわりきれず、中に引き入れられてしまった。豪ごう奢しやだが気品のある調度品に囲まれた部屋だ。ソファはふかふかで座り心ごこ地ちがいい。

「姫ひめ子こはずいぶんいそがしそうね」

　いいながら、美み環わ子こが紅茶を淹いれてくれる。

「今日も職員棟に顔を出しているんでしょう。やっぱりここ最近の改革のことで、先生がたと話しあうことが多いのかしら」

「えーと。さあ。わたし、なにも聞いていないから」

　美環子は苦笑した。アヤメがとぼけていると思ったらしい。

「カマをかけているわけじゃないのよ。さっき、姫子が職員棟のほうに歩いていくのを見かけたの」

「へえ……」

　アヤメは本当に知らないのだ。が、美環子は、ふっと表情を曇らせた。

「警戒されてるのね。さびしいわ」

　悲しげな、せつなげな表情である。姫子も役者だが、美環子もなかなか食えない。姫子から「この人には気をつけろ」といわれていなければ、たちまち同情してしまっただろう。

「……でも、しかたがないわね。私の家と、姫子の佳か代よ花はな家は対立関係にあるんだから。でもね、これは信用してほしいんだけど」

　美環子が、あらためて視線をアヤメに向けた。いかにも真しん摯しな表情だ。

「私は、姫子のことは昔から知っているし、力になりたいと思っているのよ。それに、あなたとも仲良くしたいと願っているわ」

　アヤメは口の中でなにかむにゃむにゃいった。気を許すわけにはいかない。

「――といっても、口先だけでそんなことをいっても信じてもらえないでしょうね。だから思ったの。あなたと姫子に、大事なことを教えてあげようって」

「大事なこと？」

　つい釣りこまれてしまう。さすがに話の持っていきかたが上じよう手ずだ。

「そうよ。重大情報」

　美環子は声を低めた。

「――封印の扉が、開きかけているわ」

　ぎくり。アヤメは身から体だを硬ばらせた。

「近ごろ、『封じられたもの』があらわれる頻度が上がっている。姫子もあなたも、気づいているはずよね」

「…………」

「私の推測だけれど、その理由は、封印の扉が開きかけているため。千年前に、私や姫子のご先祖さまが閉ざした扉よ。それが、今になってまた開きかけているの。千年も時間が経たっているのだから、当然かもしれないけれど」

　封印の扉。『封じられたもの』がこの世界に出てこないように閉じこめている扉のことだ。姫ひめ子この佳か代よ花はな家と、美み環わ子この蘇す芳おう家は、その扉が開かないよう見張っているのだ。

「今、姫子は、あらわれてくる『封じられたもの』を、次々に扉の内側へと押しもどしているわ。でも、それでは根本的な解決にはならない。もう一度、扉をきちんと閉ざさなければならないの。たとえていうなら、錠にしっかり鍵かぎをかける、ということね」

「そんなことができるの？」

「できるはずよ。千年前のご先祖さまは、実際にそうしたんですもの」

「どうやって？　扉に鍵をかければ、姫子はもう戦わなくてすむの？」

　思わず身を乗りだした。もしそれができれば、姫子は巫み女この責務から解放され、普通の女の子として、学生生活を過ごせるのではないか。

「そのはずなんだけれど……」

　美環子は難しい表情になった。

「実は、その封印の方法は、蘇芳家には伝わっていないの。佳代花家にも伝わっているかどうかわからない。ただ――もしかしたら、姫子が今おこなっている『改革』と関係があるのかもしれないわ」

「え……」

　アヤメは目をぱちくりさせた。そんなことは、姫子からはまったく聞いていない。

　美環子は、アヤメの様子をじっと観察しながらつづける。

「扉が閉じて、鍵がかけられるのであれば、私としても歓迎よ。学院が平和になるに越したことはないんだから。でももし、佳代花家にも封印の方法が伝わっていないとしたら、その場合は問題だわ。封印が完全に解けて、扉が完全に開いてしまったら、『封じられたもの』が一斉に扉の中から出てきてしまうんですもの」

　アヤメはぎょっとした。

「そんなことになっちゃうの？　ほんとに？」

「千年前は、実際にそういうことが起きたのよ。それで、ご先祖さまが苦労して、扉を封印したの。私たちの知らない方法で」

「もし、封じられたものが一度に出てきたら……」

「一体ずつは大した力がなくても、まとめて出てこられたら大変だわ。私と姫子の力をあわせても、対応できるかどうか、わからない」

　アヤメの背中に冷たい汗が伝った。もし、あんな怪物やら妖よう怪かいが集団で出現したら――この学院の生徒たちはどうなってしまうのだろう。

「だから、姫子に伝えてほしいの。封印の方法を知らないのなら、新たに見つけださなければならない。家同士の対立なんて、気にしている場合じゃないわ。蘇芳家も協力するから、力をあわせて扉に鍵をかけましょう、って。千年前の災さい厄やくをくりかえさないために」

　アヤメは冷えかけた紅茶のカップに視線を落とした。

　千年前の災さい厄やく。

　姫ひめ子このご先祖、平安時代の天才少女が、陰おん陽みよう術じゆつや方術の実験をかさねた末に呼び起こしてしまった、わざわい。

　それを封じるために、大勢の陰おん陽みよう師じや方術師たちが必死の努力をしたという。

　考えこむアヤメを、美み環わ子こはじっと見つめていたが――。

「あなたも気の毒ね、アヤメちゃん」

　不意にそういうと、テーブルをまわってアヤメの隣に座った。

「気の毒って……えっ」

　アヤメは腰を引いた。美環子の瞳ひとみになにやら危険な光を見たのだ。

「あなたみたいな普通の子を巫み女この仕事にまきこむなんて、あんまりだわ。いくら佳か代よ花はな家に人材が少ないからといって、姫子につきあわされるあなたがかわいそう」

　美環子は、アヤメが記憶のない正体不明少女であることは知らない。佳代花家の遠縁の者だと思っているのである。

「アヤメちゃん、さっきもいったけど、私、あなたと仲良くしたいのよ。もし、あなたが姫子のそばにいられなくなるようなことがあったら――」

　美環子は艶えん然ぜんとほほえんだ。

「私がいることを思いだしてね。蘇す芳おう家は、いつでもあなたを受けいれるから」

　さりげなく、美環子が身体からだを密着させてくる。姫子とはまた違う甘い香り、薔ば薇らの香水のような匂においに頭がくらくらする。やわらかく包みこんでくるような美環子の視線に、のみこまれてしまいそうだ。

「ごっ、ごめんなさい。私、もういかなくちゃ！」

　アヤメは立ちあがると、戸口へ逃げだした。

「姫子によろしく。私がいったこと、ちゃんと伝えてね」

　美環子は気を悪くした様子もなく、笑顔で手を振って送りだしてくれた。



　その頃ころ。

「私の留守をよく守ってくれましたね、姫子」

「いいえ、おばあさま。まだまだ力不足で申しわけありません」

　学院の敷地のはずれにある職員棟、さらにその奥にある小さな庵いおりの中である。

　着物姿に着替えた姫子が、畳に両手をつき、深々と頭を下げていた。

「おまえの仕事ぶりには満足しています。予定どおりに、ことを進めてくれているようですね」

「はい、すべてはおばあさまのおっしゃられるとおりに」

　姫ひめ子こは顔をあげない。しかし、自分に注がれている相手の視線は、痛いほどに感じている。まるで、まなざしの鞭むちで打たれているようだ。

　対座しているのは、佳か代よ花はな家の当主であり、この学院の理事長でもある姫子の祖母、佳代花常とこ世よである。

　常世がこうして、久しぶりに学院を訪れていることを知っている者はわずかしかいない。佳代花家にゆかりのある職員たち。そして、実の孫である姫子だけだ。

「あの娘――春かす日がアヤメは元気にしていますか」

「はい」

「まだ本人は、なにも知らないのですね」

「自分に関することは、すべて忘れたままのようです」

　満足げにうなずく気配。

「おまえも気づいているとおり、封印の扉は、もう開きかけています。――予定を早める必要がありそうですね」

　びくっ、と姫子が、ひれ伏したまま硬直した。

　と同時に全身から汗が噴きだし、身から体だが小さく震えはじめた。

　――こんなに早く？

　早すぎる。アヤメがこの学院にきて、まだ、ひと月ほどしか経たっていないのだ。

　もっと楽しい時間を、たくさん過ごさせてやりたかったのに。

　姫子の変調を見逃すような祖母ではない。

「震えていますね、姫子。恐ろしいのですか」

「い、いえ。そういうわけでは。ただ――急なお話だったので、驚いて……」

　思いきって顔をあげた。

　半なかば闇やみにつつまれた上座に、祖母、常世の和服姿がある。床の間にはカキツバタの花が一輪、活いけられている。

　かなりの歳としのはずだが、その顔はつややかで若々しい。常世はまだ、じゅうぶんに巫み女ことして働ける力を備そなえているのだ。

「無用な時間を費やす必要はありません。蘇す芳おう家の娘に勘づかれる前に、ことを進めてしまいましょう」

「…………」

「つらいですか、姫子」

「…………」

「返事が聞こえませんでしたよ」

「……いえ」

「情が移りましたか。それをとがめはしません。けれど、耐えなさい。春日アヤメがこの世界から消えることに。――耐えられますね？」

「もちろんです」

　姫ひめ子こはもう一度、畳に額ひたいを落とした。佳か代よ花はな家の当主の命令に逆らえるはずがない。

　また、たとえ逆らったとしても同じことだ。姫子の代わりに、祖母自身が計画を遂すい行こうするだろう。たぶん、姫子よりもはるかに手際よく。

　――しかたがない、と、姫子は自分にいいきかせた。

　もとより逃れられる運命ではないのだ。いや、これは姫子が自分で選んだ道なのだ。

　これまでにも、大勢の人間をおとしいれ、傷つけ、踏みにじってきた自分だ。今さら手を引くわけにはいかない。

　どれほど親しい相手でも、愛いとしい相手でも、切り捨てなければならない。姫子の目的のために、それが必要ならば。

（アヤメは、泣くかしら……）

　ふと、そんなことを思った。こんなことなら、もっと――もっともっと、優しくしてあげればよかった。でも、もうなにもかも遅い。

「静かな夜は、今こ宵よい限りですね」

　祖母が窓の外に目を向けた。月が皓こう々こうと輝いている。

「くわしい手はずを確認しましょう。……こちらにいらっしゃい、姫子」

「……はい」

「会うたびに、おまえは美しくなっていきますね」

「おそれいります……」

　冷たい笑みにうながされ、姫子は命じられるがままに、祖母のそばへと寄っていった。



「姫子さま、遅いですね。夕食の時にもいらっしゃらなかったですし」

「うん。先生たちと、なにか話してるらしいんだけど」

　アヤメは由ゆ麻まに、さっきから何杯めかのお茶のお代わりを注ついでもらっていた。

　由麻もアヤメも、もう寝間着姿だ。アヤメはいつものライトブルーのネグリジェ。由麻は山吹色のパジャマを着ている。

　由麻は、アヤメたちの部屋にお泊まりにきているのである。このところ、アヤメに化けた姫子と杏あん奈ながしょっちゅう、いちゃこらいちゃこらしているので、由麻としては不公平感を抱かざるをえない。

　そこで、アヤメが由麻をお泊まりに招待したのだ。姫子の方針で、他人の部屋で寝ることも許可されたので、こういうこともできるのである。

　アヤメは髪をほどき、メガネもはずして、姫子と同じ姿になっている。

「しょうがないね。由麻ちゃん、先に寝ちゃおっか」

「いいんでしょうか。姫ひめ子こさまをお待ちしてなくて」

「もう消灯の時間だもん、電気を消さないと叱しかられちゃうよ。とにかくベッドに入ろ」

「はあ……」

　由ゆ麻まは、二つのベッドを交互に見た。

「あの……私、どちらのベッドをお借りすればいいんでしょうか」

「なにいってるの。一緒に寝るに決まってるじゃない」

「！！！」

　由麻の髪が一気に逆立った。

「え？　なに、由麻ちゃん、そのつもりじゃなかったの？」

　由麻は真っ赤になって、口をパクパクさせてあえいでいる。アヤメがさしだしたお茶をのみ、ようやく言葉を発することができるようになった。

「は、は、はひっ。私、どちらかのベッドをお借りするか、お布団を床に敷いて使わせていただくつもりだったので――」

「やだなあ。せっかく泊まりにきてくれたお客さんを、床に寝かせるはずないじゃない。姫子はそっちのベッドだから、わたしのベッドで一緒に寝ようよ」

「あのっ、でも、そんな、失礼な、ご無礼な、不作法な」

「いいからいいから。おいでよ、ほら」

「きゃーっ」

　アヤメに手を引かれ、由麻はベッドに倒れこんだ。

「電気消すよ。ほかの部屋に迷惑だから、あんまりうるさくしないようにね」

「は、は、はいっ」

「ふふふ。由麻ちゃん、あったかい。それに、ミルクみたいないい匂におい」

「あう、あう、あう」

「そんなに緊張しなくていいってば。一緒にデートもした仲じゃない」

「それはあの、そうですけど。でもあの、これはやっぱり、あの」

「ごめんね。姫子がくるまで、わたしでがまんしてね」

「そっ、そんな。がまんだなんて」

「今はわたしのこと姫子だと思ってよ。ほーら、顔だってそっくりなんだし」

「そんな、そんな、そんなにおそばにくっつかれると」

「姫子の代わりに優しくしちゃお。ふふふふ……由麻ちゃん、可愛かわいいわよ。いつまでもこうして、わたしのものにしていたいわ」

「…………！」

「なーんて。どう、今の、姫子に似てたでしょ」

「ほほほほほほほほんとに、そっくりで――」

「じゃあ、こんなのは？　アヤメっ。そこに座りなさいっ」

「きゃ」

「本当にもう何回おなじことをいわせれば気がすむの？　たまには痛い思いをさせてあげなければ、お仕置きの効果がないようね。さあ、服を脱いでベッドに横になるのよ」

「あの……。姫ひめ子こさまって、そんなこともおっしゃるんですか？」

「おっしゃるおっしゃる。由ゆ麻まちゃんは知らないだろうけど、すぐ怒るし、すぐ機嫌が悪くなるし、すぐ意地悪なこというし。なにかっていうとお仕置きとか、セッカンとかいって、わたしに、いろんな、いろんな、いろ～んなことするんだから」

「あの……服を脱いでベッドに横になって、どんなお仕置きを……」

「大きな声ではいえないんだけど……」

　アヤメは由麻の耳に口を近づけて、なにかこしょこしょささやいた。

　すると由麻は、信号機のように青くなったり赤くなったりした。

「そっ、そんなことを！　姫子さまがアヤメさまに、なさるんですかっ？」

「もっとすごいこともするんだよ。たとえばね、鎖でわたしの手足をベッドにしばりつけて……こしょこしょこしょ」

「あの、そうされるとアヤメさまは、どうなってしまわれるんでしょう」

「ちょっと恥ずかしいんだけどね、こしょこしょ、こしょこしょこしょ……ってなっちゃうの」

「はあっ……。私、聞いてるだけで心臓が爆発しそうです」

「ひと晩じゅう許してくれないこともあるんだよ。みんなだまされてるけど、姫子って、ほんとひどいんだから。あんなに意地悪でインケンで嘘うそつきな女の子、ほかにはどっこにもいないよ」

「ごめんなさいね、ほかにはどっこにもいないような意地悪でインケンで嘘つきな女の子で」

　ぎくっ、とアヤメが硬直した。

　いつの間にか戸が開いて、廊下の照明を背負った姫子がこちらを見ていた。姫子の計算なのか、たまたまなのか、逆光のシルエットが、極めて恐ろしげな効果を演出している。

「いつの間にか、わたしの真ま似ねがじょうずになったこと。喜ぶべきことだわ」

　アヤメと由麻はあたふたと身から体だを起こした。

「あのねっ、姫子。今のは冗談っ。うそだよ、うそっ」

「お、お邪魔してます、姫子さま。あの、アヤメさまは、私をおもしろがらせようとしてくださっただけで、決して悪気がおありになったんじゃ――」

「いいわけはけっこうよ。二人とも、お仕置きして反省をうながす必要がありそうね」

「わ、私もですか」

　由麻がおびえたような、でもちょっと期待するような声をだす。

「だめっ。だめだよ、由ゆ麻まちゃんもなんて。わたしが二人ぶん罰を受けるから、由麻ちゃんは許してあげて、姫ひめ子こ」

「そんな、いけません、アヤメさま。お仕置きを受けるなら、私もご一緒に――」

　かばいあう二人だが、姫子はさっさと決定をくだした。

「いいわ。確かに由麻ちゃんは、わたしを悪くはいっていなかったようだから。でも、アヤメ、あなたはきちんと罰を受けなくてはだめよ」

「う、うん。あの……今ここで？　由麻ちゃんの前で？」

「もちろんよ。今夜は、そうね……おとといの晩みたいなかっこうから始めましょうか」

「ああ……」

　諦あきらめのため息をついて、アヤメはベッドに上がり、姫子が命じるとおりの姿勢を取った。しかたがない。これもスキンシップだ。

「アヤメさま……」

　見守る由麻の目の前で、お仕置きが始まった。



　そして、お仕置きは終わった。

「だっ、だいじょうぶですか、アヤメさま」

　由麻が、身体からだを震わせ、息を荒らげてぐったりしてしまったアヤメに駆け寄る。

「心配ないわ。ふだんよりも、だいぶ手加減してあげたから」

　そういいつつ、姫子もわずかに息をはずませている。

「わ……わかったでしょ、由麻ちゃん。姫子って、こういう女の子なんだよ……」

「いえ、あの。私、なんていったらいいか。こういう“〝世界”〟があるって、ちっとも知りませんでした。それに、アヤメさまが姫子さまを、あんなふうにお呼びになるなんて」

　アヤメはあわてて弁解した。

「い、いつもああいう呼びかたしてるわけじゃないよ。お仕置きを受けるあいだだけ」

「――だけど、お仕置きっていっても、アヤメさまが痛がったり怪け我がをしないように、姫子さま、すごく気をつかってらっしゃるっていうか、愛情が感じられるっていうか……」

　なぜか、どことなくうらやましそうな由麻である。

「さあ、おしゃべりはこれくらいにして、もうやすみましょう。――わたしも、あなたたちと一緒に寝ていいわよね」

「はっ？」

「はいっ？」

　意外な言葉に、アヤメと由麻は目をパチクリさせる。

「なにをおかしな顔をしているの。あなたたち二人だけが同じベッドで、わたしを一人で寝かせるつもり？」

「そんなことないけど……。いい、由ゆ麻まちゃん？」

「はっ、はいっ。姫ひめ子こさまがそうお望みなら」

「なら、問題ないわね」

　姫子はさっさと制服を脱いで下着姿になった。アヤメと由麻があわてて後ろを向く。

　ほどなく、アヤメと由麻、そして、パープルのネグリジェを着た姫子は、同じベッドで身を寄せあった。

「さすがに三人だと狭いわね……。由麻ちゃん、もう少し詰めてくれるかしら」

「は、はひっ」

「それくらいでいいわ。ちゃんと身体からだを寄せないと、ベッドから落ちてしまいそうね」

「よかったねー、由麻ちゃん。姫子とこんなにべったりくっついて寝られるなんて」

「あうううう」

　由麻からすれば、右を見ても姫子の顔、左を見ても姫子の顔という、ものすごい状況である。二人の姫子にはさまれ、密着されて、瞳どう孔こうがぐるぐる渦を巻き、視線は宙をさまよっている。さっきお仕置きを目の当たりにしたことといい、今夜は由麻にとって、ずいぶんと刺激の強い晩である。

「でも、どうしちゃったの、姫子」

「なにがかしら」

「自分から一緒に寝たい、なんて……」

　ふだん、アヤメが一緒に寝たがる時は、姫子はいやがるのに。もっとも、そんなことは由麻の前ではいえないが。

「せっかく由麻ちゃんがきてくれたんだもの。こんなことででも、楽しんでもらえればと思って。まだデートの約束も果たせていないし、そのお詫わびもかねて」

　その言葉に、アヤメはあっさり納得した。

「そっか、そうだよね。よーし、由麻ちゃんのこと抱きしめちゃお。ぎゅっ」

「ひっ、きゃっ、ふわっ」

「なら、わたしもこっち側から由麻ちゃんを抱きしめちゃうわ。ぎゅーっ」

「ならわたしだって、負けじと、ぎゅーっ」

「だめよ、アヤメ。かわいい由麻ちゃんを独りじめしては。ぎゅううーっ」

「…………！　…………！」

　もはや由麻は失神寸前である。

　その時。

「姫子さま、アヤメさま、なになさってるんですかっ！」

　と、また別な女の子が入ってきた。パジャマ姿の杏あん奈なである。

「あら杏奈、あなたもきたの」

　姫ひめ子こが由ゆ麻まを抱きしめたまま声をかける。

「はっ、はいっ。クラスの子から、由麻がどこかでお泊まりしてるって聞いて、もしやと思ってきてみたら――」

　杏あん奈なは涙目である。ライバルの由麻が二人の「姫子」に抱かれている姿を前に、平静でいられないのだろう。

　姫子が苦笑した。

「困った子ね。いいわ、あなたもいらっしゃい」

「えっ」

　杏奈がびっくりしたように表情を硬めた。たちまち顔から汗が噴きだす。

「よよよ、よろしいんですか、姫子さま……」

「今夜は四人でやすみましょう。アヤメ、由麻ちゃん、かまわないかしら」

「わたしはもちろんいいけど。……由麻ちゃんは？」

　由麻にしてみれば、せっかくの法ほう悦えつ境きように杏奈という邪魔ものが割りこんできた――と、感じるかもしれない。アヤメはそう思ったのだが、由麻にとっては、むしろ杏奈の出現は救いだったようだ。

「はっ、はいっ。こんな、こんなの、私一人じゃ荷が重いですっ。杏奈ちゃん、早くきて、早く……！」

「でも四人で寝るには、さすがにせまいわね。わたしのベッドもくっつけましょう」

　というわけで、エルザを除く学院府の四人は、身体からだを寄せあい、一緒にやすむことになったのだった。

「えへへ。こうして大勢で一緒に寝るのって楽しいね、由麻ちゃん」

「あう、あう、あう」

「杏奈も、もっとこっちにいらっしゃいな。そんなに遠慮しなくていいわ」

「そ、それでは、お言葉に甘えて……」

「ずいぶん長いつきあいだけど、こんなふうに一緒に寝るのは初めてね」

「は、はい。私、なんだか夢を見ているみたいです……」

「大げさね。アヤメ、そっちはどう。ベッドから落ちたりしないわね？」

「平気平気。そっちは」

「わたしもだいじょうぶ。さあ、由麻ちゃんもこっちにいらっしゃい。そんなに離れられたら、あなたを抱っこできないわ」

「だ、だっこ、だなんて」

「由麻ちゃんも杏奈も、もっと楽にしていいのよ。そんなに緊張していたら、眠れないでしょう。――そうだわ、子守歌を歌ってあげましょうか」

「えええええっ」

「えええええっ」

「姫ひめ子こ、本気？」

「なぜ。わたしが子守歌を歌ってあげたらおかしいかしら」

「おかしいっていうか……」

　さすがにアヤメは不審な思いを抱いた。

「なんだかさっきから、いつもの姫子らしくないみたい。お仕置きも、いつもより軽めだったし、サービスがよすぎるみたいな……」

　姫子は、ふっ、と小さく笑った。

「わたしだって、たまには優しい気持ちになることもあるのよ。――これが最後の夜だし」

「え？　最後が、なに？」

「なんでもないわ。独り言よ」

　そして姫子は、本当に歌いだした。もちろん外に聞こえないように小さな声で。

　それは、やわらかな、おだやかな歌声だった。どこかなつかしく、そしてせつない旋律――。

　聞いているうちに、アヤメのまぶたも重くなってきた。由ゆ麻まと杏あん奈なも静かにしている。もう眠っているのかもしれない。

（もしかしたら、姫子がお母さんに聞いた子守歌かな……）



    

  
    
      



    

  
    
      　まどろみの中で、アヤメは、ぼんやりとそんなことを思った。



　四



「嵯さ峨が島しま三み千ち代よさん、それに、間ま野の和かず季きさん。あなたたちが、どうしてここに……！」

　樹じゅ里り亜あは、夜風にツインテールを揺らしながら目を見張った。

　ここは高等部の校舎の裏である。夜中なので、ほかに人影はない。

「そっともどってきたんだよ。私たちをおとしいれた姫ひめ子こに、復ふく讐しゆうするために」

　暗いので、三千代と和季の表情は見えない。ひそめた声からも感情は読み取れない。

「おとしいれたって、どういうこと。これを私の靴箱に入れたの、あなたたちなの？」

　樹里亜の手には封筒がある。この時間この場所にくれば、姫子に関する重要な情報を教える――と書かれた手紙である。

「そのとおりだよ。和季、教えてやってくれ」

「はい。私たちからあなたに伝えたいことは、一つだけです」

　間野和季は、今日も嵯峨島三千代の隣に控えている。

「明日の晩、十時、高等部の保健室にいらしてください。あなたの知らない、佳か代よ花はな姫子の素顔を見ることができます」

「え……。どういうこと」

「行けばわかります。一人ではなく、春日かすがアヤメもさそっておいでなさい。もちろん、佳代花姫子本人には、決して気づかれないように」

「どうしてアヤメも……」

　答えたのは三千代だった。

「あの子も驚かせてやりたいからさ。会話を録音するためのレコーダーを忘れないように。そうすれば、佳代花姫子を、きみの手で破滅させることができるよ」

「…………」

　樹里亜が呆ぼう然ぜんとしているうちに、三千代と和季は肩を並べて闇やみの中に消えていった。

　夜風が吹いた。竹林がざわざわと鳴る。

「姫子を破滅させる。私が……」

　それは確かに、樹里亜のかねてからの宿望だった。

　なのに、少しも高揚感を感じないのはなぜだろう。

　不意に夜風が吹きつけてきた。樹里亜はぞくりと身体からだを震わせた。



    

  
    
      


第二章　愛と正義の花時雨仮面



　一



　翌日はおだやかにすぎた。

　アヤメたちは一緒のベッドで目ざめ、食事をして学校に向かった。由ゆ麻まや杏あん奈なはずっと夢ゆめ心ごこ地ちのようだった。姫ひめ子こもその日は、珍しくぼんやりしていた。

（やっぱりちょっと、寝苦しかったのかな？）

　アヤメは保健室に行こうか、と声をかけてみたが、姫子はなんともないといってことわった。美環子の伝言をつたえても興味がなさそうだった。（どうしてだろ。大事なことのはずなのに……）

　その日の放課後も、姫子はどこかに姿を消してしまった。アヤメ、エルザ、由麻、杏奈は、学院府室で、手持ち無ぶ沙さ汰たの時間を過ごした。

　夕方。寄宿舎に帰ってきたアヤメは、自分の靴箱に手紙が入っているのに気づいた。

　また「お姉さまになってください」という手紙だろうか。そう思って開いてみると。



　　　春日アヤメさま

　　　今夜十時に高等部の昇降口にきて。ただし誰だれにも見つからないように。

　　　特に姫子には絶対に秘密よ。

蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あ



　シンプルな文面だ。いつもながら、こちらの都合などまったく考えていない。

（また放送の宮への勧誘かなあ）

　いい機会だ。この際、放送の宮には入らない、ときっぱりことわろう。アヤメはそう決めた。

　夕食の時間になっても姫子はもどってこなかった。食堂で、樹里亜はアヤメを見ようともしなかった。

　十時ちょっと前に、アヤメは寄宿舎を抜けだした。今夜は曇り空だ。

「きたわね、アヤメ」

　高等部の玄関前で、樹里亜が低い声で呼びかけてきた。ほかには誰もいないようだ。

「どうしたの、樹里亜さん。髪型が……」

　樹里亜はいつものツインテールをほどいていた。暗いせいもあって、ぱっと見、誰だか見分けがつかない。

「いちおう変装しようと思ってね。私も、これからなにが始まるのかわからないんだから」

「でも、わたしを呼びだしたの、樹じゅ里り亜あさんなんでしょ」

「私はいわれたとおりにしてるだけ。嵯さ峨が島しま三み千ち代よさまと、間ま野の和かず季きさんに。あなたを呼びだすようにいったのも、あの二人の指示なのよ」

「三千代さんと、和季さん？」

　アヤメは思わず大声をあげた。

「どういうこと？　あの人たちが学院にもどってきてるの？」

「そうよ。――そんな顔しないでよ。私にも、なにがなんだかさっぱりなんだから」

　アヤメは当惑した。三千代と和季がもどってきたことを、姫ひめ子こは知っているのだろうか。

「まずは、いわれたとおりにしてみましょ。これをかぶって、ついてきて」

　樹里亜はポケットから、頭からすっぽりかぶる形の布製のお面を出し、アヤメにわたした。プロレスラーのマスクみたいだ。花の飾りがついている。

「どうするの、これ」

「顔を隠すに決まってるじゃない。覆面取材をする時のための、放送の宮の備品。これからなにがあるかわからないからね」

「覆面取材って、ほんとに覆面するものなの……？」

「あたりまえでしょ。あなた、なんにも知らないのね」

　樹里亜は覆面をかぶった。長い髪が風になびく。しかたがないので、アヤメも樹里亜に背を向けてメガネをはずし、覆面をかぶって三つ編みをほどいた。

　覆面は布製の、清潔なものだった。ちょっと息苦しいが、苦になるほどではない。こうして顔を隠していると、なんだかこれから強盗にでも入りに行くような気分になる。

「……なんか、こうして見ると不気味ね」

　そういう樹里亜の姿も、かなり異様なものになっていると思うのだが。

　夜風にざわざわと梢こずえが鳴る。月は雲の中に隠れて見えない。

　樹里亜とアヤメは、ひそひそと言葉を交わしながら、校舎の外壁沿いに進んだ。

「姫子は部屋？　夕食の時もいなかったけど」

「わかんない。わたしも授業が終わったあと会ってないんだよ」

「どうして三千代さんと和季さんが、あなたのことを知ってたのかしら。アヤメ、あなたあの人たちと知りあいなの」

「え、えーとね。うん、転入の手続きする時に、姫子に紹介してもらったから……」

　樹里亜にしてみれば、いろいろと腑ふに落ちないことだらけだろう。だが、それはアヤメも同じことだ。

（どうして三千代さんと和季さんがもどってきたんだろ……）

　なにもかも、アヤメにとっては、まったく予想もしていなかった展開だった。えたいのしれない嫌な予感が、胸の中に広がっていく。

　保健室は高等部の校舎の一階のはずれにある。いつか姫ひめ子こが足を怪け我がした時に、アヤメが手当てをしてあげた場所だ。

「しーっ」

　樹じゅ里り亜あが唇に指を当てた。保健室の窓、そのカーテンの隙すき間まから、ほんのりと明かりが漏れていた。誰だれかがいる。

　覆面姿のアヤメと樹里亜は、壁にへばりつくようにして、窓の下に身をひそめた。樹里亜がポケットから、小さな録音機を取りだし、スイッチを入れた。

　窓の中から声が聞こえてくる。ちょうど会話が始まったところのようだった。

「……こんなところに呼びだして、ごめんなさいね、佳か代よ花はなさん」

「いいえ。それよりお話ってなんでしょうか」

　アヤメと樹里亜は、覆面の顔を見あわせた。

　話をしているのは、一人はもちろん姫子だ。もう片方の声にも聞きおぼえがある。アヤメたちのクラスの担任、水みず野のさよ子こ先生だ。まだ二十代前半の、理知的な美人教師である。

「実はね、私あてにおかしな手紙がきたの」

　水野先生の声とともに、かさかさと紙を広げる音。

「佳代花さんを告発する手紙よ。あなたが学院府長になるまでに、どんなことをしてきたかが書いてあるの。内容が内容だから、まずあなたと話をしたほうがいいと思って」

「見せていただけますか」

　かさかさかさ。

「読めばわかるとおり、佳代花さんが学院府長になるまで、どんな悪いことをしてきたかが、ことこまかに記してあるわ。本当かどうか、私には判断がつかないけれど、事実なら放ほうっておくことはできないし――」

　聞きながら、アヤメと樹里亜は驚きに目を見張る。

　姫子の声が聞こえる。手紙の内容を読みあげているようだ。

「……中等部一年の夏。自分より成績のいい生徒に、夜啼鶯の宮ナイチンゲールの秘密パーティのことを教えて夢中にさせ、勉強が手につかなくなるように仕向けた。……中等部二年の秋、学院府長の選挙で手ごわそうなライバルがあらわれたので、カンニング疑惑をでっちあげて職員室に密告した。……中等部三年の春、その生徒の親友が、佳か代よ花はな姫子のしたことに気づきそうになった。そこで、自分に気のある上級生に脅おどしをかけさせ、転校に追いこんだ」

　アヤメは息をつめて聞いていた。姫子がこれまで、いろいろと悪どい真ま似ねをしてきたらしいことは知っていた。しかし、実際にどんなことをしてきたか、具体的なことは聞いていなかったのだ。ショックだった。

　隣の樹里亜に目をやる。樹里亜は、アヤメ以上の衝撃を受けているようだった。

　樹里亜は姫子のことを嫌っていた。でもそれは、姫子が、性格の良さもふくめて非の打ち所のない完かん璧ぺきな女の子だったから、逆に反感を抱いていただけなのだ。姫ひめ子こが権力欲の権ごん化げの極悪人であることなど、樹じゅ里り亜あは想像もしていなかったはずだ。

　窓の中の会話はつづく。

「佳か代よ花はなさん、どうなの。まさか、ここに書いてあることは事実じゃないわよね」

「事実ではありません――と、いったら、どうなりますか？」

「いちおう、ここに名前が書かれている生徒たちにも話を聞くわ。それで、すべて嘘うそだと確認できれば、あとは私の胸にしまっておきます。ただ、理事長先生にはご報告しないといけないでしょうけど――なんといっても、あなたのおばあさまなのだし」

「それは……困ります」

「え？」

「困ります。そんなことをされたら、私、おばあさまに、どんなお仕置きをされるか……」

「で、でも、なにもかも嘘なら心配することはないでしょう」

　沈黙。――やがて、姫子がぽつりとつぶやいた。

「嘘じゃないんです」

「なんですって……」

「本当なんです。ここに書かれていること、全部。みんなわたしがしてきたことなんです」

　アヤメの隣で、樹里亜が、ひっ、と喉のどを鳴らした。

　保健室の中では、先生も驚いているようだ。

「そ、そんな、まさか。品行方正で、誰だれからも好かれているあなたが、こんな……」

「うっうっ、うっうっうっ……」

　わざとらしい姫子の泣き声。顔をおおっている様子が目に浮かぶ。

「わたし……わたし、どうしても学院府長にならなければいけなかったんです。それだけじゃなくて、学年で一番の成績を取らなければいけなかったし、スポーツも音楽も、誰よりじょうずにできないと、おばあさまにひどいお仕置きをされるから……。だから、つい出来心で……」

「こんな――こんなに大勢の生徒をおとしいれて、出来心ではすまないわ。転校していった生徒や、退学させられた生徒もいるのよ」

「うっうっうっ、ううう……」

「とにかく！　このことは理事長先生に報告します。職員会議にかけて……そうね、ちゃんと事実関係を明らかにしなくては……」

「まってください、先生っ」

「きゃっ」

　どさっ、とベッドに倒れこむ音。

「な、なにをするの、佳か代よ花はなさん。おやめなさい」

「おねがいです、先生。このことは、先生とわたしだけの秘密にしておいてください。誰だれにもいわないで。おねがいです」

「そんなことができるはずがないでしょう。放しなさい、佳代花さん」

「先生がだまっていてくださったら、わたし、なんでもします。そう、なんでも先生のいうとおりにします」

「な、なにをいってるの」

　姫ひめ子この口く調ちようが変わった。アヤメをお仕置きする時のような、サディスティックで悪魔的な声こわ音ねだ。

「……わたし、気がついていたんですよ。先生が、いつもわたしを見ていたこと」

「なにを、ばかなことを――」

「中等部生の時から、わたし、先生の気持ちに気づいていました。わたしも、先生にこたえたいなって思ってたんです。でも、勇気がなくて……。だけど、今からは違います。わたし、先生のものになりたい」

「や、やめなさい、佳代花さん。やめてっ。あっ、だめっ」

「先生……わたし、いい匂においがするでしょ……？」

「あっ、あっ、あっ」

「こうして先生とくっついていると、心臓が高鳴って、ますます甘い匂いになるみたい。ほら、わたしの胸、すごくどきどきしてるのがわかるでしょう」

「は、放して……だめよ、こんなこと」

「前にもそういった先生がいます。この手紙にも書いてありますよね、中等部二年の時の担任です。でも結局は、わたしのお願いを聞いて、テストの点数を水増ししてくれました」

「あっ、ああっ」

「でも、今度はもっと、すてきなことをしてあげます。今夜だけじゃなくて、毎晩。ううん、先生の好きな時にいつでも、どんなことでもしてあげるわ」

「ああ、佳代花さん、佳代花さん……」

「姫子、って呼んでください」

「ああ……。姫子、姫子……」

「ちょわ――――っ!!!!!!」

　突とつ如じよとして樹じゅ里り亜あが狂乱した。アヤメがびっくりして顔をあげる。

　止める間もなかった。樹里亜は、あっと驚くような跳躍力を見せると、飛とび蹴げりで窓ガラスをぶち破り、きらめく破片とともに保健室に乱入した。

「な、なにっ？　誰っ？」

　姫子のうろたえた声。

「運命にさし招かれてやってきた正義の使者よ！　姫ひめ子こ、あんたがそんな悪党だったなんて知らなかったわ。その手紙をわたしなさい！」

「あっ、だめっ！」

「あんたの命運もここまでよ。あとは二人で好きなだけ、いちゃついてればいいわ！」

　樹じゅ里り亜あは、わざわざ壊れていない窓ガラスをぶち破って、外に飛びだしてきた。そしてアヤメの手を引いて駆けだした。

　後ろからは、先生と姫子の声。

「誰だれなの、今の！」

「わかりません！　顔が隠れていて――。ああっ、たいへんなことになったわ」

「早く追いかけないと！」

「でも、ガラスの破片が……」

　姫子たちがまごついているあいだに、樹里亜とアヤメは、月のない闇やみ夜よの木こ立だちの中を、一目散に走り抜けた。



「ぜぇ～ったいに！　このままじゃすまさないわ！」

　どがん！　と、樹里亜が壁を叩たたいた。覆面を取った顔は怒りで紅潮し、目も真っ赤に充血している。

　二人が逃げこんだのは、寄宿舎の樹里亜の部屋だった。姫子たちは追ってこない。どうやら完全に、樹里亜とアヤメを見失ったようだ。

「信じられないわ。あの佳か代よ花はな姫子さんが、こんな……」

　樹里亜の姉が、手紙を読みながら愕がく然ぜんとしている。蜂はち須す賀か穂ほ乃の香か、高等部三年生。放送の宮の「媛ひめ」でもある。樹里亜は穂乃香と同じ部屋を使っているのだ。

「信じられなかろうが、事実は事実よ！　あいつ、ずっと猫をかぶって、私やみんなをだましてたのよ。やっぱり、姫子なんかより、お姉ちゃんのほうが学院府長にふさわしかったんだわ！」

　今まで、口では姫子に悪態ばかりついていた樹里亜だが、本心はそれと反対の気持ちを抱いていることは、アヤメにもわかっていた。このことがどれほどのショックだったか、想像するに余りある。

　アヤメのほうも、まだ頭の中がごちゃごちゃで、なにも考えられずにいた。いったい今、どう行動すればいいのかわからない。それどころか、なにが起きているのかすらよくわかっていないのだ。

「でも、おかしいわね。いったいこの手紙、誰が書いたのかしら」

　蜂須賀穂乃香が、いぶかしげに眉まゆをひそめる。長い髪とすらりとした身体からだの、色の白い美人だ。樹里亜とは対照的に、落ちついた感じの人である。

「ほかにも変なことが多すぎるわ。佳か代よ花はなさんと先生が、今夜保健室で話をすることを、なぜ嵯さ峨が島しま三み千ち代よさんと間ま野の和かず季きさんが知っていたのか、とか……」

　そうだ。アヤメも、そのあたりのことが釈しやく然ぜんとしなかったのだ。

　もの静かな印象ながら、蜂はち須す賀か穂ほ乃の香かは、頭の回転も速いようだ。確かに姫ひめ子こがいなければ、この人も、学院府長の候補だったかもしれない。

「そんなこと、調べてきゃそのうちわかるわよ。とにかく、私たちのなすべきことは、この事実の公表！　私たち放送の宮は、こういう時のために存在してるんだから」

「ちょっと待って。公表って、なにする気？」

　アヤメはあわてた。樹じゅ里り亜あは鼻息が荒い。

「さっきの録音を校内放送で流すのよ。それだけじゃ足りないわ。今夜中に、この手紙に出てくる生徒たちに話を聞いて、ウラも取らなくちゃ」

「でも、そんなことしたら姫子がどうなっちゃうか――」

「どうなってもかまわないわよ、あんなやつ！」

　長い髪を、歌か舞ぶ伎きの連れん獅じ子しみたいにぶんぶん振り回す樹里亜。どういう意味があるのかよくわからないが、怒りの感情は伝わってくる。

「姫子をリコールして、学院府長の座からひきずりおろしてやるわ。アヤメ、あんただって姫子にだまされてたんでしょ？」

「え？　う……まあ、ね」

　言葉をにごすアヤメの両肩を、樹里亜は乱暴につかんでがくがく揺すった。

「だったらもっと、悔しいとか、悲しいとか、腹が立つとか、思いなさいよ。それが当然でしょ。怒りを、恨みを、復ふく讐しゆうの心をたぎらせるのよ！」

「そ、そんなこといわれても」

　はずれそうになるメガネをあわてて押さえる。

「樹里亜、やめなさい。春日かすがさんに当たり散らしてもしかたがないでしょう。ショックを受けているのは、春日さんだって同じなんだから」

「――まあ、そりゃそうだろうけど」

　と、樹里亜がほんの少し同情するような顔になり、アヤメから離れた。

「なら、アヤメ、あんたはなんにもしなくていいわ。とにかく、あんたはこの部屋で足止め。絶対に逃がさないから、そのつもりでいなさいよね」

　アヤメは、ただただ、混乱していた。

　自分は姫子の味方をするためにこの学院にいるのだ。

　でも今は、どうすればいいのか判断がつかない。

（どうしよう。どうすればいい？　手紙と録音機を奪ってこの場を逃げだして、姫子に連絡しようか。でももう、樹里亜と穂乃香さんには、みんな知られちゃってるんだし、そんなことをしても……）

　廊下からばたばたと、アヤメの知らない生徒たちが入ってきた。樹じゅ里り亜あが招集をかけた、放送の宮の生徒たちだ。

「話は聞いたわよ。樹里亜！」

「佳か代よ花はな姫ひめ子こさまの大スキャンダルが手に入ったんですって？」

「信じられないわ。本当なの？」

「本当よ。これが証拠の手紙。それから、録音した会話も聞かせるわ。私だけじゃなくて、ここにいるアヤメも一緒に話を聞いたのよ」

　こんなに人数が増えては、もう口止めのしようがない。

　それどころか、アヤメ自身がこの事態の証人になってしまっているのだ。

（ああ、どうしよう……）

　結局、樹里亜たちを止められないまま夜は明け――。

　そして次の日。樹里亜は本当に、録音と手紙の内容を公開したのだった。



　二



　翌朝、ホームルーム前の午前八時十分。衝撃の放送が校内に流れた。

『放送の宮の蜂はち須す賀か樹里亜です。ただいまから、緊急校内放送をお送りします！』

　樹里亜のテンションの高い声が全校のスピーカーから響きわたり、つづいて、ゆうべレコーダーで録画した会話が流れだした。

『……こんなところに呼びだして、ごめんなさいね、佳代花さん』

『いいえ。それよりお話ってなんでしょうか』

『実はね、私あてにおかしな手紙がきたの。佳代花さんを告発する手紙よ。あなたが学院府長になるまでに、どんなことをしてきたかが書いてあるの。内容が内容だから、まずあなたと話をしたほうがいいと思って』

　――以下、アヤメと樹里亜が聞いた会話がすべて、編集されることなく、学校中に流れたのである。

　この学院には、映像を用いる設備はないので、音声だけの放送だ。防音扉の中で、マイクを前に原稿を読む樹里亜を、アヤメは、同じ放送室で目まの当たりにしていた。周りは放送の宮の生徒たちに囲まれ、身動きが取れない。

「私たち放送の宮は、昨夜のうちに全力で取材をおこない、この告発状に出てくる生徒の何人かに話を聞くことに成功しました。プライバシー保護のために音声は変えてありますが、以下の録音も、すべて実際におこなったインタビューです」

　それは、次のような内容だった。



『……はい、この手紙に書いてあるのは、みんな本当です。ちょうど一年ほど前の六月。当時、私は中等部の三年生で、佳か代よ花はな姫ひめ子このクラスメートでした。彼女は、当時すでに学院のアイドルで、私も彼女にひそかに憧あこがれていたんです。それに、佳代花姫子が気がついて、私にさりげなく近づいてきて……。彼女は、私とお友だちになりたいっていいました。ずっと前から私のことが気になってて、一生を通じた親友になれると確信していたって。私は有頂天でした。学院の誰だれからも好かれている彼女に、そんなことをいってもらえるなんて、って……』

『でも、それは嘘うそだったわけですね』

『はい……。彼女の目的は、私が入っていた図書の宮の資料だったんです。彼女はやがて、図書室の利用者カードの記録を閲覧させてくれるよう、頼んできました。生徒の誰が、どんな趣味や目的で、どんな本を読んでいるのか、それを知りたいからって。もちろん、そんなことを外部に知らせるのは規則違反です。誰がどんな本を読んだかということは、絶対に明かしてはならない個人情報ですから。でも、その頃ころの私は、彼女に夢中で、なにもかも彼女のいいなりでした……』

『つまり、色じかけで、あなたをスパイに仕立てあげたんですね』

『スパイ……。そうです。そして、図書の宮の裏切り者に。――私はそれでもいいと思っていました。大好きな姫子の役にたつならって』

　しばし泣き声。

『……でも彼女は、欲しい情報を手に入れると、急に私に対して偉そうな態度を取るようになりました。私をまるで、家来みたいにあつかうようになったんです。私は、彼女に嫌われたくない一心で、どんな命令でも聞くようになりました。そして、図書の宮の内部の人間関係とか、会議の中身まで、すべて彼女に教えるようになったんです』

『佳代花姫子は、なぜそんな情報を欲しがったんでしょう』

『全生徒の、好みやものの考えかたを知るためだったと思います。小説の貸し出し記録を見れば、どんなタイプの主人公が好きか見当がつきますし、理系志向なのか、文系なのか、どんな分野に関心を持っているのか、みんなわかりますから』

『佳代花姫子は、そうやって知ったことを、どう利用したんでしょう』

『そういうことがわかれば、誰かを誘惑したり、親しくなりたい相手と話を合わせたりしやすくなったはずです。近づきたい相手が、たとえば星占いに興味を持っていれば、姫子もあらかじめその話題を仕入れて、会話を弾はずませることができますから……』



　告白は、さらに何人分かつづいた。どれもこれも、笑い話ではすまないような、聞いた人間がかなり本気で引いてしまうような、卑ひ劣れつで陰いん険けんで無む慈じ悲ひな悪だくみだった。

　樹じゅ里り亜あがしめくくりの文章を読みあげる。

『以上が、放送の宮が入手した佳か代よ花はな姫ひめ子この悪業の全ぜん貌ぼうです！　生徒のみなさん、よく考えてください。こういう人間が、私たちの学院府長としてふさわしいかどうか！』

　声が大きすぎて、キーンとハウリングが起きた。

『私はここに提案します！　学院府長選挙をやり直すべきだと。佳代花姫子をリコールし、よりふさわしい人材に、学院府長をまかせるべきだと。そして佳代花姫子には、これまでしてきたことの責任を――』

　その時、放送室の扉が勢いよく開いた。

「姫子！」

　アヤメが目を見張る。

　そこに立っていたのは、姫子と、そして何人かの教員たちだった。みんな若くてきれいな女性の先生である。

「先生がた。なんですか――」

　穂ほ乃の香かが椅い子すから立ちあがる。

　先生たちは、放送の宮の生徒を蹴け散ちらすようにして、放送室になだれこんできた。

「個人を誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようする放送は認められません。すぐに中止しなさい！」

「蜂はち須す賀か樹里亜さん、あなたもマイクから離れなさい」

　防音扉を開いて、先生たちが樹里亜を取り囲む。

「なによ、いきなり！　最後まで読ませてよ。放してーっ！」

　抵抗する樹里亜を、先生たちがマイクからもぎはなそうとする。

　姫子がアヤメの前に歩み寄ってきた。いつになく大きな声だ。

「とうとうあなたにも、わたしの本性を知られてしまったわね、アヤメ！」

「へ？　なにいってるの、姫子。今さら――」

　アヤメの言葉をさえぎるように、姫子がさらに声を大きくする。

「もう少し、あなたにも、わたしの本性を隠しておきたかったわ。でも、これであなたとの関係もおしまいね！」

「お、おしまい？　どうして。わたし、姫子を裏切ったわけじゃ――」

「こんなふうにあなたとの関係が終わるなんて、残念だわ！　先生たち、早く蜂須賀さんをマイクから離してください」

　樹里亜はまだ先生たちに抵抗していた。ツインテールをマイクに巻きつけたりしている。

「これは重大な放送なのよ！　先生たちだって、聞いてたんならわかるでしょ。どうして姫子のいうことなんか聞くの。放してよっ。放せーっ！」

　すでに穂乃香や他ほかの生徒たちは、険けわしい顔をした先生たちにかこまれ、身動きできない。

「どういうことなんですか。いくらなんでも、こんな強引な――」

「だまりなさい！」

　姫ひめ子こがぴしゃりと穂ほ乃の香かを制する。アヤメは驚いた。こんなふうに、一般の生徒に強い態度を見せるなど、これまでの姫子にはなかったことだ。

「放送の宮は、本日ただ今をもって、すべての活動を停止します」

「はあっ？　あんた本気？」

　樹じゅ里り亜あが目をむく。姫子はかまわずつづける。

「これは学院府の決定です。許可があるまで、以後の活動はひかえるように」

　たちまち、放送の宮の生徒たちから非難の声があがる。

「そんな！」

「横暴です！」

「学院府長だからって、そんなことを勝手に決めるなんて！」

　しかし姫子はあわてない。

「五月中旬の生徒総会において、学院府の権限の拡大が承認されています。みなさんも、忘れてはいないはずですね」

　アヤメはおぼえていた。姫子の代役で演壇に立ち、アドリブの大演説をおこなったのは自分なのだ。

　その時の、勢いにまかせたでたらめな演説が喝かつ采さいを浴びてしまい、その場の空気に流されるようにして、校則改正があっさり認められたのである。

「現在の学院府、および学院府長は、自分の判断で、学院の治安に害をもたらす生徒を罰することができるのよ。放送の宮の生徒は、全員、座ざ敷しき牢ろうで反省してもらいます」

「姫子！　この極悪人！　人でなし！　魔女！　悪党！」

　先生にかかえられながら、樹里亜がぎゃあぎゃあわめく。

「これで終わりだと思ったら大まちがいよ！　あんたの正体は全校に知れわたったんだから！」

　しかし姫子は挑発的な笑みを樹里亜に向けた。

「だとしても、誰だれにもなにもできないわ。この学院の生徒なら、誰でも知っているはずよね。わたしは理事長先生の孫娘なのよ」

「――――！」

　樹里亜が言葉を失う。

「わたしに逆らうことは、理事長先生に逆らうことよ。それを忘れないように」

　姫子はマイクの電源を切った。ここまでの会話はすべて、全校に流れていたはずだ。いや、わざと聞かせていたのだろう。

「うううううっ……！」

　樹里亜が悔しげに姫子をにらみ――。

　突然、先生たちの手を振り払い、アヤメに向かって駆けてきた。

「アヤメ！」

「な、なにっ」

「逃げるわよ」

「ほえ？」

　樹じゅ里り亜あは、やにわにアヤメの手をつかむと、姫ひめ子こや先生たちを乱暴に押しのけ、廊下に飛びだした。不意をつかれたためか、先生たちも止められなかった。

「きゃーっ！」

　と声をあげたのは、廊下に集まっていた生徒たちだ。今の放送を聞き、驚いて駆けつけてきたのだろう。

「みんな！　これで佳か代よ花はな姫子の本性がわかったでしょう！」

　樹里亜が生徒たちに叫ぶ。

「でも！　放送の宮が死すとも自由は死せず！　私たちは抵抗をあきらめないわ！」

「私、たち？　って、わたしも入ってるの？」

　アヤメが目を白黒させる。が、樹里亜は無視だ。

「私たちは、佳代花姫子を追放するまで戦いつづけるわ！　みんなも立ちあがって！　あの嘘うそつきでネコかぶりの魔女と戦うのよ！　――おっと」

　追いかけてきた先生たちの手をすり抜け、また窓を破壊して外に飛びだす。放送室は一階にあり、廊下の外は、すぐに校舎の裏手なのだ。

　アヤメは樹里亜に手をつかまれたままだ。必然的に、アヤメも一緒に外に転げ出た。

「どこまでわたしに逆らうつもりなの？　アヤメ！」

　樹里亜に手を引かれて走りながらふりむくと、姫子が恐こわい顔でこちらを見ていた。

「そ、そんな――」

　つもりはない、と答える前に姫子の声。

「わかったわ！　あなたはクビよ！　学院府の役員を解任するわ！」

「待ってってば。話を――」

　聞いてよ、と叫ぶ前に、今度は樹里亜が叫ぶ。

「姫子！　私とアヤメは負けないわよ！　私たちはどこまでもあんたと戦いつづける！」

「おもしろいわ。どこまでやれるか、見せていただくわよ」

「正義は勝つ！　その真理を、いずれあんたは思い知る！　楽しみにしてなさい！」

「よくいったわね、蜂はち須す賀か樹里亜さん。このせまい学院の中で、アヤメと二人、どこまで逃げきれるか、やってみるといいわ」

「待ってよ、二人だけでそんなこと決めないで！」

　アヤメを抜きにして、どんどん話が進んでいってしまう。

「さあ、行くわよ、アヤメ！　これから、私とあんたの逃避行の始まりよ！」

「だから、そんなつもりないんだってば。誰だれか、話を聞いてよぉーっ！」

　叫びながら、アヤメは樹じゅ里り亜あと一緒に木こ立だちの奥へと駆けこんでいった。



　三



「はあ、はあ、はあ……。ここまでくれば、だいじょうぶね」

　樹里亜が息を切らせて足を止めた。

　学院を取り巻く深い森。その中をどう走ったのか、アヤメにもよくわからない。

「ぜんっぜん、だいじょうぶじゃないよ！　わたし、姫ひめ子この敵になるつもりなんかなかったのに！」

「耐えなさい。正義のためよ」

「正義のためって、樹里亜さん、姫子にだまされて怒ってるだけじゃない！」

「私の行動は、常に正義感にもとづいてるわ。その私が怒ってるんだから、これはすなわち、正義の怒りよ。私が怒ってるってことは、すなわち、相手が悪である証拠なのよ！」

　揺るぎない自信。むちゃくちゃな理屈だが、樹里亜は本気である。ちょっとうらやましい性格のような気もする。



    

  
    
      



    

  
    
      「ううう……わたし、また姫ひめ子こにお仕置きされちゃうなあ」

　しかしこうなった以上、少し間を置いて、姫子の頭が冷えるのを待つほうがいいかもしれない。今すぐもどったら、どんな目にあわされるかわからない。

　さっきの姫子の怒りはただごとではなかった。あんな姫子は見たことがない。

　これまで姫子は、アヤメや杏あん奈なたち以外の生徒には、ひたすら優しく、おだやかな態度で接してきた。さっき放送室で見せたような、強気で冷酷な面をあらわにすることはなかったのだ。

（あんなことしたら、今までの姫子のイメージがめちゃくちゃになっちゃうのに……。姫子、それでもかまわないのかな）

　まるで、もう遠慮はやめたとばかりに、優等生の仮面を脱ぎ捨ててしまったかのようだ。

　自分がしてきた悪事が明るみに出たからには、いい子ぶる必要はない――そう開き直ってしまったのだろうか……。

「ちょっとアヤメ、聞いてるの？」

　さっきから一人でしゃべっていた樹じゅ里り亜あが、アヤメを小突く。

「あ、ごめん。なに？」

「徹底抗戦だっていってるのよ。姫子を学院府長の座から引きずりおろすまで、どこまでも戦いつづけるの。私とあんた、二人だけの反乱よ。なかなかドラマチックね。ううっ、みなぎる闘志に武者震いがしてくるわ」

「だからね、そういうことを勝手に決められても」

「つかまったら、私もあんたも座ざ敷しき牢ろう行きなのよ。こうなったからには、姫子を倒す以外に、私たちの生きる道はないわ。あいつが学院府長でいる限り、私たちは、この学院の中に安住の地を見いだすことはできないんだから！」

「そんな、大げさな……」

　するとそこに、第三の声。

「私たちに、協力させてちょうだい」

　はっとふりむく。いつの間にかすぐ後ろに、制服姿の上級生が立っていた。

「しばらくね、春日かすがアヤメさん」

「あなた、夜啼鶯の宮ナイチンゲールの――」

　以前、アヤメと杏奈が駆け落ちした時に助けてくれた人だ。夜啼鶯の宮の幹部である。

「さっきの校内放送を聞いたわ。あなたたちが逃げたと聞いて捜しにきたのよ。なにかお手伝いできるかもしれないと思って」

　樹里亜は状況がわからず、目をぱちくりさせている。

「夜啼鶯の宮って、あの不良生徒の集まり？　なんでアヤメがそんな人と知り合いなの」

　不良という言葉に、夜啼鶯の宮のお姉さんは苦笑した。

「説明は歩きながらにしましょう。仲間のところへ案内するから、ついてきて」



　アヤメと樹じゅ里り亜あが連れてこられたのは、朽くちかけた古い校舎だった。五重の塔の、さらに奥の木こ立だちの中にある、ほとんど廃はい墟きよになっている木造の建物だ。

　机も椅い子すもないがらんとした教室に、夜啼鶯の宮の幹部たちが集まっていた。以前会った時には、顔はよく見えなかったが、今ははっきり素顔をさらしている。アヤメと樹里亜を、完全に自分たちの仲間だと認めたということらしい。

「いらっしゃい、春日かすがアヤメさん、蜂はち須す賀か樹じゆ里り亜あさん。まさかこんな形で、アヤメさんを仲間に迎えることになるとは思わなかったわ」

　まん中に座っているのは、秀才ふうのメガネの上級生だった。理知的で上品な口く調ちようだ。

　樹里亜は、その場に並んだ幹部たちの顔を見て、目を丸くしている。

「あなた、図書の宮の『媛ひめ』！　それにあなたは籠ろう球きゆうの宮の『媛』。そっちは、馬術の宮の……」

　アヤメは知らなかったが、夜啼鶯の宮を運営していたのは、さまざまな宮の『媛』たちだったようだ。秀才ふうのリーダーは、図書の宮、つまり図書委員会の『媛』らしい。

「驚いた？　私たちは以前から、この学院の厳しすぎる校則に反対してきたの」

　と、メガネのリーダーがいたずらっぽく笑った。

「だから、ここ最近の、佳か代よ花はな姫ひめ子こさんの改革は歓迎してきたのよ。でもまさか、彼女があんな人だったなんて、思ってもいなかったわ」

　別な幹部たちも、口々に同意する。みんな、姫子の本性を知って戸惑っているようだ。

「私たちも、あまり立派な生徒じゃないけど、でも、彼女はもっとタチが悪いわ」

「学院府長になるために、あんなにいろいろ悪事を重ねてきたなんて……」

「やっかいなことに、今の校則では、学院府長はものすごい権限を持っているわ」

「そうね。おまけに理事長先生の権威まで後うしろ楯だてにしているし」

「これからどうなってしまうのか、予測がつかないわ……」

　アヤメもそれが気がかりだった。いったい姫子は、これからどうするつもりなのだろう。

　もう、今までのように、いい子のふりをして暮らすことはできない。姫子の本性は暴かれてしまったのだ。

　と、すると……？

「今は、様子を見るしかないわね」

　メガネのリーダーが、とりあえずの結論を告げる。

「春日さんと蜂須賀さんは、ほとぼりがさめるまで身を隠しているほうがいいかもしれないわ。先生に見つかったら座ざ敷しき牢ろうに入れられてしまうもの」

「でも、授業とか、出席日数とか……」

　アヤメが常識的なことを口にしようとする。が、樹じゅ里り亜あがさえぎった。

「なーにいってるの！　そんなつまんないこと気にしてる場合じゃないでしょうが」

「つまんないことじゃないと思うんだけど」

「私たちは逃亡者、おたずね者なのよ。こうなったら、夜啼鶯の宮の人たちと一緒に、地下活動で姫ひめ子こに対抗する以外にないわ。ゲリラ活動！　レジスタンスよ！」

　なんだかもうすっかり、姫子への怒りと恨みで目がくらんでいる。出席日数なんかよりも、姫子を打倒することのほうが、今の樹里亜には大事なのだろう。

　その時、校舎から予鈴が聞こえてきた。もうすぐ朝のホームルームだ。

　夜啼鶯の宮の生徒たちが腰を上げた。

「つづきは放課後に話しあいましょう。私たちは、いったん校舎にもどるわ」

「授業をさぼるわけにはいかないの。私たちが夜啼鶯の宮だということは秘密だから」

「あなたたちは、ここに隠れていて。くれぐれも行動は慎重にね」

　夜啼鶯の宮のお姉さんたちが去ると、がらんとしたかびくさい教室に、アヤメと樹里亜だけが残された。



　ガラスの割れた窓から、のどかな初夏の陽ひ差ざしが射さしこんでいる。光の中にほこりが舞まい、小鳥のさえずりが聞こえてくる。

「お姉ちゃんたち、どうしてるかな……」

　樹里亜が心配そうにつぶやく。

　アヤメは姫子のことが気がかりだった。それに、エルザや由麻や杏あん奈なのことも。いきなりあんな放送が流れて、さぞ驚いていることだろう。

　高たか田ださんたちクラスメートのことだって気になる。もう、これまでどおりに姫子に接してくれるとは思えない。

　いろいろとわからないことも多い。三み千ち代よや和かず季きのこともそうだし、それに、姫子は本当に、保健室での会話を盗み聞きしていたのがアヤメと樹里亜だと気づかなかったのだろうか。

　ゆうべ、アヤメは部屋にもどらなかったのだ。それだけでも、姫子がアヤメになにかあったと思う理由になるはずなのだが。

　あれこれ考えているうちに、また鐘の音が聞こえてきた。一時間目が終わったのだ。

「わたし、がまんできない。姫子の様子を見に行ってくる」

　反対されるかと思いきや、樹里亜も立ちあがった。

「私も行くわ。教室がどんな様子か気になるから。それに、あんた一人じゃ心配だし」

「わたしは樹里亜さんと一緒のほうが心配だけど……」

「ほら、ぶつぶついってないで行きましょ。ぐずぐずしないの」

　ことわるわけにもいかない。いいだしたアヤメのほうが樹じゅ里り亜あにリードされる形で、二人は校舎に向かった。



　さいわい、誰だれにも見とがめられることなく、教室に近づくことができた。

　一年一組の教室は一階にある。窓の外から、そっと教室をうかがう。

　そこには異様に張りつめた空気が満ちていた。

（エルザだ……）

　姫ひめ子ことエルザが、それぞれの席に座っていた。二人とも窓に近い席なので、声がよく聞こえる。ほかの生徒たちは、二人を遠巻きにして、不安そうに見つめている。

「いいかげんに、なにを考えてるのか吐いたらどうだ」

　エルザは恐こわい顔で姫子をにらんでいる。が、姫子は静かな表情で、次の授業の予習をしている。エルザのほうを見ようともしない。

「意味がわからないわ。なんのことかしら」

「とぼけるな！　放送の宮の連中を座ざ敷しき牢ろうに放ほうりこんだり、アヤメをクビにしたり。いきなりこんな無茶な真ま似ねをするなんて、いったいどういうつもりだ」

「わたしは、学院の秩序を守ろうとしているだけよ」

　クラスメートたちが、おずおずと姫子に語りかける。

「あの、姫子さん……」

「私たち、まだ信じられないんだけど」

「優しい姫子さんが、そんな……色じかけとか、スパイとか……」

「それに、脅迫とか、買収なんて……」

「さっきの放送は、なにかのまちがいなのよね？　そうでしょ？」

　しかし姫子ははねつけるように答えた。

「いずれ学院府から、正式な発表があるわ。それまでうるさくしないでちょうだい」

　クラスメートたちはおびえたように後じさりする。

　当然かもしれない。つい昨日まで、優しく思いやりがある天使のような女の子、と信じていた姫子が、実は悪魔だとわかったのだから。

　窓の外で、樹里亜は拳こぶしを固めて身体からだを震わせている。

「くあーっ、頭にくるっ。今すぐ飛びだしてって、ひっぱたいてやりたいわ」

「樹里亜さん、落ちついて、冷静に」

　なだめながら、アヤメはしかし、姫子の態度にひどい不自然さを感じていた。

（姫子がこんなにあっさり、自分の本性を明かしちゃうなんて、やっぱり変だ……）

　クラスメートたちもいっているように、みんな、さっきの放送はなにかの誤解だと思いたがっている。姫子が悪人だなどと、信じたくないのだ。

　なら、どうにでもいいつくろえるのではないだろうか。たとえば、すべては姫ひめ子こをおとしいれるためのでっちあげだ、とか。姫子なら、それぐらいの芸当は簡単だろうに。

　だいたい姫子は、ここにアヤメたちがひそんでいることに気がついていないのだろうか。

　あのカンの鋭い姫子が、アヤメたちの気配に気づかないとは思えないのだが……。

「佳か代よ花はな姫子くんはいるか！」

　教室の中から声。アヤメは、はっと窓の隙すき間まから目をこらした。

　険けわしい顔で入ってきたのは、風紀の宮の「媛ひめ」、媛宮委員会の主要メンバーでもある、刈かり谷や純じゆんだった。ちょっと前に、姫子と学院府長の座を争った三年生だ。生徒たちの人望も篤あつく、姫子におとらないほどの人気がある。

「純さま。なにかご用でしょうか？」

　エルザが純のために場所を空あける。いったん純にまかせてみよう、ということだろう。

「用件はわかっているはずだ。放送の宮の生徒たちを、すぐに解放したまえ」

「なぜ、純さまがそんなことを？」

　姫子が椅い子すに座ったままたずねる。純は立っているのだから、上級生に対して、ずいぶん失礼な態度である。

「風紀の宮の『媛』として、あんな暴挙を許すわけにはいかない。職員会議にもかけずに授業を受けさせないなんて、乱暴すぎる」

「わたしは学院府長の権限をもって、正当な決定を下したまでです。理事長先生の許可もいただいています」

「そんな理屈は通用しない！」

　純が机を叩たたいた。まじめで一本気な性格はあいかわらずだ。

「こんなことを許したら、この学院で一番権威があるのは君ということになってしまう。校則違反をした生徒の処分を、先生じゃなくて生徒が決めるなんて、そんな無茶な話があるか」

「でも、学院府長にそれだけの権限を与えたのは、この学院の生徒たちなんですよ」

　冷ややかな姫子の声。アヤメの横で、樹じゅ里り亜あがぎりぎりと、制服のリボンに噛かみついている。

「だからあんな校則、成立させなきゃよかったのに！」

　成立させた責任者であるアヤメは、ひたすら身をすくめていた。

　純はそれでも退ひかない。

「ならもう一度、生徒たちの意志を問うべきだ。さっきの放送で、蜂はち須す賀か樹里亜くんもいっていたとおりだ。君が本当に学院府長にふさわしいかどうか、再投票だ。風紀の宮が中心となって、リコール運動を展開する！」

「そういうことは、大声でいわないほうが利口だと思いますが」

　姫子は立ちあがり、まっすぐに純を見た。長い髪がふわりと揺れた。

「刈かり谷や純じゆんさん、あなたにも謹きん慎しんしていただきます。座ざ敷しき牢ろうに入ってください」

「なんだって……？」

　ざわっ、と生徒たちが揺れた。エルザも息をのんでいる。姫ひめ子こ一人が冷静だ。

「あなたはお友だちの白しら川かわ明あ日す美みさんと、いかがわしい交際をつづけていますね。お二人が校内で手をつないだり、抱きあったりしている姿がよく目撃されています。風紀の宮の媛ひめとしては、不見識のそしりをまぬがれないのではありませんか」

　純は、あからさまにうろたえた。純の親友、白川明日美は、彼女の唯一の弱点なのだ。

「ち、ちがう。彼女は病み上がりで時々ふらつくから、支えてやってるだけだ……」

　エルザも純に加勢する。

「だいたい姫子。友人どうしが校内で親しくすることは、おまえ自身が校則をゆるめて、許可したはずだろう」

「限度というものがあるわ。度が過ぎている、と判断される場合には、やはり処罰の対象になる。あたりまえのことでしょう」

　エルザが小さく息をのんだ。

「――それはつまり、おまえが勝手に『これは度が過ぎている』と見なせば、誰だれでも座敷牢に放ほうりこめる、ということか？」

「あら。まるでわたしが、規則を好きほうだいに使えるようないいかたね」

「実際、そういうことじゃないか！」

「話し合いはもうじゅうぶんでしょう。――先生がた」

　はっ、と一同が廊下をふりむいた。いつの間にか教師たちが大勢集まっている。

「聞いていらしたとおりです。刈谷純と、それに白川明日美を座敷牢へ。一週間の謹慎処分です。エルザ、あなたは見逃してあげるわ。感謝してちょうだい」

「一週間？」

　純の顔色が変わった。

「待ってくれ、私は謹慎でいい。でも、明日美を巻きこむのはやめてくれ。あの子はまだ、体調が完全じゃないんだ。一週間も座敷牢に入れられたら、身体からだを壊してしまう」

「そうなったら、あなたの責任ね」

　先生たちが、有無をいわせず純の身体をつかむ。

「やめろ、姫子！」

　エルザが止めようとするが、先生におさえられる。さっき放送室で起きたのと同じ混乱が、ふたたび演じられようとしていた。

「うがーっ！　もう、がまんできないっ！」

　樹じゅ里り亜あがすっくと立ちあがった。

「黙って見てられないわ。アヤメ、行くわよ！」

「えっ、なに？」

「決まってるでしょ。純じゅんさまを助けるのよ！」

　樹じゅ里り亜あはポケットから覆面を取りだし、すっぽりと頭からかぶった。ゆうべ、姫ひめ子こと水みず野の先生の密会をのぞいた時にもつけていた、あのマスクである。

「アヤメ、あんたも早く！」

　いいながら樹里亜は髪をほどき、がしゃーん！　またしても窓を割って教室に乱入した。窓を破ることが、すっかり芸風になっている。

「そこまでよ、佳か代よ花はな姫子！」

　ばばーん！　と効果音が入りそうな勢いで樹里亜が机の上に立つ。長い髪が風にひるがえる。

　教室の中にいた一同が、ぎょっとして樹里亜をふりむいた。

「人呼んで、えーと、花はな時雨しぐれ仮面、Ｊ！」

　しゅばっ！　と樹里亜がポーズを決める。

「そしてこっちが……ほら、あんたも早く！」

　うながされ、アヤメもやむなく、メガネの上からマスクをかぶった。あたふたと髪をほどき、樹里亜の隣に立ち並ぶ。

「この子は私の相棒、花時雨仮面、Ａよっ！」

　ＪとＡは、すなわち樹里亜とアヤメの頭文字である。これで正体がバレないほうがおかしいが、樹里亜のテンションは最高潮だ。

「私たちは、花時雨学院の自由と平和を守るため、天から遣わされた正義の使者！　佳代花姫子！　この学院を、あんたみたいな悪党の思いどおりにはさせないわ！」

　教室の中の者たちは、あぜんとして二人を見ている。まあ、当然の反応だろう。

「……ずいぶん愉快なかっこうをなさってるのね。蜂はち須す賀かさん、それに、アヤメ」

　姫子が冷たい視線であっさり正体を暴く。折しも、ひゅるるるるる、と風が吹いてきてアヤメと樹里亜の髪をなびかせた。いろんな意味で、非常な寒さを感じるアヤメだった。

　が、樹里亜は動じない。この精神力は、やはりすごい――かもしれない。

「私は蜂須賀さんなんかじゃないわ。こっちのＡも、春日かすがアヤメなんかじゃないっ。そうよね、Ａ！」

「そ、そう、だと思う、たぶん。あはははは……」

「この世に悪のはびこるところ、花時雨仮面はどこにでもあらわれるのよ！　とーっ！」

　樹里亜は、床に下り立った。びくっ、と先生と生徒たちが後退した。なんだかよくわからないコワさを感じているのだろう。

「刈かり谷や純さま、逃げましょうっ」

「に、逃げる？　どこへ――」

　純も目をぱちくりさせている。

「姫ひめ子この魔手が届かない場所へ！　自由が得られる未来に向かって！　花はな時雨しぐれ仮面ＪとＡが、あなたたちの安全を保証するわ！」

「そうはいかないわ。先生がた、あの人たちをつかまえてください」

　姫子の号令一下、われにかえった先生たちが飛びかかってくる。

「あぶないっ！」

　アヤメがとっさに、黒板のチョーク入れをぶちまけた。

「きゃあっ！」

　先生たちが足を止めた。チョークの粉が先生たちの顔面を直撃したのだ。

「純じゅんさま、早く。白しら川かわ明あ日す美みさんも助けなくちゃいけないんでしょ」

「そ、そうか。確かに――」

　明日美の名前を出されると純は弱い。樹じゅ里り亜あに手をつかまれ、窓の外に飛びだす。アヤメもあわててつづこうとする。

「アヤメ！」

　姫子の鋭い声に、ぎくっと足を止め、ふりかえる。たらり、背中を汗が伝った。

「どこまでもわたしの邪魔をする気ね。いいわ、あなたがそのつもりなら、わたしももう、あなたを味方だとは思わないわ」

「そ、そういうつもりじゃないってば。だいたい、わたしが姫子に逆らえないの、姫子だって知ってるはずじゃ……」

「いいわけは聞きたくないわ！　あなたはもう完全に、わたしの敵よ！　先生たち、アヤメを――いいえ、花時雨仮面Ａをつかまえてください！」

「わ、わ、わっ」

　先生たちの手をかいくぐり、校庭に逃れでる。樹里亜が手招きする。

「花時雨仮面Ａ、早く！」

「あーん、どうしてこうなっちゃうの？」

　アヤメは泣きたい思いで花時雨仮面Ｊと純を追いかけた。



　四



　その日の放課後。旧校舎である。

「まさか夜啼鶯の宮ナイチンゲールの幹部が、あちこちの宮の『媛ひめ』だったとは……」

　刈かり谷や純が、夜啼鶯の宮の幹部たちを、呆ぼう然ぜんと見回している。

　この場に集まっているのは、アヤメと樹里亜、夜啼鶯の宮の幹部たち。それに純と、純が連れてきた白川明日美である。だんだん人数が増えてきている。

　白しら川かわ明あ日す美みは、最近まで「封じられたもの」にとり憑つかれていたが、本人はそのことをおぼえていない。体型は子どもっぽいが、賢く、誠実そうな澄すんだ瞳ひとみをした女の子だ。

「だいたい図書の宮の『媛ひめ』、君は媛宮委員会の一員だったじゃないか。私はもう、なにを信じればいいのかわからない……」

　頭を抱えて苦悩する純じゅんに、明日美がぴったりよりそっている。

「苦しまないで。私がここにいるわ」

「明日美……すまない、君まで巻きこんでしまって」

「なにもいわないで。私はあなたのそばにいるだけで、じゅうぶん幸せよ」

　純と明日美が、しっかと手を取りあう。

「えー、ごほん」

　と、図書の宮の媛、こと、夜啼鶯の宮ナイチンゲールのリーダーが気まずそうに咳せき払ばらいをした。純と明日美が、はっと顔を赤らめて離れる。

「あなたたちをだましていたのは悪かったと思うわ、刈かり谷やさん。でも、こうなった以上、あなたたちも夜啼鶯の宮に入っていただくしかないわ。私たちに協力してちょうだい」

「その覚悟はもうできている。しかし……」

　純は複雑な表情だ。

「風紀の宮の『媛』である私が、よりによって夜啼鶯の宮に力を貸すことになるとは……。私はいったいなんのために、学院府長の立候補を辞退したんだ……」

　純もまた、姫ひめ子こにいいくるめられて、学院府長の座を明け渡した被害者なのだ。

　夜啼鶯の宮の幹部たちも、みな一様に険けわしい表情だ。

「予想以上に、佳か代よ花はな姫子さんは手ごわい相手になりそうね」

「今日一日だけでも、姫子さんに抗議した生徒は何人かいるわ。でも、みんなつかまって、座ざ敷しき牢ろうに入れられてしまった」

「彼女の決定に、誰だれも反対できなくなっているのよ」

「先生たちも先生たちだわ。いくら学院府長の決定だからといって、ああも姫子さんのいいなりになるなんて……」

「いくら理事長先生のお孫さんだからといって、なぜここまで……」

　樹じゅ里り亜あがアヤメにたずねる。

「アヤメ、あんた姫子の親しん戚せきでしょ。あいつがああいう性格だって気づかなかったの？」

「それは……」

　アヤメは返事に窮した。姫子が「ああいう性格」であることを、誰よりもよく知っていたのはアヤメなのだが。しかし、そんなことをいったら、アヤメは、この場にもいられなくなってしまうだろう。

　しかし、事情を知らない幹部たちはアヤメに同情的だ。

「蜂はち須す賀かさん、無理をいってはいけないわ。春日かすがさんはつい最近転入してきたばかりだし、それまで何年ものあいだ、姫ひめ子こさんとは会っていなかったんだから」

「ショックを受けているのは春日さんも同じのはずよ。そうでしょ、春日さん」

　責められても、かばわれても、どうにもいたたまれない。アヤメは立ちあがった。

「どこ行くの、アヤメ」

「ちょっと学院府室の様子を見てくる。由ゆ麻まちゃんたちのことも心配だし」

「なら、私も一緒に行くわ。花はな時雨しぐれ仮面ＪとＡは、常に二人で一組。一心同体よ」

　樹じゅ里り亜あはすっかり「花時雨仮面」が気にいってしまったようだ。

　アヤメとしては、一心同体の相手は、姫子一人でじゅうぶんなのだが。



　学院府室は高等部の校舎のはずれにある。アヤメと樹里亜は、またしても人目を避けながら校舎に近づき、雨あま樋どいを伝いのぼった。

　今度はいきなり窓を破るようなことはせず、そっとガラスを叩たたく。

「アヤメ、樹里亜！」

　窓を開けてくれたのはエルザだった。二人を力強い腕で引っぱりあげてくれる。

「変なところから入ってごめんね、エルザ」

「姫子は……いないようね」

　と樹里亜が学院府室の中を見まわす。

「よかった。二人とも授業に出てこないから心配してたんだぞ」

「アヤメさま、どこにいらしてたんですか？」

「私も杏あん奈なちゃんも、話を聞いて心配してたんですよ！」

　と、杏奈と由麻も駆け寄ってきた。

「ずっと隠れてたの。純さまと明あ日す美みさんも一緒だよ。そっちはどう？　姫子の様子は？」

　アヤメの問いに、エルザは苦々しげに眉まゆを寄せた。

「どうもこうもない。今も三人でその話をしてたとこさ」

　エルザは由麻と杏奈を見やった。由麻も杏奈もやつれている。おとといの夜、姫子と四人で同じベッドで楽しい時間を過ごしたのが、遠い昔のようだ。

「姫子のやつ、すっかり人を寄せつけなくなっちまった。休み時間も一人で予習してて、ほかの生徒と、口をきこうともしないんだ。あたしが話しかけると、『これ以上うるさくすると座ざ敷しき牢ろう行きよ』とくる。優等生のふりをするのは、完全にやめちまったみたいだな」

「クラスの子たち、そんな態度とられてだまってるわけ？」

　樹里亜が吠ほえる。エルザは唇に指を当て、「静かに」と制し、自分も声を低くする。

「みんなおびえてるんだよ。姫子の機嫌を損そこねたら、座敷牢に叩たたきこまれちまうんだから」

「姫子さまのクラスだけじゃありません。高等部も中等部も、ものすごく静かになっちゃいました。うちの教室でも、みんな息をひそめてるみたいに――」

　そういって、由ゆ麻まはすがるようにアヤメを見た。

「アヤメさま、姫ひめ子こさまにはきっとなにか、深いお考えがあるんですよね。だから、こんなことをなさってるんですよね。私、早く姫子さまにお会いして、本当のお気持ちを直接うかがいたいです……！」

「う、うん。わたしもそう思いたいけど」

「私は驚かないわ。姫子さまは、目的のためならどんなに非情にでもなれる、意志の強いおかただもの」

　杏あん奈なは毅き然ぜんとした態度を保っている。姫子の手足となって動いていたのだから、あの校内放送を聞いても、意外とは思わなかったのだろう。

「だいたい、アヤメさまが悪いんですよ。あんな放送、絶対に止めなきゃいけなかったのに。レコーダーを強奪するとか、蜂はち須す賀かさんを人質に取るとかできなかったんですか？」

「そんなの無理だよ。放送の宮の人たちに見張られてたんだもん」

「ちょっとあなた、穏やかじゃないこといってくれるわね。まるで私たちが放送の宮が、悪いことしたみたいじゃない」

　樹じゅ里り亜あが杏奈に気色ばむ。しかし、杏奈も負けていない。

「穏やかじゃないことをしたのはあなたたちでしょう！　事実かどうかはともかく、あんな個人攻撃が許されると思ってるんですか？」

「真実をみんなに知らせてなにがいけないのよ。力ずくで放送をやめさせた姫子のほうが、よっぽどタチ悪いわよ！」

「これ以上、姫子さまを侮ぶ辱じよくする気ですか！」

「あんたこそ、聞き分けのないことばかりいってると、花はな時雨しぐれ仮面が成敗しにくるわよ！」

　その時。不意に、壁のスピーカーからこんな声が流れてきた。

『放送の宮が、放課後の校内放送をお送りします』

　樹里亜が、ぱっと表情を明るくした。

「お姉ちゃんだわ！」

　蜂須賀穂ほ乃の香かの声だった。かすかに声が震えている。

『初めにお詫わびを申しあげます。今日の朝、放送の宮がお送りした特別放送は、蜂はち須す賀か樹里亜、および蜂須賀穂乃香が作ったオーディオドラマであり、事実ではありません。それを初めにおことわりをしなかったことを、つつしんでお詫びします』

「オーディオドラマ？　お姉ちゃん、なにいってるの？」

「しーっ。とにかく最後まで聞こう」

　エルザが樹里亜を制する。

『今後も放送の宮は、学院府のかたがたの協力を得て、明るい花時雨学院のために健全な活動をつづけていくことをお約束します。さあ、それでは、今日の一曲目……」

　音楽が流れだした。樹じゅ里り亜あは、部屋の中央に置かれているテーブルをばんばん叩たたいた。

「どうなってるのよ！　なんであれがオーディオドラマなんてことになっちゃうの？　あれは正真正銘のドキュメンタリーよ。お姉ちゃんだってわかってるはずなのに」

「たぶん、姫ひめ子こに脅迫されたんだろう」

「きょうはく……」

　物騒な言葉に、由ゆ麻まが動揺する。

「座ざ敷しき牢ろうから出してほしければ、自分のいうとおりの校内放送を作れ――とでもいわれたのさ。樹里亜の姉さんにしても、放送の宮の仲間を人質に取られたら、いうことを聞かざるを得ない」

　エルザが、ふっと皮肉に笑った。

「――これで、放送の宮は姫子の支配下に入ったわけだ。最初に報道機関をおさえる。クーデターの常道だな」

「ぬぐぐぐぐ……」

　樹里亜が悔しげに、握りしめた拳こぶしとツインテールを震わせる。

「でも、こんな嘘うそでとりつくろえるのかな……。姫子が先生たちに命令してるところも、純じゅんさんを脅おどしているところも、大勢の生徒に見られてるのに」

　アヤメの疑問にエルザが答える。

「表面上、姫子の潔白が証明されれば、それでいいんだよ。――学院府に楯たて突いたら、座敷牢に入れられる。抵抗をつづければ、先生たちも敵にまわすことになる。それがいやなら自分の味方になれ。……と、そういう脅しをかける意味があったわけさ、今の放送には」

　その時、姫子の声が聞こえた。

「謹きん慎しん処分を受けた生徒が、なぜここにいるのかしら？」

　冷厳な声に、アヤメたちはぎょっとしてふりかえった。戸口に姫子が立っていた。

「姫子！」

「姫子さま！」

　アヤメたちが口々に叫ぶ。姫子はしかし、一同を無感動な目で一いち瞥べつした。

「謹慎中の者と話をするのは校則違反よ。エルザ、杏あん奈な、由麻。あなたたちも、それはわかっているはずよね？」

　思いがけず攻撃的な口く調ちように、一同がびくっと身体からだを固める。初めて名前を呼び捨てにされた由麻が、ひっ、と小さく息をのんだ。

　姫子は、容よう赦しやなく宣告した。

「ここにいる者全員、学院府の役員を解任します。ただちに座敷牢に入ってもらうわ。先生がた、おねがいします」

　姫ひめ子この後ろから、女教師たちがずらりとあらわれた。まるで姫子の私兵のように。

「ま、待ってください、姫子さま！」

「そんな。私まで座ざ敷しき牢ろうに？」

　由ゆ麻まと杏あん奈なが、姫子に駆け寄る。

「じゃれつかないで。あなたたちの役目も、もう終わったのよっ！」

　姫子が二人の手を振りはらった。由麻と杏奈が床に倒れる。

「由麻ちゃん、杏奈ちゃん！」

　駆け寄ろうとしたアヤメを、エルザが止めた。

「行っちゃだめだ、アヤメ」

「――――！」

　すでに由麻と杏奈は、先生たちに取り押さえられていた。姫子の目が、アヤメと樹じゅ里り亜あ、エルザに向く。

「あなたたちは、座敷牢で謹きん慎しん一ヶ月。おとなしく処分に服しなさい！」

「一ヶ月!?」

　アヤメは耳を疑った。あんな暗くてほこりっぽい場所に一ヶ月も入れられたら、明あ日す美みでなくても身体からだを壊してしまうだろう。

　若くて美人の先生たちが、どっと迫ってきた。

「逃げろ、アヤメ、樹里亜！」

　エルザが二人を、窓の外に押し出した。

「あ、あ、危ない危ない、落っこちる！」

　エルザは、手近にあった辞書や辞典をぶん投げて、先生たちを牽けん制せいする。

「いいから飛びだせ！　座敷牢に入れられたくないだろ！」

「由麻ちゃん、杏奈ちゃん、ごめんね。わたしたちのせいで！」

「私たちのことはいいんです！　逃げてください、アヤメさま！」

　由麻のけなげな声を背に、アヤメと樹里亜は雨あま樋どいをすべりおりた。地面に着地。と同時に全速力で走りだす。エルザもつづいた。

「すぐに追手がくるぞ。どこかに隠れないと！」

「わたし、いい場所を知ってる！」

　アヤメは校舎の外壁をぐるりとまわりこみ、ひと気のない場所の羽は目め板いたを開いた。秘密の通路の入口である。

「なに、これ？　隠し扉？」

　樹里亜が目を丸くする。

「そう。この学院のあちこちにあるんだよ。姫子がときどき使ってた――みたいなの。なんのためかは、わたしも知らないんだけど」

　アヤメもよく使っていた、などといったら、自分も姫ひめ子この悪行に手を貸していたことがバレてしまう。苦しいいいわけだったが、樹じゅ里り亜あは疑問に思わなかったようだ。

「そうか。さては姫子のやつ、ここを使って人の話を盗み聞きとかしてたのね」

　また怒りだした樹里亜とエルザの背中を押して、アヤメは隠し通路の戸を閉めた。もちろん、この通路のことは秘密にするよう、姫子にいわれている。が、この際やむをえない。

「こりゃおもしろい。ゲリラ活動にもってこいじゃないか」

　エルザが外の気配をうかがいながら、アヤメにささやく。

「ゲリラ活動――って、エルザもわたしたちと合流する気なの」

「もちろん。座ざ敷しき牢ろうなんて恐こわかないけど、一ヶ月も閉じこめられるなんて、冗談じゃない」

　それはアヤメも同感だった。それに姫子しだいで、もっと長くされるかもしれないのだ。

「こうなったからには、あたしも君らと同類さ。見つかったとたんに座敷牢行き、懲ちよう役えき一ヶ月のおたずねものだ。この際、真っ向から姫子と対決してやる」

「味方が増えるのは嬉うれしいけど、あんた、妙に楽しそうね」

　樹里亜のいうとおり、エルザの声は弾はずんでいた。

「学院府に入って姫子に協力するより、こっちのほうがあたしの性に合うからね」

　エルザは小さく笑った。抑えきれない喜びがあふれだすように。

「あたしはずっと前から知りたかったんだ。姫子が本当はなにを考えてるのか、なにを夢見て、なにを望んでいるのかを。今度のことはいい機会だ。真っ正面からぶつかって、そいつを暴きだしてやる」

　これもひとつの友情の形なのだろう。エルザの目は、暗がりでもわかるほどにきらきらしていた。

（でもなんだか、だんだん話が大きくなってるような……）

　姫子に好意を抱いていた人間たちが、次々に敵に回っていく。

　由ゆ麻まや杏あん奈なも、姫子自身の手によって、座敷牢に放ほうりこまれてしまった。

　もう、姫子の味方は、生徒の中にはいない。先生たちを私兵のようにしたがえて、姫子はなにをするつもりなのだろう？



    

  
    
      



    

  
    
      


第三章　乙女革命勃発！



　一



　一週間がすぎた、その日の昼休み。

　高等部の廊下で、こんな光景がくりひろげられていた。

「あなたたち、今、佳か代よ花はなさんの悪口をいっていたわね」

「あっ、先生。ち、違います。私たち、決して――」

「ただちょっとその……最近、規則が厳しくなって大変だよね、って話していただけなんです。姫ひめ子こさまの悪口をいっていたわけじゃ」

「学院府長の方針を批判することは、学院を批判することと同じよ。学年とクラス、名前をいいなさい。場合によっては座ざ敷しき牢ろうに入ってもらうことになるわ」

「そんな！」

　その時！　どこからともなく、きれいな女の子二人のコーラスが流れてきた。歌詞もメロディも奇き天て烈れつだが、かなり練習を積んだらしく、きれいにハモりが取れている。



「それいけ！　花はな時雨しぐれ仮面」　　作詞・作曲　花時雨仮面Ｊ



　Ｙｅｓ　Ｗｅ　Ｃａｎ！　おそれないで　乙女のために

　花の仮面だけが　仲良しさんよ

　君はなにゆえ生まれたか　そしてなにゆえ生きるのか

　佳か代よ花はな姫ひめ子こを倒すため　世界を魔女から守るため

　みんなみんなみんな助けてくれる　すてきな力で救ってくれる

（セリフ）「愛のために、いくわよ、Ａ！」「正義のために、オーケイ、Ｊ！」

　Ｆｌｙ　Ｍｅ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｍｏｏｎ，　Ｓｔａｎｄ　ｂｙ　Ｍｅ，

　ランランラン　すっごく大好き　花時雨仮面よ神話になれ



　歌が終わると、がしゃーん！　廊下の窓をぶち破り、仮面で顔を隠した二人の少女が出現した。

「花時雨仮面Ｊ、見参！」

「同じくＡ、参上！」

　しゅばっ！　とポーズを決める二人。しかし、Ａのほうには照れがあるらしく、どこか動きがぎこちない。

「さあ、ここはわたしたちにまかせて、あなたたちはお逃げなさい！」

「は、はいっ」

「ありがとう、花時雨仮面。このご恩は忘れません」

「お待ちなさい、学年とクラスと名前をいっていきなさい！」

「おぉっと、ここから先は、この花時雨仮面Ｊが通さないわ」

「くっ。あなたたちが、うわさの花時雨仮面ね。そんなおばかさんなかっこうをして、その上、教師に反抗するなんて、それでもわが校の生徒ですか。恥を知りなさいっ」

「佳代花姫子の手下になった先生たちなんか、先生とは思いません。つかまえられるものならつかまえてごらんなさい。逃げるわよ、Ａ！」

「わかったわ、Ｊ！」

「お待ちなさいっ。――えっ？　ど、どこにいったの？　まるで雲か霞かすみのように消えてしまったわ」

　もちろんアヤメと樹じゅ里り亜あは、秘密の通路に隠れ潜ひそんでいるのである。



「いやあ、大活躍じゃないか、花時雨仮面ＡとＪ！　姫子に代わる、学院のスーパーアイドルだ」

　旧校舎の隠れ家が。上機嫌で出迎えたエルザに、樹里亜はしかめ面つらを返した。

「気楽にいわないで。こっちは毎回、つかまるかどうか、ぎりぎりの真剣勝負なのよ」

「これを真剣にやってること自体がすごいと思うけどね」

　樹じゅ里り亜あとエルザのやりとりを聞きながら、アヤメは、こそこそと隅っこでマスクを取り、メガネをかけて髪を三つ編みに直した。自分が姫ひめ子こそっくりであることは、樹里亜たちには、まだ秘密なのだ。

　夜啼鶯の宮ナイチンゲールのリーダー、図書の宮の『媛ひめ』も笑顔である。

「今や花はな時雨しぐれ仮面は、全校生徒の希望の星よ。特にアヤメさんの人気はすごいわ。佳か代よ花はな姫子の身内でありながら、敢かん然ぜんと反はん旗きをひるがえして、生徒のために戦ってくれてるって」

「なりゆきでこうなっちゃっただけなんだけど……」

　浮かない顔のアヤメの肩を、別な夜啼鶯の宮のメンバーが親しげに叩たたいた。

「謙けん遜そんすることないわ。あなたたちのファンクラブもできてるのよ」

「もちろん、姫子さんに見つかったら座ざ敷しき牢ろう行きだから、極秘活動だけど」

　みんなアヤメの肩を抱いたり、腰に手をまわしたりして密着してくる。前にエルザがいっていたとおり、みんなアヤメを見ると、かまったりくっついたりしたくなるらしい。

　樹里亜が覆面をかぶったまま力説する。

「横暴なる圧政者と戦う時には、仮面の英雄はつきものなのよ。ナントカ天てん狗ぐとか、快傑ナントカとか、歴史の教科書にもいっぱいのってるでしょ」

「のってたかなあ」

「私たちの活動で、みんなが元気になってくれるならなによりじゃない。姫子を学院府長の座から引きずりおろしたら、次はアヤメ、あんたが学院府長になりなさいよ」

「そんな。冗談じゃないよ！」

　樹里亜の言葉に、アヤメは悲鳴をあげた。



　まったくもって、冗談ではなかった。

　状況に流されるまま、夜啼鶯の宮の仲間になり、こうして「花時雨仮面」として大ブレイク中のアヤメだが、本人は今でも姫子の味方のつもりなのだ。

　舞まいにもいわれている。姫子の手伝いをしなければ、アヤメは自分が何者なのか、知ることができないと。姫子を裏切るわけにはいかないのである。

（姫子、わたしのこと怒ってるだろうなあ……）

　この一週間、まったく姫子と口をきいていない。こんなことは初めてだった。

　しかし、のこのこ会いにいけば、その場でつかまり、懲ちよう役えき一ヶ月の座敷牢行きか、あるいは、とんでもなく強烈で、他人にいうことさえはばかられるような、想像を絶する過激なお仕置きをされるに違いない。

　かといって、このまま花時雨仮面の活躍をつづけていては、姫子との距離は開くばかりだ。完全にジレンマにおちいっているアヤメであった。

　このところ、アヤメも樹じゅ里り亜あも、エルザも純じゅんも明あ日す美みも、まったく授業に出ていない。そんなことをしたら、一発で先生につかまってしまうからだ。

　実家に連絡ぐらい行っているかもしれない。気楽というかいいかげんというか、みんな、あまり気にしていないようだが、やはり出席日数やテストのことなども考えると、いつまでもこんな逃亡生活をつづけるわけにはいかない。

　実のところ、アヤメはずっと疑問を抱いていた。

（姫ひめ子こ、どうしてわたしたちのこと、つかまえようとしないんだろう）

　神出鬼没の「花はな時雨しぐれ仮面」。アヤメと樹里亜が、秘密の通路を使っていることは、姫子なら当然、かんづいているはずだ。

　だったら、そこに待ち伏せでもしかけておけば、すぐに二人をとりおさえることができる。なのに、なにもしていない。まるで、わざと二人を泳がせているようだ。

（ほんとになにを考えてるの？　姫子……）



　会議が始まった。姫子に対抗するための作戦会議である。夜啼鶯の宮の生徒たちと、アヤメと樹里亜、純と明日美、それにエルザが輪になって話し合う。

「この一週間、姫子のすることは、なにからなにまでむちゃくちゃだった」

　エルザがまず発言した。

「なにしろ、ちょっと姫子や学院府を批判したり、疑問を口にするだけで、その生徒はたちどころに座ざ敷しき牢ろうに放ほうりこまれてしまうんだ。止める者は誰だれもいない。先生たちは姫子の味方だし、学院府の役員は、今や姫子一人なんだから」

「完全な独裁状態というわけか……」

　純が腕を組む。夜啼鶯の宮のメンバーたちがうなずく。

「このところ、学校にも、寄宿舎にも、妙にはりつめた空気がただよってるの。みんな、いつもおびえて暮らしているのよ」

「仲良さそうにする女の子たちの姿もなくなったわ。うっかり親しげにふるまえば、なにかの時に、風紀違反の名目でつかまってしまうから、みんな慎重になってるの」

「それに、自分が誰と『仲良しさん』であるかをおおっぴらにすれば、それも脅おどしの材料に使われかねないし」

「私を楯たてに、純がおどされたように、ですね……」

　と明日美も表情を曇らせる。

「反抗する者には容よう赦しやしない。それが姫子さんの方針なのよ」

　夜啼鶯の宮のリーダーも沈痛な表情だ。

「すでに、いくつかの宮が活動停止を宣告されているわ。関係者は座敷牢に入れられたり、自室で謹きん慎しん。姫ひめ子こさんを批判したり、リコール運動を展開しようとしたためよ」

　一同は、難しい表情で腕組みをした。

「まさに暗黒時代の到来ね……」

「さっき、うちのクラスの生徒が、食事中にちょっと学院府を悪くいったの。そうしたらもう、午後の授業に、その子の姿はなかったわ。でも、クラスメートの誰だれも、そのことを『変だ』とか『おかしい』なんていわずに、気づかないふり。うっかりそんなことを口にしたら、その子も姿を消すことになってしまうから」

「先生たちでさえ同じらしいわ。みんな理事長先生を恐れているのよ」

「あの……。最近、校舎のあちこちでカキツバタの造花を見るけど、あれ、なんなの」

　と、アヤメが質問する。樹じゅ里り亜あが答えてくれた。

「姫子が飾らせてるそうよ。自分の勢力を誇示するためでしょうね。うわさでは、座ざ敷しき牢ろうに入れられた生徒たちが作らされてるらしいわ」

「じゃ、由ゆ麻まちゃんや杏あん奈なちゃんもやらされてるのかな」

「でしょうね。あんな狭いとこに一週間も閉じこめられて、病気になってなきゃいいけど」

「…………」

　アヤメの不安はつのるばかりだった。



「おもしろいことになったわねえ」

　蘇す芳おう美み環わ子こはくすくす笑っている。ひと気のない森の中。放課後だ。アヤメが、美環子の靴箱に手紙を入れ、呼びだしたのだ。

　美環子はいつもどおり、のほほんとした笑顔だった。校内の雰ふん囲い気きがどうなろうと、この人はどこまでもマイペースのようだ。

「姫子が学院府長になったら、なにか始まるとは思っていたけれど、まさかこんなことになるとはね。これからどうなるか、ほんとに楽しみ」

「のんきなこといってないで、姫子を止めてよ。美環子さん。もう姫子にブレーキかけられるのは、美環子さんしかいないんだよ」

「私はね、姫子がなにをする気か、見定めたいのよ」

　美環子の瞳ひとみに、少しだけ、真剣な色が宿った。

「確かに、こんなやりかたはあの子らしくないわ。必ずなにか、目的がある。もしかしたら、開きかけている封印の扉と関係があるのかもしれないわ」

「関係って、どんな？」

「それがわからないから興味深いのよ。千年に一度の天才少女がなにをするつもりなのか、もう少し見物していたいわ。この学院の先生の中には蘇芳家からきている者もいるけど、私から、なにもしないで見ているようにいいつけてあるの」

「でも、生徒がどんどん謹きん慎しんさせられてるんだよ。今日なんか、高たか田ださんまで座ざ敷しき牢ろうに入れられちゃったんだから」

　高田さんは、意を決し、姫ひめ子こに直訴状を渡したのである。

　――あなたの今のやりかたは、友だちとして見すごすことができません。おねがいだから、前みたいな、私たちの好きな姫子さんにもどってほしい。

　といった内容の、誠意と友情あふれる手紙だった。

　が、とたんに高田さんも座敷牢行きになってしまった。アヤメと樹じゅ里り亜あが「花はな時雨しぐれ仮面」になって駆けつけたが、間にあわなかった。姫子は、クラスメートだろうが友だちだろうが、いっさい容よう赦しやをしないのである。

　由ゆ麻まも杏あん奈なのことも心配だ。助けにいきたいが、先生たちが監視しているのでうかつに近寄れない。座敷牢につづく隠し通路は、アヤメも道順を知らないのである。

「そんなに深刻になることないわよ。別に人の生命がかかっているわけじゃないし。山奥の女子校が、ちょっと校則が厳しくなって内うち輪わ揉もめしてる――それだけのことでしょう」

「まあ、そういうふうにいっちゃえば、そうなんだけど……」

　エルザや樹里亜たちが、姫子に腹を立てつつも、どこかお気楽なお祭り気分なのは、一つにはそれもあるだろう。怪け我が人が出ているわけでもないし、警察沙ざ汰たになるような事件が起きているわけでもないのである。

「……でも、このままじゃどんどん、学院の雰ふん囲い気きが悪くなっちゃう。それに、姫子が嫌われ者のままでいるの、わたし、がまんできないよ」

「そこまでいうなら、あなたの頼みどおり、私が姫子を説得してみてもいいわ」

「ほんとっ」

「その代わり、あなた、私の妹にならない？」

　ぎくっと表情をこわばらせ、アヤメが一歩後退する。

「ま、またそういう冗談――」

「冗談なんかじゃないったら。佳か代よ花はな家にはもう、巫み女こを生みだす力はないわ。落ちぶれかけている佳代花家なんか見切りをつけて、私と仲良くするほうがあなたのためよ」

　美み環わ子こが強引にアヤメの腰に腕をまわし、引き寄せた。

「だめっ。だめだってばっ。ああっ」

「あなたがうんといってくれれば、私もあなたのいうことを聞いてあげる。私、あなたを可愛かわいがってあげたくてしかたがないの」

「うううう……」

　アヤメは迷った。普通なら当然、拒否するところだ。

　――でも、今は美環子のいいなりになるしかないのではないか。姫子を説得できそうなのが、美環子しかいない以上……いや、でもやはり……。

　悩むアヤメを見て、美み環わ子こは、ぷっとふきだした。

「ごめんなさい、冗談よ。アヤメちゃんてば、ほんとにかわいい。姫ひめ子このためなら、私にその身をさしだすことさえいとわないのね」

「その身をさしだす？　そういう話だったの？　むぎゅっ」

　ぎゅう～～っ、と美環子がアヤメを抱きしめる。美環子は女の子を抱きしめるのが大好きなのだ。

「姫子っておばかさんね。佳か代よ花はな家のことなんか放ほうりだして、アヤメちゃんだけを大切にしていればいいのに。っていうか、私なら絶対そうするわ」

「みみみ、美環子さん、苦しいっ、苦しいよっ」

「でも、さっきいったことは本気よ。なにかあったら、私を頼ってくれていいわ。そうだ、約束のしるしにキスしてあげましょうか」

「いいっ、いい、そんなの。気持ちだけもらっておくからっ」

　身をもぎはなし、かろうじて逃げだしたアヤメを、美環子は追いかけてこなかった。なんのことはない、うまく追っぱらわれてしまった形である。

「はあ。やっぱり、美環子さんのほうが一枚上うわ手てだなあ……」

　しかし、これで打つ手がなくなってしまった。美環子にことわられたとなると、もう、姫子に話をつけられる者は誰だれもいない。

「ここにいたのか、アヤメ！」

　木こ立だちの奥からエルザが駆けてきた。

「エルザ、どうしたの？」

「樹じゅ里り亜あがつかまっちまった！　座ざ敷しき牢ろう行きだ！」

　アヤメは息をのんだ。エルザが息を弾はずませ、説明する。

「あいつ、さっきまで寄宿舎に忍びこんでたんだ。そして、姉さんに会って、自分が元気だって伝えようとしたらしい」

「それを見つかってる――？」

「ああ。自分が囮おとりになって姉さんを逃がそうとしたんだ。姉さんは逃げのびたけど、自分はとうとうつかまっちまったそうだ」

「…………！」

　聞きながら、アヤメは決意した。

（やっぱり、わたしが姫子と話をするしかない……）



　夜になった。アヤメは誰にもいわず、寄宿舎の隠し通路に入った。

　足音を忍ばせ、屋根裏部屋にあがる。真下はもう姫子の部屋だ。

　なんだか、戦国武将の寝所に潜入する忍者にでもなったような気分になる。

（姫ひめ子こ、ちゃんと話を聞いてくれればいいけど……）

　正直、自信がない。姫子は本当に本気で、アヤメに腹を立てているかもしれないのだ。裏切られたと思って、アヤメに不信感を抱いているかもしれない。

　でも、とにかくぶつかってみるしかない。

　せまい隠し階段をおりると、扉がある。アヤメは小さく深呼吸した。

「ひめこ。ひ、め、こ」

　ささやき声とともに、コツコツ、小さくノックする。

　聞こえないのだろうか。それともまだ帰っていないか。

「姫子。いないの？　わたしだよ。アヤメだよ」

　ふわりと風が起きて、扉が開いた。

「やっときてくれたのね、アヤメ」

　目の前に姫子が立っていた。

「毎晩あなたを待っていたのよ。おかげですっかり寝不足だわ」

「姫子……！」

　アヤメはほっとした。姫子はやっぱり、自分を信じていてくれたのだ。

「座ってちょうだい。お茶を淹いれるわ」

「あっ、わたしがやるよ」

「いいから。今日はわたしが、当番の日だったでしょう」

「あ、そうだっけ……」

　姫子はアヤメをメイドのように働かせたりはしない。二人で、一日交代で身のまわりのことをしているのだ。ベッドの片づけ、掃除、洗濯、それにお茶の支度などだ。

　いわれてみれば、今日は姫子が当番の日だった。几き帳ちよう面めんというか律儀というか、こんなに学院中がドタバタ騒ぎになっている中、よくおぼえていたものだ。

　姫子は校舎からもどってきたばかりなのか、まだ制服姿だった。いつものように赤い髪飾りをつけて、スリッパ履きだ。

　アヤメも制服を着ている。メガネをかけて、髪は三つ編み、靴は外そと履ばきである。

「もっと早くきてくれると思っていたのに、ずいぶん待たせてくれたわね」

　お茶を淹れながら、姫子がちょっとだけ非難がましい目を向ける。

「ごめんね。なんだか姫子が変わっちゃったみたいで、会うのが恐こわい気がして……」

「変わってなんかいないわ。わたしは最初からこういう人間よ。それは、あなたが一番よく知っているはずでしょう」

　出されたお茶を一口のむ。おいしい。

「ねえ、姫子」

　あらたまった口く調ちようで切り出す。

「なにかしら」

「いったいなにを考えてるの？　どうして急に、こんな乱暴なことをするようになったの？　反対する人を座ざ敷しき牢ろうに入れたり、いろんな宮を取り潰つぶしたり……」

「わたしの過去の悪事が知られてしまったからには、こうするしかないじゃない。優等生の化けの皮がはがれてしまった以上、恐怖で人をしたがえるしかないわ」

「みんなに嫌われちゃってもいいの？　このままずっと、みんなを力ずくで押さえつけるつもり？」

「それしかないわね」

「姫ひめ子こ……」

　アヤメは、身を乗りだし、声をひそめた。

「ほんとはなにか理由があるんでしょ？　でなかったら、姫子がこんなひどいことするはずないもん」

「ずいぶんわたしを買いかぶってくれるのね、アヤメ」

　姫子は冷笑した。

「今のわたしは、なんでもやりたいことができるのよ。わたしに逆らえる者は誰だれもいない。私はこれまで、ずっと自分をおさえていたわ。ようやくやりたいことができるようになった今、好き放題にふるまって、なにがいけないの？」

「でも姫子、自分のためにはなんにもしていないじゃない」

「え？」

　姫子は目をぱちくりさせた。アヤメに指摘され、いま初めて気がついた、という表情だ。

「自分だけぜいたくするとか、特別扱いを受けるとか、そういうことしてないでしょ。逆らう生徒を謹きん慎しんさせたり、力ずくで従わせたり、そんなことを姫子が楽しんでるなんて思えないよ」

「…………」

　姫子は大急ぎでいいわけを考えるような顔をしていたが、やがて歌を詠よみ始めた。

「……この世をば、わが世とぞ思ふ、望もち月づきの、欠けたることも、なしと思へば。平安時代の権力者、藤ふじ原わらの道みち長ながの詠んだ歌よ」

「歌でごまかさないで、ちゃんと答えてよ」

「ごまかしてなんかいないわ。他人を思いどおりにあやつることぐらい楽しいことはない、そういう楽しさは、権力を手にした者にしかわからない。そういいたいのよ」

「姫子！」

　たまりかねて、つい声が大きくなった。

「いいかげんにしてよ。わたしは、もう一人の姫子なんじゃなかったの？　わたしには……わたしにだけは、ほんとのこといってよ」

「だから、なにも隠してなんかいないっていっているでしょう」

「そんなの嘘うそに決まってる！　由ゆ麻まちゃんや杏あん奈なちゃんのことだって、あんなにかわいがってたじゃない。そりゃ口では、利用するとか使い捨てとか、ひどいことばっかりいってたけど……でも、最後はいつも、あの子たちを守るために必死だったじゃない！」

「必要とあれば、やさしい態度をとることもあるわ。ただそれだけのことよ」

　姫ひめ子こは笑った。悪魔のような、毒々しい笑いだった。

「あの子たちが欲しければ、あなたにあげるわよ。好きなようにおもちゃになさい。わたしがあなたを使って楽しんできたように」

「…………！」

　カッ、とアヤメの頭に血がのぼった。

　湯飲みを置き、腕を伸ばして、姫子の頬ほおをひっぱたく。大きな音がした。

　姫子はわずかに髪を乱し、赤くなった頬でアヤメをにらんだ。

「あなたに叩たたかれたのは、これで二度目ね、アヤメ」

　そして自分も立ちあがり、おもむろに腕をのばすと、アヤメに平手打ちをくらわせた。アヤメはよけない。今度は姫子の顔面に、拳こぶしでパンチを叩きこんだ。姫子もよけない。代わりに、すかさずアヤメに右フックを返した。

　拳がじんじん痛む。たぶん姫子も同じだろう。

　アヤメはメガネを直して、姫子を憤ふん然ぜんとにらみつけた。姫子もアヤメを、火を噴くような瞳ひとみで見すえている。そのすべらかな頬がみるみる腫はれていく。

「……あなたなんか、大っきらいよ、アヤメ」

　喉のどの奥からしぼりだすような声だった。

「自分そっくりの人間が、いつもそばにいるなんて、こんな不愉快なことはないわ。わたしは、あなたがへらへら笑っている、その顔を見ているだけで胸がむかむかしてたのよ。早く目の前から消えてくれればいいって、いつもそう思っていたのよ」

　アヤメだって負けていない。

「そんなのこっちだって同じだよ。わたしとなにからなにまで同じのくせに、いっつもいばって、わたしに意地悪して。嘘つきで腹黒で、他人をあやつることばっかり考えてる、そんな女の子と自分がそっくりなんて、がまんできないよ」

「いったわね、アヤメ」

「いったからどうだっていうの！」

「もう、がまんできないわ――」

「そんなの、こっちのいうことだよっ！」

「…………！」

「…………！」

　どちらからともなく、つかみあいになった。アヤメが姫ひめ子この髪をひっぱれば、姫子もアヤメのお下げをひっぱる。アヤメが姫子の顔に爪つめをたてれば、姫子も負けじと、ばりばりとネコみたいにアヤメをひっかく。アヤメが姫子の身体からだに噛かみつくと、姫子も負けじとやりかえす。二人の絶世の美少女が、どたばたと床の上を転げまわる。

　意味不明の、動物じみた声をあげながら、組んずほぐれつ上になり、下になり、ひっぱたき、けっとばし、頭突きをくらわす。体勢がひっきりなしに入れ替わり、自分でも、自分がアヤメなのか姫子なのかごちゃごちゃになってしまいそうだった。

「えーいっ！」

　姫子がアヤメに背負い投げをくらわせた。きれいな弧を描き、アヤメの身体が床に叩たたきつけられた。息が止まるほど痛い。

　姫子が馬乗りになってきた。髪飾りは落ちかかり、制服はくしゃくしゃ。スカートはめくれあがって下着まで丸見えだ。しかし姫子は気にせず、声を荒らげる。

「あなたにも座ざ敷しき牢ろうに入ってもらうわ。二度と出してやらないから、そのつもりでいらっしゃい！」

　アヤメは押さえつけられながら、あがいた。なんとか姫子の鼻に噛みついてやろうと、首をもたげて歯をがちがち鳴らす。

「そんなことできっこないよ。やれるもんならやってみなよ！」

「私は本気よ。それがいやなら、自力で牢から脱けだしてみせることね！」

　そして、廊下に向かって叫ぶ。

「春日かすがアヤメをつかまえたわ！　誰だれかきて！」

　とたん、勢いよく戸が開き、廊下から先生たちがなだれこんできた。

「姫子さま！」

「お怪け我がは！」

　教師が生徒に敬語を使っている。しかも「さま」づけだ。でも、そんな異常さも、今のアヤメにはささいなことにしか感じられない。

「なんともないわ。この子を座敷牢に運んでちょうだい」

「かしこまりました、姫子さま」

　先生たちは姫子にうやうやしく礼をした。



　二



　どぉん！

　重い音をたてて、座敷牢の格こう子し戸どが閉まった。

「アヤメさま！」

「春日かすがさん、あなたまで!?」

　杏あん奈なや高たか田ださんたち、中に入れられていた生徒がアヤメに駆け寄ってきた。

　しかし、彼女たちに返事をせず、アヤメは格こう子し戸どに取りついた。

「姫ひめ子こ、出して！　まだ話は終わってないよ！」

　しかし姫子は、地下室のほの暗い明かりの中で、冷徹な表情を崩さない。すでに服装は整えられ、髪ひと筋の乱れもない。

「裏切り者と交わす言葉はないわ。いったはずよね。今のあなたは、わたしの敵だと」

「…………！」

「わたしはこれから、学院府室で仕事をするわ。文句があるなら牢ろう破やぶりでもして、わたしのもとにくることね」

　妙に挑発的な、なにかをうながすようないいかただ。これもなんだかおかしい――と、アヤメはちらりと思ったが、冷静に考えをめぐらせる余裕はない。

　制服のスカートをひるがえし、姫子が去ってゆく。その周りを先生たちが、教師というより護衛のようにかためていた。

「くっ……」

　格子戸に手をかけたまま、アヤメはずるずるとその場に膝ひざをついた。生徒たちが、周りを心配そうに囲んでいる。

「アヤメ、なにがあったの？　制服も髪もくしゃくしゃだよ」

　高田さんが話しかけてきた。

「まさか、アヤメさままでここに入れられちゃうなんて……」

　と、これは杏奈だ。一週間も閉じこめられていたせいだろう。ずいぶんやつれている。

　アヤメはひとつ息をついて、身体からだを起こした。

「……杏奈ちゃん。だいじょうぶ？　具合悪くしたり、してない？」

　杏奈は気丈に胸を張った。

「私は平気です。姫子さまの決定には、すべてしたがうのが私の務つとめですから」

　とはいえ、顔色の悪さは否めない。そこに、人垣をかきわけて樹じゅ里り亜あが姿をあらわした。

「アヤメ！」

「樹里亜さん、無事だったんだね」

「無事じゃないわよ。花はな時雨しぐれ仮面のマスクを没収されて、腹が立つったらないわ。――はっ。いけない、自分で正体を明かしてしまったわ！」

「いや、わたしたちが花時雨仮面だってことは、みんな知ってると思うよ」

　アヤメは苦笑した。樹里亜のボケのおかげで、ようやく少し落ちついてきた。

　座ざ敷しき牢ろうは、地下室を左右に区切って造られていた。二つの部屋の中央に、通路が走っている。どちらの部屋にも、処分を受けた生徒たちがひしめいている。

　明かりは裸電球が一個だけ。薄暗い部屋の隅に粗末な布団ふとんが積まれ、小さな手洗いが設けられている。

　床にはペーパーフラワー作りの材料や道具が、ところせましと置かれていた。さまざまな色と種類の紙。針金。小さな裁縫用具。布。輪ゴムなどだ。

「みんな、ずーっとここで、カキツバタの造花を作ってたの？」

　アヤメがたずねると、杏あん奈ながうなずいた。

「はい。つかまって、ここに入れられた時から、ずっと休みなしに……」

　高たか田ださんが説明をつけくわえた。

「部屋ごとにノルマがあって、消灯前に先生が回収しにくるんだよ。一日の作業量を達成できないと、食事を抜かれちゃうの」

　生徒たちが、そわそわし始めた。

「そうだわ。急がないと今日の分ができなくなっちゃう」

「早く仕事を終わらせなくちゃ」

　口々にいいながら床に座り、造花作りを始める。制服姿の可愛かわいらしい女の子たちが、針や輪ゴムを手に、ちくちくこまこまと造花を作っているのは、どこかほほえましく見えないこともなかった。なんだか学園祭の準備みたいだ。

　造花はすべて、カキツバタだ。ここで作られた造花が、校舎に飾られ、姫ひめ子この権威を見せびらかす道具になっているのだ。

「杏奈ちゃん、由ゆ麻まちゃんはどこにいるの。この部屋じゃないの」

　すると、杏奈の表情が曇った。

「それが……」

　その視線が壁の隅に向いた。アヤメもつられてそちらを見やる。

「由麻ちゃん！」

「あっ、アヤメさま……」

　そこに由麻がいた。髪をほつれさせ、肌の色もあせ、杏奈以上にやつれている。愛らしい顔立ちは変わっていないが、気の毒なほど疲れきった表情だ。

　が、その瞳ひとみに、かすかに希望の光が宿った。

「アヤメさま、私たちを迎えにきてくださったんですか？　姫子さまが、私たちを許してくださって……」

「ちがうよ。わたしも姫子に、ここに入れられちゃったんだよ」

「…………！」

　がくっ、と、由麻の身体からだから力が抜けた。今の言葉が衝撃だったのだろう。

「由麻ちゃん！」

　あわててアヤメと杏奈が支える。

「由ゆ麻ま、だいじょうぶ？　由麻！」

　杏あん奈なが必死の顔で由麻を揺すった。しょっちゅう由麻とはりあったり、ケンカしていた杏奈だったが、本心では、決して嫌っていたわけではないのだろう。

「だからいったじゃない。休んでなくちゃだめだって。なのに、無理するから」

「だって、私……。ほかに、姫ひめ子こさまのためにできること、なんにもないから……」

　作りかけのカキツバタの造花を手にしたまま、ひっく、と、由麻がしゃくりあげる。

　樹じゅ里り亜あ、高たか田ださんや、そばにいた生徒たちも由麻をいたわる。

「ああほら、しゃべらなくていいから」

「あなた、この一週間、ほとんど寝ないで造花を作ってたんでしょう？」

「お布団ふとん敷いてあげたわ。横におなりなさい」

「あなたのぶんの仕事は、みんなで手分けしてちゃんとやってあげるから」

「いいえ、私、はたらきます。はたらかなくちゃ。姫子さまのために……姫子さまの……」

　しかし、ついに力つき、どう、とその場に倒れてしまった。

「由麻ちゃん！」

　あわててアヤメが抱き起こす。由麻の身体からだは冷えきっている。

「アヤメさま……」

　震える指で、アヤメの頬ほおに触れる由麻。

　その血の気を失った唇が、かすかにほほえみを浮かべた。

「姫子さまに……抱かれているみたい……」

　と、つぶやいたかと思うと――。

　がくっ。と、由麻の首が垂れた。

「由麻ちゃん、由麻ちゃん！」

　アヤメは揺すったが、由麻は動かない。

「由麻ちゃ――んっ！」

「くー」

　由麻の小さな寝息。

　はからずもドラマチックな一幕になってしまったが、もちろん由麻は死んだわけではなく、眠ってしまっただけである。ずっと寝不足だったようだから、無理もない。

　しかし、こんなことをつづけていたら、そのうち本当に病人が出てしまう。いや、すでに由麻は身体を壊しかけている。

　軽い由麻の身体を布団に横たえ、樹里亜や杏奈や高田さんたちと一緒に、じっと見下ろす。

「……こうしてると、なんだかお通夜みたいね」

　樹じゅ里り亜あが笑えない感想を漏らした。由ゆ麻まがその手に、作りかけのカキツバタの造花など持っているものだから、ますますそんな印象がパワーアップしている。裸電球のぼんやりした照明もあいまって、絶望的な気分がいやが上にも増してくる。

「……小お花ばな沢ざわさん、かわいそうに」

　誰だれかがぼつりと漏らした。

　由麻は、誰にも負けないくらい姫ひめ子このことを尊敬していたし、大事な人だと思っていた。同時に、自分の友だちや、生徒たちのことも大切にする良い子だった。

　なのに、尊敬していた姫子の手で座ざ敷しき牢ろうに放ほうりこまれ、ついに倒れてしまった。誰よりも優しく、みんなのことを考え、良心的だった者が、結局、誰よりも傷つき、ボロボロになってしまったのだ。

「こんなの、まちがってる……！」

　アヤメは口の中でつぶやいた。姫子への怒りが、ふたたび燃えあがろうとしていた。

「え、なんですか」

「なにかいった、アヤメ？」

　杏あん奈なと樹里亜がアヤメの顔を見る。

「こんなの、まちがってるっていったの！」

　アヤメは、三つ編みの髪を振りたて、今度は大きな声で叫んだ。

　頭に血がのぼり、顔が紅潮してくる。――と同時に、さっき姫子にひっぱたかれたり殴られたりした頬ほおの痛みもよみがえってきた。

「やっぱり今の姫子はどうかしてる！　これ以上、あの子に学院府長をつづけさせちゃだめだよ！」

「ど、どうしたの、アヤメ」

　樹里亜が目をぱちくりさせて後ずさった。杏奈や高たか田ださんも、驚いたように目を見開いている。

「姫子に学院府長の資格はない！　学院府長がまちがってたら、その過あやまちを正させるのが生徒の義務だよ！　こんなことをつづけてたら、由麻ちゃんみたいなかわいそうな子が、これからももっと出るに決まってる。そんなことを、許すわけにはいかない！」

　造花作りをしていた生徒たちも手を止め、困ったように顔を見合せる。

「そうはいっても、アヤメさま……」

「私たちにできることってあるでしょうか」

「姫子さまは、先生がたまで味方につけてるのに……」

　どがん！　と、アヤメが格こう子し戸どをぶん殴った。痛さなんか感じない。

「みんな、聞いてっ！」

　アヤメは拳こぶしを振りあげ、声を張りあげた。この部屋だけでなく、ほかの座敷牢に入れられている生徒にも聞こえるように。アヤメは興奮すると、演説を始めるクセがあるのだ。

「このまま大人おとなしく姫ひめ子このいいなりになってちゃだめ！　勇気を出して、立ちあがろう！　そうすればきっと、姫子を学院府長の座から追放することができる！　先生たちだって、みんなが姫子の味方ってわけじゃないよ。理事長先生が恐こわいから、いやいや今の方針にしたがってる先生だっているはずだよ。とにかくこれ以上、姫子に学院府長をつづけさせるわけにはいかない！　ここは生徒みんなの学院なんだもの。みんなで、もっと楽しく、暮らしやすい学院にすることができるはずだよ！　ねっ、そう思わない？　杏あん奈なちゃん！」

「わ、私は――」

　いきなり答えを求められて、杏奈は苦しげな表情になった。

「……私は、姫子さまに逆らうことはできません。今までずっと、姫子さまのためにはたらいてきたんだし、姫子さまのお考えどおりにするのが私の……」

「その姫子がおかしくなっちゃってるんだよ。このままじゃ、誰だれよりも姫子が不幸になっちゃうよ。姫子のためにも、あの子を止めなくちゃ」

「そう、かもしれませんけど……」

「誰かを好きって思うことは、その人のいうことをなんでも聞くっていうことじゃないはずだよ。姫子を捨てろなんていわない。ただ、今だけ、少しのあいだだけ、わたしに力を貸してほしいの。ねっ、おねがい、杏奈ちゃん。姫子のために！」

「アヤメさま……」

　熱っぽい表情で迫られて、杏奈はあらがえなくなったように、首を垂れた。

　生徒の中には、きょとんとしている者も少なくない。みんな、杏奈がアヤメの『仲良しさん』だと思っていたのだから、当然だ。

　しかし、アヤメはかまわず声をはりあげた。

「みんな、自分の友だちのことを考えてみて！　あなたたちの中には、自分の『仲良しさん』と引き裂かれて、ここに入れられた人もいるはずでしょ。その子と、また会いたいと思うでしょ？　仲良くしたいと思うでしょ？　もういちど、自由におしゃべりしたり、手をつないだりしたいって思うでしょ？」

　生徒たちがおずおずとうなずく。

「それは、もちろん……」

「でも、私たちが勝手なことをしたら、友だちも座ざ敷しき牢ろうに入れられちゃうかも……」

「そんなふうに考えるのはまちがってる！　目の前にするべき義務があるのになにもしようとしないのは甘えだし、欺ぎ瞞まんだし、卑ひ怯きよう者もののすることだよ！」

　アヤメは頭ごなしに決めつけた。なんでもかんでも甘えとか欺瞞とか卑怯とかの強烈な言葉を使っておけば、手っとり早く発言に勢いをつけられるというものである。

「今のままじゃ、学院全体が座敷牢みたいなものじゃない。一番いい方法は、姫子を辞めさせて、もう一度、新しい学院府を開くことだよ。みんなでその気になれば、できるはずなんだから」

　生徒たちは、それぞれの表情でアヤメを見つめている。アヤメに賛成！　といいたそうな者もいるが、まだためらっている者も多い。

　なにか――なにかもうひとつ、この場にいるみんなを奮ふるい立たせるショックが必要だ。姫ひめ子こへの怒りをかきたてるようななにか、自分たちの正しさを裏付けるようななにかが。

（そうだ）

　アヤメは思いついたことを、ただちに実行した。頭に血がのぼっているので、ためらうこともなかった。

「みんな、見て！」

　きらーん。メガネをはずし、三つ編みをほどく。

「えっ……？」

「な、なにっ？　どういうこと……」

　生徒たちが、愕がく然ぜんとその目を見開いた。あんぐりと口を開ける者もいる。ざわざわざわざわっ。さざ波のように、どよめきが広がる。

　彼女たちの前にあらわれたのは、姫子にそっくりの、もうひとりの姫子だった。

　アヤメはついに、その素顔を生徒たちにさらしたのだ。

「ア、アヤメ……よね？」

　樹じゅ里り亜あがたずねる。

「そう、これがわたしの本当の姿!!　春日かすがアヤメの素顔なの!!!!!!」

　ががーん!!　音のない衝撃が、地下室に落雷のように響いた。

「で、でも、どうしてそんな……」

「親しん戚せきだって聞いてはいたけど、こんなにそっくりなんて……」

「わたしは姫子の影武者だったの。時々入れ替わって、みんなをだましてたんだよ」

「!!!!!!!!!!」

　さらなるショックが、立てつづけに生徒たちに襲いかかる。格こう子し戸どを隔へだてて、向かいの部屋の生徒たちも、驚きよう愕がくの表情でアヤメを見つめている。

　この機会を逃すまじ。アヤメはまくしたてる。

「もちろん、わたしだって姫子と同罪だよ。みんなに嘘うそついてたんだから。でも！　だからこそ、つぐなわせてほしいの。みんな、わたしと一緒に、姫子と戦おう！」

　力のこもった視線で、生徒一人一人を見つめる。

「みんな、わたしを見て。わたしをよく見て！　ここに、もうひとりの姫子がいる！　わたしは、佳か代よ花はな姫子になんか負けない!!　わたしは、あなたたちのために、あなたたちの姫子になる!!!!!!」

「私はアヤメについてくわ!!」

　樹じゅ里り亜あが、アヤメに負けないくらいの大声をあげた。ツインテールが、ぶん、と音がしそうなほど勢いよく振れた。

「私たちの前に、もう一人の姫ひめ子こがあらわれた！　いいえ、むしろ、こっちこそ本物の姫子よ！　今、学院府長をやってる姫子のほうが、にせものだわ！　アヤメこそが本当の姫子！　本当の学院府長!!　アヤメこそが、私たちの姫君よ!!!!!!」

　次の瞬間、座ざ敷しき牢ろうの中に喚かん声せいが爆発した。

「賛成ーいっ！」

「私も樹里亜さんに賛成！」

「アヤメさまがいてくれれば、姫子さまなんて恐こわくない！」

「私も、そんな気がしてきたわ！」

「アヤメさまと一緒に戦います！」

「もう姫子、さま、なんてつけない！　姫子でじゅうぶんよ！」

「立ちあがりましょう！　由ゆ麻まさんみたいな子を、二度と出さないために！」

「そして、私たちの『仲良しさん』を守るために！」

　アヤメは制服のスカートに手をかけると、紋章の部分をびりびりと引きちぎった。さっきの姫子との取っ組みあいですでにボロボロだったので、破りやすかった。長いすらりとした脚あしがあらわになる。

　引きちぎったカキツバタの紋章を高くかかげる。

「これがわたしたちの旗！　わたしを信じる者は、この旗のもとにつどいなさい！」

　わああぁぁぁ――――っ……!!!!!!

　地下室をゆるがす大音声。

「わーっ！　わーっ！　わーっ！」

「アヤメ！　アヤメ！　アヤメ！　アヤメ！」

　生徒たち全員が――寝ている由麻以外は――アヤメの名を連呼する。さっきまで死んだ魚みたいに生気がなかったその瞳ひとみには、今や危険なほど熱っぽい光が宿っている。

　樹里亜がカキツバタの造花を手に、一同に呼びかける。

「みんな、これが私たちの仲間のあかしよ！　これはカキツバタじゃないわ。これは、アヤメ！　私たちの姫と同じ、アヤメの花よ！」

　さらに巻き起こる大歓声。生徒たちは、ある者はアヤメと同じように自分のスカートを引き裂き、ある者は自分たちが作ったカキツバタの造花を手に取った。

「アヤメ！　アヤメ！　アヤメ！　アヤメ！」

　誰だれかが格こう子し戸どに手をかけ、揺すり始めた。つづいてまた一人、さらにまた一人。

　がたがたっ。がたがたっ。みんなで力を入れて、格子戸を揺さぶる。と――。

　ばきん。蝶ちよう番つがいが壊れて、あっけないほど簡単に、戸がまるごとはずれてしまった。

「みんな！　これ、簡単に壊れるわよ！」

　誰だれかが叫ぶ。と、向かいの部屋の生徒たちも、いっせいに格こう子し戸どに手をかけ、揺さぶり始めた。

　ばきん、ばきん、ばきん。

　蝶番が次々にはずれる。――まるで、壊されるのを待っていたかのように。

「わぁぁ――っ！」

　生徒たちは通路に躍おどりでた。

「わぁぁ――っ！　わぁぁ――っ！」

「アヤメ！　アヤメ！　アヤメ！　アヤメ！」

　生徒たちが一団となって、外に通じる扉に体当たりをくらわせた。

　こちらの扉も、あきれるほど簡単に破壊された。とらわれていた生徒たちが、歓呼の叫びとともに、一気に外に躍り出る。

　いつの間にか風が出ていた。頭上は夜空。雲の流れが速い。そのすきまから、月がせわしなく見え隠れしている。

　由ゆ麻まを背負った杏あん奈なが、アヤメのそばに駆け寄ってきた。

「アヤメさま、私、もう迷いません」

　杏奈はきっぱりと答えた。瞳ひとみに決意の色をみなぎらせて。

「私の姫は、やっぱり姫ひめ子こさまです。でも、アヤメさまも、もう一人の姫君なんです。これからどうなるかわかりませんけど、今はアヤメさまに、ついていきます！」

「ありがとう、杏奈ちゃん。きっと、なにもかもうまくいくよ」

「はいっ！」

　樹じゅ里り亜あがアヤメをうながす。

「みんながあなたの指示を待ってるわ。どうすればいいか、号令して！」

　アヤメはうなずき、大きな石の上にひらりと飛び乗った。

「わたしたちの敵は、高等部の学院府室にいる！」

　月を背にして、アヤメが叫ぶ。

「佳か代よ花はな姫子を倒すのよ！　みんな、このわたし、春日かすがアヤメにつづきなさい！」

　いいながら、紋章の入ったスカートの切れ端を、寄宿舎のほうへさし向けた。

　折から吹いてきた夜風が、アヤメの長く美しい髪と、手にしたカキツバタの――いや、アヤメの紋章をあざやかになびかせた。

「わぁぁ――っ!!!!!!」

「アヤメ！　アヤメ！　アヤメ！　アヤメ！」

　みんなの声を受け、アヤメが先頭に立って駆けだした。アヤメの名を叫びながら、生徒たちもつづいた。



　三



　寄宿舎では、夕食の真っ最中だった。

　このところめっきり口数が少なくなった生徒たちが、暗い雰ふん囲い気きの中でごはんを食べている。そこに、その知らせが飛びこんできた。

「座ざ敷しき牢ろうの生徒たちが逃げだしたんだって！」

　駆けてきた生徒が叫ぶ。と、いっせいに箸はしが止まった。

「逃げだした？」

「うんっ。外のほうが騒がしいから、なにかと思って見にいってみたら……」

「で、でも、座敷牢には鍵かぎがかかってるはずなんじゃ」

「アヤメさまが先頭に立って、扉を壊しちゃったらしいのよ」

「今、みんなで学院府室に向かってるって！」

　ざわめきが広がってゆく。

「おまえら、黙って見てるつもりか！」

　鋭い声が飛んだ。戸口に立っているのはエルザだった。エルザも、高等部一年生ながら、上級生からも一目置かれる存在だ。

「アヤメたちは、姫ひめ子こに立ち向かうつもりだ！　あたしたちも立ちあがろう！　このチャンスをつぶしたら、前みたいな学校生活は、二度と返ってこないぞ！」

　生徒たちのあいだに動揺がひろがる。

　そこに、今度は刈かり谷や純じゆんの声。

「私たちも立ちあがろう！　友だちが戦おうとしているんだ。黙って見ているわけにはいかない！　そうじゃないか！」

　ざわざわとこんな声が広がっていった。

「そうだわ……。私の『仲良しさん』も、座敷牢に入れられてしまったんだもの」

「私のルームメイトも、私の罪を代わりにかぶって、座敷牢に……」

「私の親友も……」

「私のお姉さまも……」

「私の妹も……」

「私の親友と、お姉さまと、妹と、『仲良しさん』も……」

　と、中にはちょっと節操に欠ける交遊関係の女の子もいるようだ。

　エルザがダメ押しのひと言を発する。

「座敷牢の中では、小お花ばな沢ざわ由ゆ麻まが重労働で倒れ、意識不明だそうだ」

　はっ、と何人かが息をのんだ。可か憐れんでまじめな由ゆ麻まの隠れファンは、意外に大勢いるのである。

「このままだと、君たちの友だちも小お花ばな沢ざわ由麻さんみたいになるかもしれない！　彼女の犠牲を無駄にしてはならない！　由麻さんのためにも、みんな、勇気を出すんだ！」

　純じゅんの言葉に、エルザもつづける。

「みんな、アヤメと一緒に戦おう！　あたしたちの姫は、春日かすがアヤメだ！」

　あおられ、次々に立ちあがる生徒たち。

「私、純さまとエルザさんのいうとおりにするわ！」

「私も！　花はな時雨しぐれ仮面Ａのアヤメさまと一緒なら、戦える気がする！」

「私もアヤメさまについていくわ！」

　エルザは声をはりあげた。

「アヤメたちはこっちに向かってる！　あたしたちも行くぞ！」

　わぁぁ――っ!!!!!!

　ここでも大きな歓声があがり――。

　そして生徒たちは、畳を蹴けって、いっせいに外へと飛びだした。

　彼女たちは、気づいていなかった。

　自分たちの足もとに、ほんのり赤く光る奇妙な煙がただよっていることを。



「姫ひめ子こさま！」

　勢いよく戸を開け、学院府室に駆けこんできたのは、水みず野のさよ子こ先生だった。

　姫子は眉まゆを寄せた。アヤメを座ざ敷しき牢ろうに入れたあと、部屋にもどらず、ずっと書類仕事をしていたのである。

「ここにはこないようにといったはずでしょう。あなたは、あの校内放送のショックで休職中――そういうことになっているんだから」

　水野さよ子も佳か代よ花はな家の分家の出なのだ。だからこそ、姫子の担任に就いていたのだが、それらの事情が生徒に知られたら、苦労して作った筋書きが台無しになる。

　しかし、水野先生には、そんなことを気にしている余裕はないらしい。

「座敷牢に入っていた生徒たちが、全員で逃げだしました。寄宿舎にいた生徒も、それに呼応して外に出たようです」

「もう？」

　姫子は椅い子すから腰を浮かした。その口もとが、わずかにゆるむ。

「……思っていたより早かったわね。さすがはアヤメだわ」

「今、佳代花家の職員たちが、総そう出でで食いとめようとしています。ですが、どうなるかわかりません。暴動を起こした生徒たちは、姫子さまを捜しているようです。早くお逃げにならないと……」

「暴動？」

　姫ひめ子こは、ふっ、と唇をほころばせた。

「暴動なんかじゃないわ。――これは、アヤメの革命よ」



「姫子を倒せ！　姫子を倒せ！」

「暴君を倒せ！　女王を引きずりおろせ！」

「平和な学院を取りもどせ！」

　口々に叫びながら、生徒たちが一団となって、木こ立だちの中を疾走する。

　その先頭は、春日かすがアヤメ。制服のスカートをみずから引き裂き、夜目にも白い脚あしをむきだしにして走る、漆しつ黒こくの髪の美少女だ。赤い髪飾りがついていないこと以外は、なにもかも、佳か代よ花はな姫子とそっくりである。

　スカートの切れ端は、誰だれかが持ってきた長い棒に結びつけられ、本当の旗のようになっていた。アヤメはそれを振りかざし、高等部の校舎に向かってまっしぐらに走っている。

（な、なんか、みんな興奮しすぎなんじゃないかな）

　夜風で頭が冷えるにつれて、今さらのように不安になってきたアヤメだった。

（これじゃまるで、「封じられたもの」にとり憑つかれてるみたいな……）

「アヤメ！」

　ツインテールをなびかせた樹じゅ里り亜あが追いついてきた。制服や髪に、カキツバタの造花を何本もさして、かなりユニークないでたちになっている。

「こうなったからには、地獄の底まであんたと一緒よ。さっきもいったけど、私の姫は、姫子じゃなくてあんた！　みんなも同じ気持ちよ！」

「あ、あのね、樹里亜さん。ちょっと落ちついたほうがよくない？　みんなちょっと、のぼせすぎっていうか、なんていうか――」

「自分であおっといて、なにいってるのよ、今さら！」

　樹里亜がツインテールをぶるんと振って怒鳴った。

「これから独裁者の城じよう塞さいに殴りこみをかけにいくってのに、主導者のあんたがそんなことでどうするのよ」

「ど、独裁者の城塞って――」

「みんな怒りやストレスが溜たまってたんだもの。こうなるのが当然よ！　――でもまあ確かに、ふだんケンカしてない子が暴力沙ざ汰たに走ると、歯止めがきかなくなりがちだけど」

　と、樹里亜は意外と冷静なアタマも残している。樹里亜本人は、しょっちゅう姉妹ゲンカをしていたというから、荒ごとには慣れているのだろう。

「見て、先生たちだよ！」

　少し後ろを走っていた高たか田ださんが指さした。アヤメたちの行く手を、先生たちが机や椅い子すを積み重ねて封鎖している。その顔ぶれには見おぼえがあった。いつも姫ひめ子この命令どおりに、生徒たちを座ざ敷しき牢ろうに送りこんでいた教師たちだ。

「ひるむな！　つっこめ――っ！」

　樹じゅ里り亜あがアヤメの手から旗をもぎとり、突進していく。アヤメは美術の教科書に出ていた、ドラクロワ画の「民衆をひきいる自由の女神」という絵を思いだした。

　先生たちは勇敢だった。何十人もの女生徒が、髪を振りみだし、まなじりを決して突っこんでくるのに、逃げずに果敢に立ち向かおうとした。

　が、人数に差がありすぎた。どかん、どかん、どかん。鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。先生たちは押しのけられ、つきとばされ、はじきとばされ、悲鳴とともに地面に転がった。

「このまま姫子のとこまで突っ走るわよ！」

　樹里亜が叫ぶ。わぁあ――っ！　と、生徒たちが声をあげる。

　アヤメは走りながら、ますます不安がつのった。こんなに血気にはやった生徒たちが、集団で姫子に迫ったら、どうなってしまうだろう？

　さらに前方、高等部の校舎のほうから、大きなどよめきがあがった。なんだろう。なにか騒ぎが起きているようだ。

「アヤメ！」

　前方からエルザが走ってきた。アヤメは立ち止まる。高たか田ださんや生徒たちは、旗をかざした樹里亜につづき、アヤメの横を走り抜けてゆく。

「エルザ、なにがあったの？」

「寄宿舎にいた生徒たちが、高等部の校舎につっこんだんだ。こんなに騒ぎが大きくなるなんて、あたしも思わなかったんだが……」

　エルザも困惑顔だ。確かに、今の生徒たちの様子は、どこかおかしい。姫子や先生たちへの怒り、フラストレーションが溜たまっていたとはいえ、みんな尋常な目の色ではない。ほとんど正気を失いかけているかのようだ。

「姫子は？」

「わからない。高等部の周りは人がごったがえして、中に入れないんだ」

「逃げてくれてるといいけど……」

　嫌な予感は増す一方だ。もちろん、姫子のことだから、うまく難を逃れるに違いないとは思う。隠し通路だってあるし、アヤメに化けるという手だってあるのだ。

　なのに、この胸騒ぎはなんだろう。

　いまだに姫子のことを心配している自分が不思議だった。

　今やアヤメこそが、姫子の野望の前に立ちはだかる、最大の敵になっているのに――。



　姫ひめ子こは最後の瞬間まで、学院府室の机で仕事をしていた。

　とりあえず一週間ぐらい先までは、事務手続きはすませておく必要がある。でないと、明日以降の、学院の運営にさしさわりが出る。

　――明日以降、誰だれがこの席に座っているにしても。

　水みず野の先生は安全な場所に避難させてある。危険な目にあうのは自分一人でいい。

「佳か代よ花はな姫子！」

　部屋の戸が勢いよく開いた。怒りの表情の生徒たちが姫子をにらんでいる。

「……アヤメじゃないのね」

　姫子はがっかりした。どうせなら、アヤメの手でこの部屋から引き出されたい、と、そう願っていたのだが。

「佳代花姫子。よくもよくも、私たちをだましてくれたわね」

「あなたは天使なんかじゃないわ。女神さまでもない。悪魔よ！　魔女よ！」

「友だちを座ざ敷しき牢ろうに入れてくれた恨みを思い知りなさい！」

「大勢の人たちを罠わなにかけ、おとしいれた罪をつぐないなさい！」

　生徒たちの目が、異様にぎらぎら光っている。その足もとに、赤い煙が渦うず巻まいているのを、姫子は確認した。

　すべては計画どおり。

　生徒たちは、どっと姫子に襲いかかってきた。その美しい髪を、赤い髪飾りを、きゃしゃな腕を、長い脚あしを、制服を、リボンを、わしづかみにし、引きむしり、ねじりあげ、引き裂き、のしかかってくる。

　姫子は抵抗しなかった。



　アヤメはようやく異変に気づいていた。

「赤い煙……」

　高等部の校舎の前では、先生たちと生徒たちが集団で乱闘状態になっていた。その足もと、地面を這はうように、あの煙がただよっているのだ。

　道理で生徒たちや先生の様子がおかしかった。ふだんの、おっとりと上品な彼女たちとは思えない、悪鬼のような凶暴な顔になっている。

「さっさと部屋にもどりなさい！　いうことを聞かないと退学にするわよ！」

「やれるもんならやってみなさいよ！」

「あんたたちの窮屈な躾しつけにはうんざりなのよ！」

「教師に向かってなんてことを！」

「姫子なんかのいいなりになって、なにが教師よ！」

「このガキども！　いわせておけば！」

「うるせえ、ババア！　かかってこい！」

　教師と生徒、どちらも瞳ひとみが異様に輝いている。「封じられたもの」に憑ひよう依いされると、こういう顔つきになるのだ。

　アヤメは、何日か前に美み環わ子こが教えてくれたことを思いだしていた。美環子は、封印の扉が開きかけているといっていたのだ。みんなが変になっているのは、その影響なのかもしれない。

「落ちついて！　ケンカをやめて、気を確かにもって！」

　アヤメは声を張りあげた。しかし、誰だれの耳にも届いていないようだ。もはや、冷静な言葉が通じる状況ではなさそうだ。みんな、アヤメに目もくれようとしない。

　エルザとはいつの間にかはぐれてしまった。樹じゅ里り亜あや高たか田ださん、杏あん奈なと由ゆ麻またちも、どこにまぎれてしまったのか、居所がわからない。

「佳か代よ花はな姫ひめ子こ、見つけた！」

　叫びながら飛びかかってきた生徒たちがいた。ミーちゃんとユーコとヒロコの三人組だ。

　あわてて飛びのき、かわす。しかし、三人は手に手にモップやホウキを持って、アヤメを囲む。みんな目をぎらつかせ、身体からだに赤い煙をまとわせている。

「ミーちゃん、やめて。わたしだよ、アヤメだよっ」

「くたばれ、姫子！」

　ミーちゃんたちは、かまわず襲いかかってくる。すっかり理性を失ってしまっているようだ。この三人も、あれほど姫子が大好きだったのに。

「アヤメちゃん、どいて！」

　暗がりから蘇す芳おう美環子が飛びだしてきた。黄金の光が一いつ閃せんした。

「きゃあーっ」

　ミーちゃんたちが、今度は年齢相応のかわいい悲鳴をあげて地面にひっくりかえり、気絶した。身体に絡みついていた赤い煙が、闇やみに溶けるように消滅し、凶悪な表情も消え去った。

「あぶないところだったわね、アヤメちゃん。怪け我がはない？」

「美環子さん、そのかっこう――」

　アヤメは目を見張った。美環子は巫み女こ装しよう束ぞくだった。いつも姫子が着ているのとほとんど同じデザインだ。手には黄金の錫しやく杖じようを持っている。

「巫女の仕事をする時には、私もこんな姿になるのよ。騒ぎがここまで大きくなったら、さすがに黙って見ているわけにはいかないわ」

　といっている間にも、横から飛びかかってきた生徒を、また錫杖でなぎはらう。倒れた生徒は失神し、まとわりついていた煙は消える。

「心配していたことが現実になったわ。蘇芳家から出ている教師たちも、みんなおかしくなっているの。こう数が多いと、私一人では、とても手が回らない……」

「これってやっぱり、封印の扉が開きかけてるせい？」

「そうよ。生徒たちの怒りが爆発したために、扉が本格的に開こうとしているの」

　いって、乱闘をしている生徒や教師たちを見やる。

「たぶん、これが姫ひめ子この目的だったんでしょうね。封印の扉を開くために、生徒たちを規則で締めつけて、怒りや欲求不満がつのるよう、仕向けていたんだわ。そしてあなたを煽せん動どう役やくにさせて、みんなを暴発させたのよ」

「…………！」

　またか、とアヤメは思った。美み環わ子この言葉が当たっているなら、アヤメはまたしても、姫子の思惑どおりに行動していたことになる。

　アヤメを学院府から追い出したのも、座ざ敷しき牢ろうに入れたのも、すべてこの事態をひき起こすための、姫子の計画だった――ということになるのだ。

「アヤメちゃん、姫子を捜して」

　はっ、とアヤメはわれに返った。美環子が真剣なまなざしをアヤメに向けている。危機感に満ちた表情。美環子のこんな顔は見たことがない。

「あの子の最終的な目的はわからない。でも、このままでは混乱が広がるばかりだわ。生徒と先生の全員が『封じられたもの』に憑つかれてしまったら、私一人ではどうすることもできない。姫子の力が必要なの」

「美環子さんはどうするの？」

「私はみんなにとり憑ついた『封じられたもの』を祓はらうわ。一人ずつ祓っていくしかできないから効率はあがらないと思うけど、やれるところまでやってみる」

「わかった。気をつけてね」

「アヤメちゃんも」

　二人はうなずきあい、それぞれの方向へ走りだした。美環子は、大乱闘の場と化している校庭へ。アヤメはがらんとした高等部の校舎へ。

「姫子！　姫子！　姫子！」

　走りながら、さまざまな感情が身体からだ中をぐるぐる回る。怒り、悲しみ、不安、失望。

　なぜ姫子は、こんな事態をアヤメに作り出させたのだろう。いや、そもそもここまで大混乱が起きることを計算に入れていたのだろうか。

　がらんとした階段を駆けのぼり、学院府室にとびこむ。

「姫子！」

　誰だれもいない。しかし、混乱のつめ痕あとは、生なま々なましくその場に残されていた。

　姫子がいつも使っていた執務机がひっくりかえされている。

　いつもみんなでお茶を飲んでいたテーブルは、真っ二つに割られている。

　姫ひめ子このきれいな字で書かれた書類が床に散乱し、いくつもの靴あとに踏みにじられている。

　わぁ――っ。外から声があがった。アヤメは窓から身を乗りだした。

　高等部の校舎と寄宿舎のあいだにあるカキツバタの池。姫子の実家である佳か代よ花はな家が寄贈したその池の周りに、生徒たちが集まりつつある。

　――もしかしたら、姫子はそこに？

　廊下に出るのももどかしく、思いきって窓からとびおりた。屋根のひさしをステップに、地面に着地する。尻しり餅もちをついたが、怪け我がはない。

　長い髪と、裂けたスカートをなびかせて池へと走る。途中、クラスメートたちや、穂乃香や放送の宮の生徒たち、夜啼鶯の宮ナイチンゲールの生徒たちも見かけた。みんな乱闘の渦うずの中だ。気がかりだが、今は姫子のほうが心配だ。

　ようやくカキツバタの池にたどりついた。「寄贈　佳代花家」と書かれた立て札は、引き抜かれ、土にまみれていた。

　その場は、騒乱の巷ちまたと化していた。大勢の生徒が声をあげて、なにごとか叫んでいる。

　アヤメは人ごみをかきわけて、無理やり前に出た。

「ああっ！」

　目にしたものの衝撃で、アヤメの呼吸が止まった。

　無数のカキツバタが咲きみだれている池の前に、大きな十字架がゆっくりと立ちあがろうとしていた。

　姫子がはりつけにされている。

　長い髪はそのままだが、服を引き裂かれている。半なかばあらわになった肌には、無数の傷。内出血の青あざ、赤い爪つめあと、引っかき傷、腫はれた肌。生徒たちに殴られたり、蹴けられたりした痕あとだろう。

　赤い髪飾りはない。代わりに、バラのつるで編んだものだろう、棘とげのついた冠がかぶせられていた。

　腕と脚あし、胸や胴体にもバラのつるが巻きつけられ、細い身体からだを固定されている。

　無数の棘が白い肌にくいこみ、血がにじんでいる。

　十字架を支えているのは生徒たちだ。地面に掘った穴に、十字架の下部を突きたてる。隅に小さく、演劇の宮と書いてある。なにかのお芝居に使ったものらしい。

「姫子！　姫子！　姫子！」

　必死に叫ぶアヤメの声は、生徒たちの怒声や罵ば声せいにかき消されてしまう。姫子は意識を失っているらしく、ぐったりと首を垂れ、動かない。まるで死んでしまったみたいだ。

「わぁぁ――っ……!!」

　生徒たちが、大歓声を爆発させた。

　そのとたん！

　どどーん！　なにかが爆発するような音とともに、地響きがその場をゆるがした。アヤメは、はっとして音のほうを見やった。

「あれは……！」

　息をのむ。五重の塔の方角から、天に向かって、大きな光の柱が立ちのぼっていた。

　なんだ？　なにが起きているのだ？

　わーっ！　わーっ！　わーっ！　声があがる。中には、串くし刺ざしにしろ、とか、火あぶりにしろ、などという声もある。

　どの生徒も異様に瞳ひとみを輝かせ、身体からだには赤い煙をまとわせている。煙の匂においがかすかにアヤメにも届いた。血のような匂いだ。みんな、血の匂いに酔っているのだ。

　どの子も『封じられたもの』に憑つかれていることは明らかだった。もはや、彼女たちの行動は、暴力のための暴力、破壊のための破壊と化している。そして、本人たちは自分がまともな判断力を失なくしていることに気づいていないのだ。

　異常な状況の中――。

　十字架にかけられた姫ひめ子こだけが美しかった。

　咲き乱れるカキツバタを背に、月の光を一身に浴び、バラのつるを巻きつけられて、はりつけにされたその姿は、一種、悽せい愴そうな美を感じさせた。



    

  
    
      



    

  
    
      　――が、感じいっている場合ではない。この集団の中にいては、アヤメも「封じられたもの」にとり憑つかれて、狂乱に巻きこまれかねない。

　突然！

「やりすぎだ！　みんな、頭を冷やせ！」

　ぱんぱんぱん！　と爆竹のはじけるような大きな音がした。と同時に、花火のような光がその場に炸さく裂れつした。

　生徒たちが悲鳴をあげて後じさる。そこに駆けこんできたのは、アヤメもよく知っている二人だった。

「三み千ち代よさん、和かず季きさん！」

　二人もまた、巫み女こ装束で錫しやく杖じようを持っている。二人の錫杖は、赤銅色だ。

「おひさしぶりです、アヤメさん」

「こんな形で再会するとは思わなかったけどね」

　と、十字架にかけられた姫ひめ子こをかばう形で、錫杖をかまえる。

「ど、どうなってるの？　あなたたち、姫子をうらんで、失脚させようとしたんじゃ……」

「それも姫子さまの筋書きだったんです」

「君も知ってのとおり、私たちも佳か代よ花はな家の巫女なんだ。姫子のような力はないが、いざという時のために、おばあさまの元で待機していたんだよ」

「おばあさまって、理事長先生のこと？」

「説明はあとだ。この場の連中は、私たちが引き受ける」

「アヤメさんは、姫子さまを安全な場所へ」

「う、うんっ」

　三千代が錫杖を一いつ閃せんする。と、姫子をいましめていたバラのつるが切断され、細い身体からだがずるずると滑すべり落ちてきた。

「姫子！」

　ぐったりと動かない姫子をアヤメが受けとめる。バラのつるの冠をかぶせられた姫子は、青ざめた顔で、目を閉じたままだ。

　アヤメは自分の指が傷つくのもかまわず、姫子の額ひたいから、バラの冠を取り去った。

　三千代が叫ぶ。

「私たちの心配は無用だ。われわれも、佳代花家の巫女として修練は積んでいる」

「うん、ありがとう！」

　じゃきん！　三千代と和季が、一いつ糸し乱れぬ動きで同色の錫杖をかまえる。

「さあ、かかってこい。前の学院府長さまが相手をしてやる！」

「前の学院府書記も、お相手します！」

　かっこいい。と、見ほれている場合ではない。急がねばならない。アヤメは姫ひめ子こを背負って、その場から一目散に駆けだした。
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　木こ立だちの中に駆けこみ、ようやく安全そうな場所までたどりついた。

　五重の塔を見あげる大木のそばだ。アヤメと姫子が初めて出会った場所である。

　塔から立ちあがった光の柱が輝きを増している。あの光はなんなのだろう？

「姫子、姫子、しっかりして。だいじょうぶ？」

　血の気の失うせたほっぺたを、ぺちぺちと叩たたく。

「だいじょうぶ。目はさめているわ……」

　姫子が長いまつげを震わせ、目を開けた。

「気がついてたの？」

「ええ。……でも、さすがにこたえたわ。みんなによってたかって乱暴されて」

「ひどい怪け我がだよ、姫子。痛いでしょ。早く保健室に行こう」

　しかし、姫子はどこか満足そうだった。

「いいのよ。わたし、みんなにずいぶんひどいことをしてきたんだもの。これぐらいされて当然……ううん、まだまだ足りないぐらいだわ」

　アヤメは以前から気づいていた。姫子がずっと前から、こんなふうに誰だれかに罰してもらいたがっていたことを。

　今まで、なにかというとアヤメをいたぶっていたのも、本当は自分自身に……。

　姫子がくすくす笑いだした。

「……なにがおかしいの、姫子？」

「あなたを見たら、花はな時雨しぐれ仮面を思いだしたの。蜂はち須す賀かさんと二人で、楽しそうだったわね。わたしも仲間に入れてほしかったわ」

　そして、ふと真顔になった。

「蜂須賀さんや高たか田ださんは？　それに、杏あん奈なや由ゆ麻まちゃんたちは無事かしら。アヤメ、あなたとずっと一緒だったんでしょう？　それに、エルザや純じゅんさまは……」

　むっかあ～。アヤメは腹が立ってきた。

「また他人の心配ばっかりしてる！　そんな余裕があるなら、さっさと逃げればよかったのに。姫子、強いんだから。ちょっとぐらい人数が多くても、なんとかなったはずでしょ」

「これまでわたしがしてきたことを考えると、そう簡単に逃げるわけにもいかないと思って。――それにね」

　姫子が、アヤメを見つめた。

「あなたが助けてくれるのを、待ってみたかったのよ」

「……わたしが助けにくるとは限らなかったでしょ。今はわたし、姫ひめ子この敵なんだよ」

「そうね。それでも、あなたはきてくれたわ」

「…………」

　姫子はゆっくりと身体からだを起こした。

「さあ、行きましょうか。最後の舞台へ」

「え……？」

「五重の塔。あなたが初めて、この学院にあらわれた場所よ」



　姫子はまだ本調子ではないようだ。アヤメが肩を貸し、二人で寄り添うように歩く。

「ねえ姫子、いったいなにがどうなってるの？　美み環わ子こさんは、こうなることも全部、姫子の予定どおりだったっていってたけど……」

「そのとおりよ。さすがに美環子さまの目はごまかせないわね」

　姫子が五重の塔を見やる。立ちのぼる光の柱は、さらに輝きを増しつつあった。

「封印の扉が、いよいよ本格的に開こうとしているのよ。完全に開ききれば、封じられていたものたちが、次々に飛びだしてくるわ。妖よう怪かい、悪霊、怨おん霊りよう、魔物、魑ち魅み魍もう魎りようたちが」

「どうしてそんな……。姫子の家は、扉が開かないように守ってたんじゃないの？」

「状況が変わったのよ」

　五重の塔の扉を開けて、中に入る。真っ暗だ。外の喧けん騒そうも、ここまではとどかない。

「すべてはこの時のために、慎重に積み重ねてきた計画だったの。わたしが学院府長になることも、規則を強めて、みんなの怒りや欲求不満を高めることも」

「でも、学院府長になったばかりの時は、規則をゆるめたんじゃ……」

「いったん自由を味わってしまえば、それを奪われた時の反発も強くなるわ。そうして、みんなの怒りをわたしに集めて、それを爆発させれば、大きな力が生まれる。封印の扉を開くことができるのよ」

　傷つき、疲れていても、姫子の口く調ちようは明めい晰せきだった。

「三み千ち代よさまや和かず季きさんにまかせるわけにはいかなかったわ。この計画は、わたしとおばあさまだけのあいだで立てられたものだから。ほかの人に明かせば、蘇す芳おう家に知られてしまう危険もそのぶん大きくなるわ。秘密は絶対に守られなければならなかったのよ」

「それでわたしにも、なにもいってくれなかったんだね……」

「そうよ。それに、打ち明けたらあなたは止めたでしょう」

　それはもちろん止めただろう。そんな危ない役を、姫子にさせるわけにはいかない。たぶんアヤメは、自分が身代わりになるといったはずだ。

「告発の手紙を書いたのも、わたし自身。保健室で、水みず野の先生とわたしのやりとりを蜂はち須す賀かさんとあなたに聞かせたのも、わたしの考えた筋書きよ。水みず野の先生だけじゃないわ。わたしに協力してくれた先生たちは、みんな、佳か代よ花はな家の分家の出なのよ。それに、インタビューで証言した子たちも、わたしの協力者。杏あん奈なほど親しくはないけれど、みんな私のスパイなのよ」

　いわれてみれば、あの証言者たちは座ざ敷しき牢ろうに入れられずにすんでいた。すべて姫ひめ子この自作自演だったということか。

「わたしや、由ゆ麻まちゃんや杏奈ちゃんを学院府から追いだしたのは――」

「嫌われ役は、わたし一人でじゅうぶんよ。特に、アヤメ。あなたを悪者にするわけにはいかなかったの。わたしに代わる指導者として、生徒たちにまつりあげられてほしかったから」

「……なにもかも、姫子の思いどおりになったんだね」

「そうよ」

　姫子はうなずいた。

「なにもかも、すべて、わたしの思いどおりだわ」

　階段は暗い。姫子がどんな表情をしているかはわからない。

　アヤメが最初に目をさました踊り場も通りすぎた。あの夜、舞まいからアヤメへの伝言が書かれていた窓は、今は暗く閉ざされている。

　五重の塔の最上階にたどりついた。天井は高く、露台から月の光がさしこんでいる。床にはなにも置かれておらず、がらんとしている。

　その奥の暗がりに、誰だれかがいた。

「ようやくお会いできましたね、春日かすがアヤメさま」

　はっと目をこらす。和服姿の、年配の女性が端たん然ぜんと座っていた。

「私は佳代花常とこ世よ。当代の、佳代花家の当主をつとめております」

「それじゃ、わたしの保証人になってくださった……。あの、ありがとうございます。いつも、姫子さんにはお世話になっております」

　場違いなあいさつのような気がしたが、佳代花常世は笑わなかった。

「お礼をいっていただく必要はありません。――あなたさまをよみがえらせ、この地に呼びだしたのは、私どもなのですから」



    

  
    
      


第四章　最後の対決



　一



「あなたが、わたしを呼びだした？　どういうこと？？？」

　アヤメは目をぱちくりさせた。

　姫ひめ子こは、祖母から銀色の錫しやく杖じようを受け取り、座った。アヤメもふらふらと、姫子の隣に正座する。そっくり同じ顔の二人が並んだ。

　姫子の祖母、佳か代よ花はな常とこ世よは静かに口を開いた。

「あなたさまは、わたしどものご先祖なのです」

「……は？」

「今から千年前、この地に、すぐれた力を持つ巫み女こがおられました。そのおかたが、あなたさまなのです」

　アヤメは美み環わ子こがいつか教えてくれたことを思いだした。

　千年前の姫。姫子に匹敵するほどの、天才的な巫女の力を持つ少女がいた。

　なぜかその姫も、そっくり似た顔の双子の姉妹と暮らしていたという。

　それが――そのどちらかが、自分だというのだろうか。

「当時のあなたさまは、独自の研究をもとに、封印の扉を自由に開閉し、扉の中から力を汲くみだす方法を手にされました。そのわざを用いれば、巫女の力を高めることができる。そればかりか、自らが不死の力を得ることすらできる――そういうわざです」

「不死の力……」

「そのかたは、自らにその不死のわざをほどこしました。それは、自分自身にそっくりの分身を作りだし、それを封印の扉の内側に保存しておくという方法です」

「それじゃ、千年前の巫女が、自分そっくりの女の子と暮らしていたっていうのは――」

「封印の扉から汲みだした力で作られた、分身のことです。分身と申しましても、複製というわけではありません。同じ人間が、そっくりそのまま二人に分かれた、まったくの同一人物なのです。二人は、意識もなかば共有し、さながら鏡映しのように、常に一緒に行動していたと、記録には残されております」

　分身。意識の共有。よくわからないが、つまりそっくり同じ二人の人間になったということか。

「そしてあなたさまは、封印の扉の中で眠りつづけておられたのです。千年間の、長きにわたって」

「でも、わたし、なにもおぼえてないよ……」

「千年のあいだに、記憶が薄れてしまわれたのでしょう。あるいは千年前に、あなたさまご自身に、なにかの事故があったのかもしれません。封印の扉を開けて、中から力を汲くみだすわざは、同時に、この世界に『封じられたもの』を解きはなち、大きな混乱をもたらしたといいますから」

「それがほんとなら、もう一人のわたしはどうなっちゃったの？」

「混乱がおさまったのち、結婚して子をなされました。その子孫が今の佳か代よ花はな家です」

　すると、姫ひめ子こも常とこ世よも、いわばアヤメの子孫、ということになる。正確には、もうひとりのアヤメの子孫だが。

「あなたさまが作りだされたわざは、秘中の秘として、千年間、佳代花家の当主にのみ伝えられてきました。――そして、その禁じられた秘法を用い、あなたさまをよみがえらせたのが、私たちなのです」

「…………」

　そう聞かされても、まったく実感がない。

　千年間も眠りつづけていれば、確かに記憶があやふやになってもしかたがないかもしれない。しかしまだ、わからないことが多すぎる。

「……でもわたし、この塔で目をさました時は、この学院の制服を着てたよ。それに、この時代の知識とかもあったし、学校の授業にだってついていけたし」

「それは、初しよ代だいさまがなんらかの術をかけたのでしょう」

「初代さま、って――」

「あなたさまをよみがえらせるに当たっては、初代さまの力をお借りしたのです。佳代花家の守り神、この地に『封じられたもの』をおさめた、私どもの始祖であられるかたです」

「舞まいさまのことよ」

　と、それまで控えていた姫子が口を開いた。

「禁断の秘法には、無数の佳代花を――かきつばたの花を、燃やすことが必要なの。佳代花家の実家の周りには、かきつばたの花がたくさんを咲いているわ。花の生命を燃やすことで、わたしたちの願いが初代さまに届く。ごく簡単に説明すると、それが、千年前にあなたが生み出した秘法なの」

　そんな夢を見たことがある。かきつばたの花畑が燃え上がる夢だ。

　あれは、自分が封印の扉の中から呼びだされる時の記憶だったのだろうか。――それとも、千年前にアヤメ自らが試こころみた実験の光景だったのか。

「わたしもおばあさまも、舞さまには直接はお会いしていないわ。でも、あなたは何度も会っているわよね」

　舞が、初代の巫み女こ。――すると、あの小さい女の子は、姫子とアヤメの共通のご先祖さまということになるわけか。

「わたしたちは、かきつばたの花畑を焼いて、封印の扉を少しだけゆるめることに成功したの。そして、あなたを呼びだした。でも同時に、扉の中から、ほかの存在も出てきやすくなってしまったわ。最近、『封じられたもの』が、あらわれることが多くなっていたのは、そのため」

　なんのことはない。姫ひめ子ことアヤメは、自分たちのせいで出現した『封じられたもの』たちと戦っていたわけだ。

「わたしは、最初は知らなかったの。あなたが何者なのか」

　と、姫子がつづける。

「でも、もしかしたら佳か代よ花はな家の――おばあさまのなさったことではないかと、薄々思っていたわ。だから、あなたのことを保護してあげたのよ」

　姫子が小さく笑った。

「あなたが自分の裸を見て照れていたのはね、あなたが男の子だったからじゃないの。平安時代のお姫さまだったあなたは、着替えも湯ゆ浴あみも、みんな侍じ女じよたちにまかせていたのよ。自分の肌を見る習慣がなかった。だから自分の裸も、ほかの女の子の裸も、見慣れていなかったの」

　しかしアヤメは、とても笑う気分にはなれなかった。

「どうしてずっと黙ってたの？　教えてくれればよかったのに……」

「わたしも、おばあさまに教えていただくまでは知らなかったのよ。教えていただいたのは、あなたがあらわれてから、一週間ほど経たってから。――それに、話したら、あなたは混乱するでしょうし」

「話してくれなくても混乱したよ！」

　しかし、ようやくいろんなことが腑ふに落ちてきた。

「……姫子とわたしがこんなにそっくりなのは、わたしが姫子の先祖だったからなんだね。姫子がわたしの、千年後の子孫だから……」

「それだけではないわ」

　姫子がゆっくりとアヤメに顔を向けた。アヤメそっくりの、その顔を。

「わたしは、あなたの生まれ変わりなの。正確にいえば、もう一人のあなたが亡くなって、今の時代に魂が転生したのがわたし」

　そっくり同じ二つの顔が、間近で向き合う。

「わたしの前世があなたで、あなたの来世がわたしなのよ、アヤメ」



　――頭が真っ白になってしまった。

　千年前にこの地を治めていた、天才的な力を持つ巫み女こ。

　その巫女が、封印の扉の内側から力を汲くみだす術を開発した。

　巫み女こは、その力を使って、自分の分身を作り――。

　分身の片方が、千年間眠りつづけていたのがアヤメだという。

　そして千年が経たち、姫ひめ子この祖母と姫子が、なんらかの理由でアヤメをよみがえらせた。

　姫子は、アヤメの分身の生まれ変わりで――。

　いわばアヤメは、自分自身が死後に転生した存在と、ずっと向き合っていたことになる。



「革命とは、命を革あらためると書くわ」

　姫子の声は落ちついている。

「文字どおりに、生命があらたまる、という意味に取れば、あなたとわたしの関係こそ、革命といえるかもしれないわ。生まれ変わり、輪りん廻ね転生、リーインカーネーション、呼びかたはいろいろあるわね」

「いのちが、あらたまる……」

「語源は『易えき経きよう』。湯とう武ぶ、命めいを革あらため、天に順したがいて人に応ず――。本来は、天の命令が変更される、という意味だけれど」

　姫子の黒い瞳ひとみに自分の顔が映っている。

「そう。あなたとわたしは、同じ一つの魂を持っているの。生まれ変わりだから、わたしはあなたにこんなにもそっくりなのよ」

「……姫子は、それ、いつから知ってたの？」

「いつかの秘密パーティの時よ。あなた、わたしとまちがえられて『封じられたもの』に憑つかれそうになったでしょう。あの時に、そうじゃないかと思ったの。そして、おばあさまから、あなたが千年前の巫女だと聞かされて、それで確信したのよ」

　姫子がじっとアヤメを見つめる。アヤメも同じように姫子を見つめる。

「わたしも驚いたわ。自分自身の前世があなただなんて。それに、こういっては失礼だけど、あなたは千年に一度の天才少女には見えなかったから」

　まったくだ。アヤメは姫子の足をひっぱってばかりいたような気がする。

「でも、そういう性格だからこそ、革命的な術を生むことができたのかもしれないわね。封印の扉から力を汲くみだそうとするなんて、普通は考えつかないもの」

　ほめられているような気がしないし、ほめられていたとしても、ちっとも嬉うれしくない。

「それがわたしの犯した罪？」

「そうね。自分に不死のわざをほどこすなんて、人の身にはあまりに大それたことだわ」

　常とこ世よがまた口を開いた。

「けれど、今の佳か代よ花はな家は、あなたさまが見いだされたわざに頼るしかないのです」

「どういうこと？」

「佳代花家の力はおとろえています。千年のあいだ、血族間の婚姻をくりかえした結果なのかもしれません。家は衰すい退たいし、巫み女この力を持つ者が生まれにくくなっております。そのため、傍流である蘇す芳おう家に勢力を奪われようとしています」

　美み環わ子この顔が頭に浮かんだ。美環子は、自分たちのライバルがこんなことをたくらんでいるとは知らずに、今この瞬間も、封じられたものと戦っているのだろう。

「ふたたび家の威勢を取りもどすには、思いきった手段が必要です。それがすなわち、封印の扉を開き、その力を汲くみだすことなのです。力を浴びることにより、姫ひめ子この能力は、さらに増幅される。また、封印の扉を自在に開閉することができるようになれば、蘇芳家を押さえこむことも難しくはありません」

　もの静かな口く調ちようだったが、常とこ世よの瞳ひとみは異様な熱を帯おびていた。

「――そうすれば、佳か代よ花はな家の子孫はふたたび繁栄するでしょう。姫子にさまざまな男をあてがい、子を次々に生ませる。生まれた子の中には、姫子と同等の力を持つ者や、それ以上の才能を持つ者もいるかもしれません。そうすれば佳代花家はさらに栄え――」

「ちょ、ちょっと、待ってよ」

　アヤメは話をさえぎった。簡単に聞き流せないことを、常世はあっさりいった気がする。

　姫子にさまざまな男をあてがい、子を生ませる？

　思わず姫子を見た。姫子は目を伏せ、黙っている。

「それがあなたたちの、ほんとの目的なの？　姫子もそれを納得してるの？」

「そうです。家は、そのようにして守られるものです」

　常世の口調に迷いはなかった。

「佳代花家の巫女の力は、女性にしか伝わりません。将来のことを考えれば、同じ一族の中に、なるべく多様な血統を作りあげる必要があるのです。そのためには、子どもの父親も、一人ではないほうがいい。姫子はまだ十五です。卒業まで待っても十八。それから毎年、一人ずつ子を生んでいけば、三十人は……」

「やめてよ！」

　アヤメは大声をあげた。姫子がそんな一生を送るなんて、考えたくない。

　そして、千年前に、自分がなぜ不死のわざなどを身につけようとしたのかも、想像がつくような気がした。自分は、そんなふうに、力を次代に受け渡すだけの存在になりたくなかったのかもしれない。それで、不死の力を得ることで、あらがおうとしたのかも……。

　妙な沈黙がおとずれた。

　姫子も常世も黙っている。説明するべきことはし終えた、ということだろうか。

　しかし、まだ疑問が残っている。根本的にわからないことだ。

「……ちょっと待って。今の話とわたしと、どういう関係があるの？」

　姫子と常世が、佳代花家の勢力を盛り返そうとしていることはわかった。

　そのために、封印の扉を開け閉めする方法を手に入れて、姫子の力を増幅させようとしていることもわかった。

　でも、それと、アヤメが呼びさまされたことには、どんな関係があるのだろう。

　姫ひめ子こと常とこ世よは、アヤメになにをさせようとしているのだろうか。

「もしかして、わたしになにか思いだしてほしいの？　封印の扉をちゃんと閉める方法を？　だとしたら、無理だよ。わたしほんとに、昔のことはみんな忘れちゃってるんだから」

「それは――」

　常世がなにかいいかけた――その時。

　突然、五重の塔が鳴動した。地震のような小さな揺れが建物をふるわせ、床に、奇妙な形の、光の方陣があらわれた。

　アヤメには見おぼえのある方陣だった。以前、アヤメが姫子の代わりに生いけ贄にえにされそうになった時も、同じものが出現したのだ。

　姫子が息をのんだ。

「いけない！」

　アヤメが姫子をふりかえる。姫子は珍しく、動揺をはっきり顔に出していた。

「早すぎる――計算が狂ったわ」

「どっ、どういうこと？」

「う、う、う……」

　常世が胸に手を当て、苦しげに声をあげた。

「ど、どうしたの。だいじょうぶ？」

　アヤメが駆け寄ろうとする。その手を、姫子が引きとめた。

「近づいてはだめ。……始まってしまった」

「な、なにが……」

「封印の扉が開いたの。封じられたものたちが、おばあさまの身体からだを乗っ取って、いっせいにこの世に出てこようとしているのよ」

　常世の身体を、どこかから湧わいてきた赤い煙が覆おおい始めた。

「――――！」

　アヤメは声にならない叫びをあげた。常世の身体が変形してゆく。

　髪の一本一本が太くなり、蛇のようにうねり、皮膚が土くれのように硬くごわごわと変へん貌ぼうする。骨格が歪ゆがみ、手足は節ふしくれだち、黒々と巨大な肉の塊かたまりに変わってゆく。

　ある箇所には魚のようなひれが、ある箇所にはけもののようなたてがみが、ある箇所には爬は虫ちゆう類るいのような尾が、ある箇所には、かつてアヤメが姫子と戦った樹怪のような、触手のような枝葉がのびている。

　けものとも魚とも、動物とも植物ともつかない、異様な姿だった。その喉のどから、耳をおおいたくなるような絶叫が響いた。

　姫ひめ子こは錫しやく杖じようを手に、アヤメを背中にかばう。

「おばあさまも、佳か代よ花はな家の巫み女ことしての体質を持っておられるわ。だから、封じられたものに、憑つかれやすいの」

「で、でも、わたしも姫子もなんともないよ。わたしも佳代花家の巫女なんでしょ？」

「おばあさまは、お歳としを召めしてらっしゃるぶん抵抗力がないの。だから、封じられたものたちは、みんなおばあさまに引き寄せられてしまうのよ。――わたしは知っていたけど、おばあさまは、気づかなかったようね」

　知っていた。なのに、祖母にはいわなかった。

　それはつまり、自分の祖母を避ひ雷らい針しんのように利用したということか。

「これで佳代花家の当主の座は、実質的にわたしのものね」

　姫子が、陰いん鬱うつそうな笑みを浮かべた。
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　アヤメはぞっとした。もう、姫子がなにを考えているのか、まるで読めない。

　どんなに意地悪をされても、姫子を信じていた。信じたかった。

　だまされたり利用されたりしても、本当は優しい子だと思っていた。生徒たちにひどい抑圧をくわえても、そうだった。

　心のどこかでは、姫子にはなにか大事な目的があるにちがいない、と、いつもいつも信じていたような気がする。

　でも、それが揺らぎ始めている。自分の祖母を楯たてにして身を守るなど、千年前でも今でも、人の道からはずれたことだろう。

　佳代花家の当主の座。それが姫子の求めていたものだったのだろうか。

　もう、姫子がどんな人間なのかわからない。――だが、姫子と自分は同一人物なのだ。ということは、自分がどんな人間なのか、自分自身でもわからない、ということだ。

　いったい、自分はどういう人間なのか。

　優しいのか、残忍なのか。愛情深いのか、冷酷なのか。ほかのみんなを守ろうとしているのか、それとも、結局は自分の利益しか考えていないのか。

　アヤメは姫子が大好きだ。姫子を大事な友だちだと思ってきた。

　でもそれは、とどのつまり、自分を可愛かわいがっているだけだったのではないのか。いや、友だちとは本来すべて、そういうものなのかも……。

「さがっていなさい、アヤメ」

　鞭むちのような鋭い声に、われにかえった。そうだ。今はあれこれ考えている時ではない。

　二人の前にいる佳代花常とこ世よは、巨大な肉の塊かたまりと化し、もはや人間とは呼べなかった。それは、千年分の怒りや憎しみ、恨み、怨おん念ねんを一身に集めた怪物だった。

　加えるならば、佳か代よ花はな家という伝統を背負って生きてきた常とこ世よの、妄もう執しゆうもあったかもしれない。

　めりめりと怪物の口が大きく裂け、毒ガスのように赤い煙を吐き出した。

　姫ひめ子こが銀色の錫しやく杖じようをかまえたまま、アヤメの手を引いて飛とび退のく。

「煙を吸わないように気をつけて。これは封じられたものたちの怨念や怒り、憎悪の息い吹ぶきよ。浴びてしまうと、彼らが何千年にもわたって醸造してきた怒りや憎しみにとり憑つかれて、まともにものが考えられなくなってしまう。それが彼らの力でもあるのよ」

「姫子って、そんなものを利用するつもりだったの？」

「ちゃんとコントロールができれば、自分の能力を増すことにつながるの。アヤメ、あなたが千年前に、その技術を生みだしたのよ」

「ぜんぜんおぼえてないんだったら！」

　巨体を重そうにじわじわと動かし、怪物が姫子とアヤメにせまる。姫子は、まだ怪け我がと疲労から回復していないらしく、時おり足がもつれそうになる。

「逃げたほうがいいんじゃない？　美み環わ子こさんを捜して助けてもらうとか……」

「その時間はないわ。このまま放ほうっておいたら、封じられたものたちが、次々にこの世界に出てきてしまう。扉を閉ざさなくてはいけないのよ」

「でも、閉ざすって、どうやって――」

「――――」

　なぜか姫子は答えなかった。不意を突くように、節ふしくれだった触手が槍やりのように襲いかかってきた。姫子がアヤメをつきとばす。

「姫子！」

　アヤメを守ろうとした分、姫子の動作が遅れた。ローファーをはいた足をすくわれ、床に倒れた。思わず駆け寄ろうとする。

「きてはだめ！」

　怪物の巨体が姫子にのしかかった。動きは鈍重だが、自分の重量で姫子をしっかり押さえつけている。

　重さ、それにおぞましさもあるだろう。姫子の顔が苦しげに歪ゆがんだ。

「くっ……！」

　四肢を床に押さえつけられ、姫子がもがく。怪物の巨体はじわじわと、姫子の細い身体からだにのしかかってゆく。姫子の両りよう膝ひざを割り、身体を押しつけ、自分の重量で押しつぶしてゆく。まるで姫子を胎内にとりこもうとするかのように。

〈おまえの身体をもらうぞ、かきつばたの姫……〉

　言葉ではなく、怪物の思念が直接、アヤメの頭にひびいてきた。

〈千年前……いや、それよりはるか昔から、われらは、おまえの先祖たちに封じられ、ずっと闇やみの中で恨みをつのらせてきたのだ。われらの思いを味わうがいい……〉

　周囲にたちこめる赤い煙。その影響だろうか、彼らの怨おん念ねんが、アヤメにも伝わってくる。彼らは元からこの世界、この土地にいた者だ。しかし人間たちと争いになり、結局は佳か代よ花はな家の巫み女こに敗れて、闇の世界に封じられたのだ。

　彼らへの同情の気持ちがアヤメにもわいてきた。しかし、だからといって、姫ひめ子こや、学院の女の子たちを、彼らの犠牲にするわけにはいかない。

　視界の隅で、きらっと光ったものがある。姫子の手から離れた錫しやく杖じようだ。銀色の錫杖が、床に転がっていたのだ。

　アヤメはほとんど反射的に、その錫杖を拾いあげた。

　姫子がアヤメに視線を向ける。

「アヤメ――何をする気？」

　答えず、アヤメは錫杖をかまえた。自分は姫子と同じ人間だという。それなら、姫子と同じように、力を振るえるのではないか？

「かっ、かきつばたの姫が、この身を花とし、はなしべとなさん！」

　姫子の真ま似ねをして錫杖をかざす。なにも起きない。

　怪物に押さえつけられながら、姫子が苦しげに声をあげる。

「いきなり力を使おうとしてもだめよ……！　まず自分の名前を告げなさい。こういうのよ。――われはこの地を統すべる姫ひめ巫み女こ。春日かすがアヤメの名のもとに、そなたを闇の世界へと送り返す……！」

　じわじわ、じわじわ、姫子の華きや奢しやな身体からだが怪物に押しつぶされていく。

「わ、わ、われはこの地を統べる姫巫女！　春日アヤメの名のもとに、そなたを闇の世界へと送り返す！」

　なにも起きない。アヤメは必死にくりかえす。

「われはこの地を統べる姫巫女、春日アヤメ！　春日アヤメの名のもとに、そなたを闇の世界へと送り返す！　――だめだよ、姫子。なにも起きないよお！」

　姫子はもう、ほとんど怪物の下敷じきだ。アヤメは錫杖で怪物を殴りつけた。しかし怪物はびくともしない。

「よしなさい、無駄よ……！　どこかにまちがいがあるんだわ。まだなにか方法が……」

　姫子は冷静だった。歯をくいしばり、必死に考えている。今にも怪物に飲みこまれようとしているのに、その精神力は驚異的だった。

「そうだわ、あなたの、本当の名前をいわなければだめなのよ！」

「ほんとの名前？」

「春日アヤメという名は、わたしがつけた仮の名でしょう。千年前に生きていたあなたの、本当の名前よ！」

「思いだせないよ！　わたしの名前、なんていうの？」

「そんなの決まっているでしょう！」

　姫ひめ子こが最後の力をふりしぼって、叫んだ。

「あなたの名前は、姫子！　わたしはあなたと同じ名前をもらっただけ。あなたが最初の姫子なの。本当の佳か代よ花はな姫子は、あなたなのよ！」

　驚いている間はない。怪物の牙きばが大きく開き、姫子の喉のど笛ぶえに食いつこうとしていた。

　アヤメは錫しやく杖じようをかざして、叫んだ。

「われはこの地を統すべる姫ひめ巫み女こ！　佳代花姫子の名のもとに、そなたを闇やみの世界へと送り返す！」

　次の瞬間――。

　錫杖に光が集まってきた。いつも姫子が錫杖を振るう時と同じだ。

「かきつばたの姫が、この身を花とし、はなしべとなさん！　闇の底より来たりし者よ。おのが棲すむべき国へとかえれ――!!」

　その瞬間、明るい薄青色の光が炸さく裂れつした。

「――――！」

　爆発する光の奔ほん流りゆうに、アヤメ自身もあおられる。怪物の絶叫が轟とどろいた。増殖した肉にく塊かいがみるみる赤い煙になって蒸発し、消えてゆく。

　薄青色の光は、それでも止まらない。建物の外にまで、波紋のように広がってゆく。

　姫子が錫杖を振るう時は紫色だが、アヤメの場合はこの色になるらしい。――ネグリジェの色と同じだな、と、ちらりと思う。

　――やがて、光がおさまった。床には姫子と、元の姿にもどった常とこ世よが倒れていた。

「姫子！」

　駆け寄り、姫子を抱き起こす。常世は動かない。失神しているようだ。

「よくやってくれたわ、アヤメ……」

　そう呼ばれてほっとした。やっぱりこの名のほうがしっくりくる。

　床にはまだ、あの光の方陣が輝いていた。いや、さっきよりさらに、輝きの強さが増している。

「封印の扉が開いたままだわ。早く閉ざさなければ、みんなは正気にもどらない」

　と、姫子があえぎながら、表情を険けわしくする。

「どうすれば扉を閉ざすことができるの？」

「…………」

　姫子は答えず、口を横に引き結んだ。

　その時、ぜんぜん違う声が聞こえてきた。

「私が教えてあげるわ、アヤメちゃん」

　はっと声のほうを向いた。露台の手すりの上に、器用にバランスを取って立っているのは、異様なまでに髪の長い、小学生ぐらいの小さな女の子だった。

「舞まい！」

　アヤメが叫ぶ。舞はいつものように、振ふり袖そで姿だった。

「封印の扉に新しい錠をつけるには、巫み女この生命が必要なの。つまり、あなたたちのどちらかが死ななくちゃ、封印の扉は閉ざせないのよ」
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　アヤメは愕がく然ぜんとして姫子を見た。姫ひめ子こはじっと、非難するような目を舞に向けている。

　舞は姫子の視線を無視して、つづけた。

「方法は簡単。その方陣の中央に立って、扉を閉ざそうと願えばいいわ。そうすれば封印の扉は閉じて、『封じられたもの』たちも消える。生徒も正気に返るわ。でも、急がないと、それも間にあわなくなるわよ」

　舞も、姫子におとらず険けわしい表情をしている。

「なにか、ほかに方法はないの？　あなた、わたしたちのご先祖さまなんでしょ？　どっちも死なずにすむ方法を知ってるんじゃないの？」

「知ってたら、とっくに教えてるわ。新しい『鍵かぎ』を作るには、どうしても、生きている巫女の力が必要なのよ。急いでどっちにするか決めて。私が代わってあげられればいいけど、それはできないから……」

　アヤメが姫子を見る。

　姫子も、じっとアヤメを見ていた。

「わたしが鍵になるわ。決まりよ、アヤメ」

「そんなことさせられないよ！　わたしが鍵になる！」

　間かん髪はつ入れずに、アヤメがいいかえす。

「――わたし、やっとわかったよ。なぜ、姫子のおばあさんが、わたしをよみがえらせたのか。最初から、わたしを生いけ贄にえの巫女にするつもりだったんだね」

「……そうよ。新しい鍵を作るには、花畑を焼くように、巫女の生命を焼きつくす必要があるの。そして、強い力を持っていなければ、鍵としての役割は果たせない。わたしか、わたしと同じ力を持つあなたでなければ、扉を閉ざせないの」

「だったら、予定どおりにすればいいよ。もともと、この騒ぎは千年前にわたしがやったことが原因なんでしょ。わたしがその罪をつぐなわなくちゃ」

「わたしには、あなたを犠牲にするつもりは最初からなかったわ。封印の扉が開ききる前に、わたしの力で閉ざしてしまうつもりだったのよ。――でも思ったよりもはるかに、扉が開くのが早かった。わたしの計算違いなんだから、わたしが責任を取るべきだわ」

「わたしは不死の力を持ってるはずでしょ。だったら、鍵かぎになっても、死なずにすむんじゃない？　わたしが鍵になるほうが正解だよ」

「死なずにすむ保証はないわ。もしそうだとしても、封印の扉の内側で、未み来らい永えい劫ごう、苦しみつづけることになってしまうのよ」

「そうなったらそれでもいいよ。姫ひめ子こが死んじゃうより、ずっといい」

「話しあいの余地は……ないようね！」

　姫子が、落ちていた錫しやく杖じようをすばやく拾い、アヤメに向かって振るった。

　が、アヤメはかわした。姫子のことだから、どうせそんな真ま似ねをするにちがいないと踏んでいたのだ。

「くっ……！」

　姫子が歯ぎしりしてアヤメをにらむ。アヤメも油断なく身構える。

「早く……早くしないと、扉が閉ざせなくなっちゃう！」

　舞まいが、露台の手すりの上で、手を揉みしだきながら叫ぶ。方陣は輝きを増していく。

　アヤメと姫子は、必死の形相で互いの隙すきをうかがう。運動神経や筋力なら姫子のほうが上だ。だが、今の姫子は傷つき、弱っている。いいところ、アヤメと五分五分だろう。

　ふと、アヤメは奇妙な感覚に襲われた。

　――ずっと前にも、こんなことがあったような気がする。

　アヤメとカキツバタが一面に咲く花畑で……。

　姫子が飛びかかってきた。アヤメはかわす。相手の動きが、考えが、手にとるようにわかる。たぶん姫子も同じだろう。二人でダンスでも踊っているような気がする。

　しだいに記憶がよみがえってきた。

（――そうだ、千年前、わたしも封印の扉を閉めようとしたんだっけ）

　そのためにはやはり、巫み女こである自分が生命を捨てなければならなかったはずだ。

　でも、おかしい。

　アヤメはこうして生きている。では、分身のほうが身を捨てたのだろうか？

　それも違う。だって、もう一人のほうは生き長らえて、結婚して子どもを作ったはずなのだ。だからこそ、佳か代よ花はな家は今もつづいているのだから。

　千年前は、巫女は死なずにすんだ。なぜ？

　姫子の攻撃をかわしながら、必死に思いだす。――千年前、自分は確かに扉を閉ざす儀式を行った。

　でも、一人ではなかった。無数のアヤメが燃えるような光を放はなった時、そばに誰だれかもう一人いたのだ。アヤメが自分の才能を恃たのむあまり、人の心をもてあそび、自分を愛してくれた人を利用し、裏切り、大勢の優しい人を傷つけたことを責めていた。

　それはもう一人の自分だった。そっくり同じ、もう一人の分身……。

「思いだした！」

　アヤメは叫んだ。

「どっちも死ななくてすむ方法があるよ、姫ひめ子こ！」

　姫子はぴくりと動いた。が、油断なく身構えたままだ。アヤメの出まかせかと思っているのだろう。

「わたしたち、二人で一緒に鍵かぎになればいいんだよ！　巫み女この力は、一人ぶんあればいいんだから、わたしと姫子が、半分ずつ力を出せばいい。そうすれば、一人ぶんの力になる。それで扉は閉ざせるよ」

「……そんなことができるの？」

「わたしはやった、千年前に。自分の分身と力を合わせて。それで、どっちも死なずにすんだんだよ」

　姫子より先に、舞まいが大声をあげた。

「できるかもしれない！　千年に一度の天才が二人もそろってるんだもん。ううん、もう、やるしかない！」

「きて、姫子！」

　アヤメが姫子に手をさしのべた。姫子は一瞬、迷うような様子を見せたが、しかし、アヤメにしたがった。

　二人で方陣の中心に歩を進める。立ちのぼる光が、二人の身体からだを、レースのベールのように包みこんだ。

「錫しやく杖じようを床に置いて、私の手を握って」

「……これでいいの？」

「そう。そして、念じるの。扉を閉ざそう、みんなを守ろう、助けようって」

　ぎゅっ、とアヤメが姫子の手を握った。そして、間近で顔と顔を見交わし――。

　どちらからともなく、目を閉じた。

　――姫子。

　――アヤメ。

　そう、互いの名前を小さくつぶやく。

　身体の中に、みるみる力がみなぎってきた。身体の芯しんが熱くなり、指先まで、髪の先まで、力が満ち満ちてゆく。

　――だが、足りない。

　直感的に、それがわかった。原因は姫子だ。疲れ果て、弱っている。そのために、本来の力を出せないのだ。

「姫ひめ子こ、がんばって、もう少し……！」

「くっ……ううっ……」

　姫子の苦しげな声が聞こえる。しかし、どうしても、力が出ない。

　やはり、だめか？　どちらかが死ななければならないのか？　それはいやだ。姫子を死なせるのはもちろんいやだし、自分が死んで、姫子と会えなくなるのもいやだ。誰だれかが犠牲になるのはもう、絶対にいやだ。

　それでも――どうしても、どちらかが死ななければならないとしたら、自分が……。

「だめよ、アヤメ……！」

　姫子が必死の声をふりしぼる。

「自分が死のうなんて思わないで。二人で、一緒に、生き延びましょう……！」

「……うん！」

　アヤメが気合を入れ直す。姫子の力も、少しずつだが高まってくる――。

「私たちが手伝ってあげるわ！」

　突然、にぎやかな声が降ってきた。びっくりして目を開ける。

「ええっ？」

「な、なにっ？　どういうことなの？」

　あまりの驚きよう愕がくに、思わず姫子と二人、精神集中をゆるめてしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      　周りにいたのは――。

　自分たちと同じ顔、同じ姿の女の子たちだった。

　さほど広くない部屋にぎっしり、アヤメと姫ひめ子こにそっくりの少女たちが、床の上に、空中に、ひしめいているのだ。

「私が呼びだしたの。魂だけの存在でも、これだけ数がいれば、少しは足しになるはずよ」

　そう高らかに叫んだのは舞まいだった。

「この子たちはね、この地を守ってきた歴代の巫み女こたちの霊魂よ。要するに、あなたたちの、さらに昔からのご先祖さま。あなたたちが心配で、黙って見てられないんだって」

　同じ顔、同じ姿の女の子たちは、うじゃうじゃとアヤメと姫子をとりまき、笑い顔や呆あきれ顔で、てんでに勝手なことをいっている。

「ほんとに世話がやける子たちねえ」

「私たちの子孫なんだもん。多少出来が悪くてもしかたないわよ」

「何代たっても、思いこみが激しくておっちょこちょいなのは変わらないのね」

「天才とかなんとかおだてられるとロクなことがないのよね。私もそうだったから、よくわかるけど」

「でもまあ、なかなかがんばってると思うわ。あたたかく見守ってあげましょう」

「あなた、私より百年も歳とし下したのくせに、妙に分別くさいわね」

「まあまあ。魂になったら、そんなの関係ないじゃない」

　アヤメも姫子も、あっけにとられて、自分たちそっくりの女の子たちの乱舞をながめている。どっちを向いても自分と同じ顔。同じ姿。なんだか頭がぐらぐらしてきた。

「なんかスゴいことになっちゃってるよ、姫子……」

「これは、さすがに予想外だったわ……」

　長い髪と振ふり袖そでをぶるんと振って、舞が叱しかる。

「こらっ、精神集中！　私たちにできるのは手助けだけ。扉を閉ざすのは、あなたたちの仕事なのよ！」

「わ、わかった。――姫子、もう一回やってみよ」

「ええ……！」

　二人があらためてうなずきあい、手を握りあった。

「うっ……！」

　アヤメと姫子が同時に声をあげた。ご先祖さまたちのおかげだろう。さっきとは比べものにならない速度で、力が全身にみなぎりわたっていく。

　すごい。魂も身体からだもはちきれそうだ。姫子の表情も力強く、気合がこもったものになっている。たぶんアヤメも同じだろう。

「ひめこ――！」

「アヤメ――！」

　どちらからともなく、しっかり抱きあい、互いの肩に顔をうずめる。

　どんどんどんどん、力が高まる。身体からだが熱を帯び、世界に互いの存在しかないような気がしてくる。

　そしてついに――。

　力が爆発した!!

「――――――！」

　アヤメと姫ひめ子こは絶叫した。固く抱きあいながら、同じ声、同じ表情で、髪を振り乱す。

　薄青と紫の光が炸さく裂れつする。二つの光の波が干渉しあって加速し、すさまじい奔ほん流りゆうとなった。二色の光は天にのぼり、五重の塔を中心に、学院の敷地一帯に広がった。

　世界が震え、脈動した。善も悪も、愛も憎しみも、光も闇やみも、すべて一つに混じりあい、響きあい、調和して、溶けていく。

　やがて、光が薄れ――。

　静寂と闇がもどってきた。

「…………」

　アヤメと姫子は、身体を支えあいながら床に膝ひざをつき、ぼんやりと目を開けた。

　方陣は消えていた。周りにひしめきあっていた少女たちが、笑顔をこちらに向けている。

「ご苦労さま。大成功よ」

「あーあ、おもしろかった」

「二人ともまだまだ未熟だけど、よくがんばったほうよね。えらいえらい」

「またなにかあったら呼んでね」

「私たちのこと、忘れちゃだめよ。あなたたちと似たような経験してきてるんだから、なにかあったら参考になるはずよ」

「でも、しょっちゅうこんなことがあったら困るけど」

「あんまり無茶しないでね。それじゃあねー」

　一人、また一人と、女の子たちの姿が消えていく。最後に残ったのは舞まいだった。

「私たちはね、ずっとあなたたちのことを見守っていたのよ」

　舞がいたずらっぽく、くすくす笑う。

「ほんとはもっと早く、アヤメちゃんに事情を教えたかったんだけど、みんなで相談して、おせっかいしないで、しばらくあなたたちにまかせてみようってことになったの。いろいろ秘密にしててごめんね」

　アヤメと姫子は、まだ霞かすみのかかった頭で舞の言葉を聞いている。

「これでもうなんの心配もないわ。アヤメちゃんも、普通の人間と同じに、ずっとこの世界で生きていけるわよ。――じゃ、二人とも、いつまでも仲良くね」

　舞まいの姿が、月の光に溶けるように消えた。

　まだ頭がぼうっとしている。

　でも……そうだ、これでなにもかも終わったのだ。

　封印の扉は閉ざされ、学院には平和がもどった。

　アヤメも姫ひめ子こも、こうして無事に生きている。

「はーっ……」

　しみじみため息をついて、姫子に語りかける。まだ身体からだが火ほ照てっている。

「やったね、姫子……。これでもう、なにも心配しなくていいんだよね」

「ええ、そうよ……」

　アヤメの身体に腕を回したまま、姫子が吐息とともにささやいた。

「――これですべて、わたしの思いどおりになったわ」

　それを聞いて、ぎくっ、とアヤメの身体がこわばった。

　そこに、ばたばたと階段を駆け上がる足音が聞こえてきた。

「姫子！　アヤメ！」

　あらわれたのは、エルザと樹じゅ里り亜あ、そして杏あん奈なと由ゆ麻まだった。

「ここにいたのか。――よかった、心配したんだぞ」

「あんたたち、なにやってたのよ！　私たち大変だったのよ。みんな変に興奮してるし、火事でもないのに、おかしな煙がもくもくわいてるし」

「ごめんね。――でもよかった。みんなも無事だったんだね。由麻ちゃんも」

「は、はい。ご心配おかけしました」

「姫子さま、どうなさったんですか？」

　杏奈の声に、アヤメははっと姫子を見やった。

「はあ、はあ、はあ……」

　アヤメにもたれかかり、姫子が苦しそうに息をしている。身体が熱い。

「……平気、いつもの発熱よ。――アヤメ、部屋に連れていって」

「う、うん」

「私もご一緒します！」

　杏奈が駆け寄ってきた。由麻とエルザも、樹里亜もつづく。

「わ、私もお手伝いします。――姫子さま、お苦しそう……」

「なら、あたしも行くよ」

「私もつきあったげる。姫子、あんたにはいいたいことが山ほどあるのよ。病気だからってかんべんしたげないからね！」

「ごめんなさい。今はアヤメと二人だけにしてもらえるかしら」

　姫子がアヤメに、火ほ照てった顔を向けた。

「アヤメと話さなくちゃいけないことがあるのよ。二人きりで」
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　部屋にもどる頃ころには、姫ひめ子こはほとんど意識を失いかけていた。

「姫子、しっかりして、姫子」

　しかし、姫子は荒い息で答えるばかりだ。ぼろぼろの制服からは素肌がのぞき、痛々しい傷あとが見えている。

　姫子の身体からだをベッドに横たえ、棚から薬を取りだす。が、とても飲ませられるような状況ではない。

「えーい、仕方ないっ」

　アヤメは薬を口にふくんだ。猛烈に苦にがい。が、そんなことを気にしている時ではない。

　横たわった姫子の唇に自分の唇を合わせ、口移しで流しこむ。

「んっ……んんっ……！」

　姫子の身体がびくんびくんとはねる。しかしアヤメは細い身体を抱きしめたまま、強引に姫子の喉のどに薬を注ぎこんだ。姫子の唇はやわらかく、そして身体の匂においと同じように、お菓子みたいに甘かった。

「…………！　…………！」

「姫子、だいじょうぶ？」

　まだ身体をびくびく震わせながら、姫子が目を開ける。やがて、はーっ、と息をつく。

「……水をちょうだい」

　アヤメは洗面所に飛んでいき、水を汲くんでコップをさしだした。姫子がのどを動かし、水を飲みほす。アヤメもほっとして、同じコップで水を飲んだ。

「……わたしのファーストキス、あなたに奪われてしまったわね」

　姫子が濡ぬれた瞳ひとみで見つめてくる。アヤメの顔が熱くなった。

「いいじゃない、どうせ自分同士なんだから」

「ふふふ、そうね」

　姫子が気だるげに身体を起こした。もう心配ないみたいだ。

「まずは、着替えましょうか。あなたもわたしも、制服がずたずただわ」

　姫子の表情に、高揚した感じはない。まだすることが残っている――とでもいうように。

　替えの制服を着ると、アヤメと姫子はまたそっくり同じ姿になった。姫子は髪飾りを失い、アヤメも、メガネはどこかに落としてしまっている。

　窓の外は真夜中だ。さっきまで校庭から聞こえていた喚かん声せいも、今は静まっている。

「二人とも無事でよかったわね」

　妙にそっけない口く調ちようだった。

　封印の扉は閉ざされ、アヤメも自分も生きながらえた。常とこ世よはエルザたちが保健室に連れていってくれるだろう。生徒たちに憑ついていた『封じられたもの』も消えたはずだ。

　もう心配することはなにもない。もっと嬉うれしそうな顔をしてもいいと思うのだが……。

「みんな、すぐに目をさますでしょう。今夜のことはほとんどおぼえていないはずよ」

「でも、封じられたものにとり憑かれる前のことは、忘れてないんだよね」

「ええ。わたしが学院府室から引きずり出されたこととか、はりつけにされたことも、おぼえている生徒はいるかもしれないわ」

　しかし、そんなことは大した問題ではない、という口調だった。

「これから、どうなっちゃうのかな……」

「おばあさまは隠居なさるでしょうね。これだけ大がかりなたくらみを実行して、それが失敗に終わったんだもの」

「失敗――だよね、やっぱり」

「それはそうよ。おばあさまが求めていたのは、封印の扉を自由に開閉できる力、そして、扉の中の力を自在に汲くみだす方法。――でも、扉は完全に閉ざされてしまったわ。もう、こちらの世界がおびやかされることもなくなったのよ」

「さっき姫ひめ子こ、これでなにもかも思いどおり、っていってたけど――」

　と、アヤメが姫子にお茶をさしだす。

「姫子の目的って、それだったんだね。封印の扉を、今度こそ完全に閉ざすこと」

「もちろんよ。決まっているじゃない」

　姫子は静かにお茶をすすった。

「おばあさまを、ずっとだましつづけるのは心苦しかったけど、でも、あの人の計画に協力するふりをするのが一番の早道だったの。いったん扉を全開にして、あふれ出た力を利用する。そして、今度こそ完全に扉を閉ざす。――それがわたしの、最終的な目的だったのよ」

　アヤメはゆっくりと、姫子の言葉を咀そ嚼しやくした。淡々と語っているが、ここまでたどりつくのは、並大抵のことではなかったはずだ。

　友人たちをいつわり、佳か代よ花はな家の人々をあざむき、さらに、計画を立てた常世さえも、だましつづけなければならなかったのだから。

　姫子の目的は、佳代花家の繁栄でもなければ、自分が独裁者になることでもなかった。

　生徒たちを守るために、「封じられたもの」が二度と出てこないようにする。そのために――そのためだけに、姫子は行動していたのだ。

「……佳代花家も蘇す芳おう家も、もう役目を終えたといってもいいわ」

　姫子が感慨深げに息をついた。いろいろな思いがあるに違いない。

「しばらくは、まだこの地を見張りつづける必要があるでしょうけど……。でも、これまでみたいに、巫み女ことして力を振るうことは、もうないでしょうね」

「それじゃあ、姫ひめ子こはもう、巫女の仕事をしなくていいの？　これからは普通の生徒として、学生生活を送れるってこと？」

　アヤメの声が弾はずんだ。姫子がこれ以上苦しまずにすむなら、それがなによりの朗報だ。

　そう思ったのだが――。

「ばかいわないで。そんなこと、無理に決まっているでしょう」

「え……？」

「わたしの評判は、もうどん底だもの。今さら普通の生徒みたいな顔をして、この学院にとどまることはできないわ。仮にそうしても、かなり居い心ごこ地ちの悪い思いをすることになるでしょうね」

「そんな……そんなのないよ。姫子は、誰だれよりもみんなのことを考えてたのに」

「そう思う？」

　意味ありげに、姫子が目を光らせる。

「あたりまえだよ。それに姫子がいなくなったら、これから誰が学院府長をするの？」

「あなたに決まっているじゃないの」

　姫子が当然のことのようにいった。

「そのために、わたしは苦労して、あなたが悪者にならないようにしてきたの。悪役はすべて佳か代よ花はな姫子が引き受ける。そして、新たな英雄、春日かすがアヤメが学院を救い、新しい時代を導いていく。――そうなるように、わたしは慎重にことを進めてきたのよ」

「ちょっと待ってよ。いきなりそんなこといわれても――」

「だからね、アヤメ」

　姫子がじっとアヤメを見つめた。

「明日からはわたしが、春日アヤメになるわ。あなたはこの学院から消えてちょうだい」



　一瞬――。

　姫子の言葉の意味がわからなかった。

　え？

　どういうこと？

　姫子がわたしになる？　じゃあ、またわたしが姫子に？

　わたしが姫子として、学院を追放されるということ？

　視界がぐらついた。なんなのだ、この、どんでん返しは。

　つらい日々が終わって、やっと姫子と仲良く、楽しく暮らせると思っていたのに――。

「もともと、おばあさまの計画でも、そうする予定だったのよ」

　姫ひめ子この声が、どこか遠いところから聞こえてくる。

「あなたを犠牲にして、封印の扉を閉める。そして、いなくなったあなたの代わりに、私が春日かすがアヤメになりすまし、学院をとりしきる。――最初から、そういう予定だったの」

「で、でも、それじゃわたしはどうなっちゃうの」

「消えてもらうっていったでしょう。今後は佳か代よ花はな家との関かかわりも、一切なし。当座のお金ぐらいは用立ててあげるから、どこにでも行って、好きなようにお生きなさい。あなたはもう、自由なのよ」

「自由……」

　そうだ。アヤメは、ずっと自由を求めてきた。姫子から逃げたいと思うことも、外の世界に行ってみたいと思うことだってあった。

　でも、いざそういわれてみると、なんの解放感もなかった。

　自由といえば聞こえはいいが、つまりは、もうおまえは用済みで邪魔だから、消え失うせろ――ということではないか。

「わたし、これからもずっと、この学院にいられると思ってた……」

「それはだめよ。あなたがいたら、わたしがアヤメでいることができなくなるわ」

「そんなの勝手すぎるよ……！　姫子、わたしと一緒にいられなくなってもいいの？」

「当然でしょう。もう、あなたに用はないんだから」

　アヤメはまだ信じられなかった。泣きそうな声になってしまう。

「姫子、わたしを助けるために、あんなにがんばってくれたじゃない。わたしの代わりに、自分が犠牲になろうとしたじゃない」

「そういうポーズを取れば、あなたが必死に過去の記憶を思いだすと思ったからよ。二人とも生き延びる方法を思いだしてくれる、って。実際、そのとおりになったでしょう。こうして、二人とも無事だっただけでも、儲もうけものだと思うべきだわ」

　冷たい目で見つめられ、そう説明されると、姫子のいうとおりのように思えてくる。

　なんだかいろいろ、つじつまが合わない気もするが、頭がちゃんとはたらかない。

　いったい、なにが真実で、なにがいつわりなのか。

　疲れて混乱したアヤメの頭では、もう判断がつかない。

「……わたし、やだよ」

　かろうじて、言葉をしぼりだした。

「これからもこの学院にいたいよ……。せっかくみんなと仲良くなれたのに、こんなふうにお別れなんて、いやだ……」

「甘ったれたことをいわないで。あなたをこの時代に呼びだしてあげたのはわたしなのよ。少しはその恩に報むくいてくれてもいいんじゃないかしら」

「そんなの、わたしを利用しようとしただけじゃない！」

　アヤメの声が激した。

「いっつもいっつも、わたしを道具みたいに利用して、あやつって！　最後に、わたしの名前まで――わたしの存在全部を奪い取るつもり？　どこまでわたしを利用すれば気がすむの！」

「ここはあなたの煉れん獄ごく。あなたが罪をつぐなう場所なのよ。不満をいえた義理ではないでしょう」

「そんな言葉で、いいくるめられたりしないよ。いろいろ理屈をつけても、結局、自分の思うようにしたがってるだけじゃない」

「わたしとあなたの両方がこの学院に残るわけにはいかないの。どちらかが消えなければならないのよ。無理をいわずに、聞き分けなさい」

「無理をいってるのは、姫ひめ子このほうだ！」

　とうとうアヤメは爆発した。テーブルを叩たたいて、立ちあがる。

「わたし、いやだ。出ていかないよ。この学院に残る。姫子がなんていっても聞かない」

「このわたしに逆らうつもり、アヤメ？」

「逆らうよ。これからは自由だっていったのは姫子じゃない。もう、姫子のいうとおりにする理由なんてないんだからね」

「おもしろいことをいうわね。わたしの保護なしで、やっていけると思うの？」

「きっと、みんなが味方してくれるよ。美み環わ子こさんだって、困ったことがあったら相談してっていってくれたし」

「美環子さま？」

　姫子の表情が曇った。

「そうか……あの人がいたわね」

　アヤメは、ここぞとばかりに攻勢に出た。

「そうだよ！　エルザや純じゅんさんや高たか田ださんたちだっているし、由ゆ麻まちゃんや杏あん奈なちゃんだって、助けてくれると思う。もうわたしは、姫子がいなくてもやっていけるんだよ」

　最後は勝ちほこったような声になった。

「わたしは姫子とは違う！　わたしには友だちがいっぱいいるんだから！」

「むうっ……」

　姫子は唇をかみしめている。こんなに悔しそうな姫子の顔は見たことがない。

　勝利の喜びが、アヤメの胸に湧わいてきた。今、初めて、アヤメは姫子よりも優位に立っている。姫子の思惑に左右されず、自分の意志で行動しようとしているのだ。

「くくっ……。まさか、あなたがそんなふうに強気に出るとは、想像もつかなかったわ」

　姫子が、さらに悔しげに顔を歪ゆがめる。

　――ちょっと変だな、と、アヤメは頭の片隅で思った。あの姫子が、こんなに簡単にやりこめられてしまうものだろうか。

　しかしアヤメの口は止まらない。

「わたしはもう、姫ひめ子このあやつり人形じゃない。分身でもないし、影武者でもない。わたしと姫子は、同じ人間なんだから。わたしと姫子は、対等なんだよ！」

「……ううっ、負けたわ」

　がくり、と姫子が首を垂れた。――どうも、お芝居くさくも見える。

「確かに、わたしの考えが甘かったようね。いいわ、あなたが学院に残りなさい。美み環わ子こさまやエルザの助けがあれば、わたしなしでもなんとかやっていけるでしょう」

「もちろん、そうするよ！」

　アヤメは思わず両手の拳こぶしを、ぎゅっと握りしめた。対照的に、姫子は敗北感にうちのめされたように、がっくりうなだれている。

「……荷物をまとめる必要がありそうね。しばらく一人でいたいから、あなたはエルザたちのところにでも行っていて」

　そんなことをいわれると、ちょっとだけ心配になる。

「一人で平気？　杏あん奈なちゃんか由ゆ麻まちゃん、呼んでこようか？」

「もう、わたしのことは放ほうっておいて。あなたはあなたで、勝手にしなさい」

「いわれなくても、勝手にするよ」

　そういって、姫子に背を向けた。廊下に通じる戸に手をかける。

　だが――。

　変だ、変だ、と、頭の隅で警戒信号が大きくなっていく。

　おかしい。やっぱり姫子らしくない。

　あの、腹黒くて陰謀家で、悪知恵がはたらいて他人をあやつるのが得意で、嘘うそばっかりついている姫子が、こんなにあっさり、アヤメに屈伏してしまうものだろうか。

　仮に、これもすべて、姫子のたくらみだとしたら、どうだろう……？

「――――！」

　その時、アヤメはさとった。

　姫子の思惑を。姫子が、本当はなにを願っていたのかを。

　危なかった。

　最後の最後に、また姫子にだまされるところだった。



「やっぱりやーめた」

「え？」

　不意にふりむいたアヤメを、姫子は驚いたように見あげた。

「やめた、っていったの。姫子のいうとおり、わたしがこの学院から出ていくよ。明日から姫ひめ子こがわたしに化けて、学院府長になればいいよ」

「ど――どうしたの、急に。この学院にいたくないの？」

「いたいよ。でも、気が変わっちゃった」

　アヤメはもう一度、テーブルごしに姫子の前に座った。

「ねえ、姫子」

　自分そっくりの顔を、正面からまっすぐに見つめる。

「最初っから、わたしをここに残して、自分が出ていくつもりだったんでしょ」

「なんですって？」

　さも、びっくりしたかのように姫子が声をあげる。

「そんな顔してもだめだよ。いつも姫子が使ってる手じゃない。自分が悪者になって、相手を助けようとするのは。今度もそうなんでしょ」

　姫子は顔をしかめた。

「なにをいっているのか、まるで意味がわからないわ」

「わたしを怒らせて、この学院に残らせるつもりだったんでしょ。そして自分は、わたしにいい負かされたふりをして、学院から出ていく。そうすればわたしも、姫子に罪悪感なんか持たずに、この学院で暮らすことができるもんね」

「ばかばかしい。そんなややこしいことを考える人がいると思うの？」

「姫子なら考えるでしょ」

「そんな手のこんだこと、する必要がないじゃない。あなたを学院に残したければ、こういえばいいのよ。――疲れたから、実家で休むわ。あとのことはあなたにまかせる、って」

「そしたらわたしは、姫子を看病するっていったと思う」

「…………」

　姫子は沈黙した。

「そうでしょ。姫子が実家にひっこむっていったら、わたし、なにがあっても姫子から離れなかったと思うよ」

「…………」

「姫子はわたしからなにもかもを奪おうとしたんじゃない。逆に、わたしになにもかも与えてくれようとしたんだよ。――姫子の代わりに学院府長になって、姫子の代わりに人気者になって、姫子みたいに大勢の友だちと仲良く暮らす。そういう生活を、わたしにさせてくれるつもりだったんでしょ」

　ふふんっ、と、姫子はせせら笑った。

「そう考えたければ、それでいいわ。あなたの好きなように思ってらっしゃい」

　にやり、唇を歪ゆがめ、毒々しく、憎々しげに姫子が笑う。――ああ、いつものアレだな、とアヤメは思った。

「これで、すべては予定どおりだもの。わたしはあなたに化けて、楽しく快適に、学院生活を送らせてもらうことにするわ。ふふふふ……」

「そうだね。それがいいね」

「『春日かすがアヤメ』は、この学院では英雄よ。きっと、これまでのわたし以上の人気者になるわ。みんなに好かれて、誰だれからも愛される。その名声と喜びを、わたしはあなたから奪い取って独り占めしてやるのよ」

「うん、みんな姫ひめ子こにあげるよ」

「あなたがこの先どうなろうと、知ったことじゃないわ。美み環わ子こさまのところに行こうが、ほかの学校に転校しようが好きになさい。とにかく、わたしの視界から消えてもらうわ」

「消える消える。姫子の邪魔はしないよ」

「まったく、人がいいにもほどがあるわね。これで結局、なにもかもわたしの思いどおりだわ。最後に笑うのは、わたしということね。ふふふふ……ははははは……あーっはっはっは」

「だね。おめでとう」

「あやつられて、利用されて、使い捨てられて。それでも、そんなふうににこにこしていられるなんて、あなたって、なんて幸せな人なのかしら」

「幸せ幸せ、姫子のおかげだよ」

「…………」

　憎まれ口が底をついてしまったらしい。

　姫子は、いらだたしげに髪をかきあげ、吐き捨てた。

「……ばかよ、あなたは」

　それは今度こそ最終的な、姫子の敗北宣言だった。

「わたしが苦労して苦労して、やっとお膳ぜん立だてした計画を、いつもめちゃくちゃにしてくれて。あなたが学院に残れば、それでわたしのするべきことは終わりだったのに。わたしとあなたは、おんなじ人間のはずなのに、どうして邪魔ばかりするの？」

「さあ。おんなじ人間だからかもしれないね」

「わたしはあなたに、たくさんの借りがあるのよ。あなたをだまして、利用しつづけてきたんだもの。わたしはあなたを幸せにする義務があるのよ」

「そんなこと気にしなくていいよ。同じ人間だし、親しん戚せき同士だし、友だちなんだから」

「……もう、どうすればいいのかわからないわ。あなたのために、なにをしてあげればいいのか、わからない」

「わたしの願いは、姫子と一緒にいることだよ」

　アヤメは、顔をおおってしまった姫子に寄り添い、その膝ひざに手を置いた。

「わたし、姫子のそばにいたい。生まれ変わりとか、同じ人間とか、関係ないよ。姫子が好きだから、姫ひめ子こから離れたくない。それだけ」

　姫子は身体からだをこわばらせたまま、小さく震えていた。

「わたしに、あなたにそんなことをいってもらえる資格はないわ。蜂はち須す賀かさんに渡した告発文だって、全部が嘘うそじゃないのよ。わたしがおとしいれた人も、わたしのために学院にいられなくなった人も、たくさんいるんだから」

「好きでやったことじゃないんでしょ」

「それでも、わたしがしたという事実は変わらないわ」

「姫子がいなくなったら、みんな寂しがると思うよ。エルザも由ゆ麻まちゃんも杏あん奈なちゃんも。樹じゅ里り亜あさんや高たか田ださんたちだって。わけを話せば、きっと許してくれるよ」

「みんな、すぐにわたしのことなんか忘れるわ。そして、わたしより、あなたを好きになる。誰だれにとっても、そのほうがいいのよ……」

　声を震わせる姫子。この子を助けてあげたい、守ってあげたいという想いが、アヤメの中にこみあげてきた。考えてみれば当然かもしれない。姫子は、いわばアヤメの子孫なのだ。子どもみたいなものなのだから。

「それならさ。いっそのこと、二人でどこかに行っちゃおうか」

「え……」

　姫子が赤くなった瞳ひとみをあげた。

「わたしと姫子、二人で逃げだしちゃうの。この学院からも佳か代よ花はな家からも。そして、どこか遠くの街に行って、二人だけで暮らすの」

「…………」

「ね、そういうのも悪くないと思わない？」

「……アヤメ、本気なの」

「うん。前に杏奈ちゃんと駆け落ちのお芝居をしたけど、今度は姫子と駆け落ち」

「そ、そうしようと思えばできるわよ。わたし、自由に使えるお金もあるし、その気になれば、部屋を借りることも、どこかの学校に移ることもできる。ううん、ずっと二人だけで、誰にも邪魔されずに暮らすことだってできるわ。もしあなたが本気なら、わたしもあなたと……」

　そわそわと、姫子が腰をあげようとする。

「もうちょっと、考えよう」

　アヤメは姫子を落ちつかせるように、その頭を胸に抱いた。

「朝まで、まだ時間があるんだから。どうするのが一番いいか、二人で考えようよ。ね」

「……ええ、そうね」

　姫子が、ようやく心底から安らいだように、ほうっと息をついた。

　アヤメは、なぜ自分の胸が姫子よりも大きいのか、わかったような気がした。

　きっとこうして、姫ひめ子こを抱きしめるためなのだ。自分の娘を抱くように。



    

  
    
      


終章　変わりゆく季節



　花はな時雨しぐれ学院の講堂では、新学院府長の就任式がとりおこなわれていた。

　全校生を前に、壇上で、すらりと線の細い美しい少女が原稿を読みあげている。メガネをかけて、絹きぬ糸いとのような漆しつ黒こくの髪を三つ編みに結っている。

「今日からこの花時雨学院の学院府長をまかされることになった、春日かすがアヤメです」

　生徒たちに、三つ編みの少女がそうあいさつした。

「最初に、学院の混乱がおさまったことを、みなさんとともに喜びたいと思います。当面、校則は、以前のままのものを踏とう襲しゆうし、改善するべきことは、急がず、少しずつ変えていくつもりです。みなさんの知恵や力も必要です。どうか新しい学院府に協力してください」

　控えめだが力強い口く調ちように、喝かつ采さいが起きる。

　でも、前の学院府長に向けられたような大だい喝かつ采さいではなかった。みんな、誰だれかを熱狂的に崇すう拝はいしたり、完全に頼りきってしまうことに、心の底からこりているのだ。

「それから――すでに退学した佳か代よ花はな姫子さんのことですが」

　はっ、と、その名を聞いただけで、生徒たちのあいだに緊張が走った。佳代花姫子のことは、今では誰もが思いだしたくない、暗黒の歴史になっているのだ。

　今では誰だれも、佳か代よ花はな姫ひめ子このことは口にしない。――まるで初めから、姫子などという生徒などいなかったかのように。最初から、佳代花姫子ではなく、春日かすがアヤメという生徒が存在していたかのように。

　しかし、壇上の新学院府長は、あえて佳代花姫子に言及するつもりらしい。

「佳代花姫子さんは、ご存知のとおり、わたしの親しん戚せきで、元ルームメイトでした。彼女のために傷ついた人は大勢います。まだ怒っている人もいらっしゃるでしょう。でも、今すぐでなくてもいい。少し時間がたって落ちついたら、考えてみてください。彼女も一人の人間として、悩みや苦しみを抱えてきたのかもしれない、とか、なにが彼女を、あそこまでの暴挙に走らせてしまったのだろう、とか、そういうことを」

　講堂内はしんとしている。先生たちも――佳代花家の勢力が一掃されてしまった先生たちも――なにもいわない。

「彼女を許してあげて、とまではいいません。でも、彼女を反面教師として学べることもたくさんあるはずです。わたしも、これからもずっと彼女のことを忘れずに、考えていきたいと思っています。だから、みなさんも一緒に、考えてほしいんです」

　しばらくの沈黙のあと――。

　さざ波のように、小さく静かな拍手が広がっていった。ミーちゃんやユーコやヒロコも、蜂はち須す賀か樹じゅ里り亜あや高たか田ださんも、刈かり谷や純じゅんや白しら川かわ明あ日す美みや蜂須賀穂ほ乃の香かも、それに蘇す芳おう美み環わ子こも、みんなが、それぞれの表情で手を叩たたいていた。



　学院府室にもどると、姫子はメガネをはずし、三つ編みをほどいてため息をついた。

「冷や汗ものだったわ。自分で自分の弁護をするなんて、妙な気分ね」

「お疲れさま。やっぱり、ああいうちゃんとした演説は、姫子のほうが上じよう手ずだね」

　アヤメが笑顔でほうじ茶を出した。アヤメは、こっそり隠れて就任式を見ていたのだ。

「最初はアヤメが姫子の影武者だったのに、こんなふうに役割が逆転するとはねえ。世の中、なにが起きるかわからないもんだ」

　と、エルザが、アヤメと姫子を、おかしそうに見やる。

「しかし、いつまでバレずにつづけていけるのかな。アヤメと姫子、二人一役で『春日アヤメ』を演じるなんて」

「気づかれたら、今度こそ、わたしもアヤメも学院追放ね」

「そんなことおっしゃらないでください。私、姫子さまとアヤメさまと、ずっと一緒に、この学院で暮らしたいんですから」

　と、由ゆ麻まが心配そうな顔になる。

「もし正体が知られてしまっても、私、どこまでも姫子さまについていきますから！」

　そう断言したのは、もちろん杏あん奈なだ。やはり杏奈には、もうしばらく、姫子という存在が必要らしい。

「だいじょうぶだよ。姫子はわたしの真ま似ねするのじょうずだもん。またみんなをだまして悪いとは思うけど――やっぱりわたし、姫ひめ子こがいてくれたほうが心強いな。記憶だって、ずっとこのままもどらないかもしれないんだから」

「楽天的でいいわね、あなたはもう先生がたには頼れないし、美み環わ子こさまの目だってあるわ。いつまでごまかせるかわからないのに」

　アヤメの気楽な口く調ちように、姫子がため息をつく。

「バレちゃったら、その時はその時だよ。やれるとこまでやってみよう。そのうち、みんなが姫子を許してくれるかもしれないじゃない。そうしたら、あらためて姫子が学院にもどってきてもいいんだから」

「そんな日がくるとは思えないけど」

　と、あくまで冷静な表情の姫子だが、杏あん奈なが反論した。

「そうとも限りませんよ。中等部の中にはこんな噂うわさもあるんです。――理事長先生が学院の経営で不正をしていて、それに気づいた姫子さまが、わざと悪役になり、理事長先生を道連れにする形で学院を辞めたんだ、って」

「当たらずといえども遠からずじゃないか。女の子のカンってのはあなどれないな」

　エルザが感心する。姫子が巫み女こだったことは、エルザたちにもひととおりの事情を打ち明けてあるのだ。

「私も、姫子さまをモデルに小説を書いて、みんなに読んでもらおうと思ってるんです。姫子さまが本当はどういうかたなのか、考えてもらう手がかりになるかもしれないし」

　由ゆ麻まの言葉に、アヤメがうれしそうに手を打った。

「わあ、楽しみ！　今度はわたしたちにも読ませてくれるよね」

「いやだ、なんていったら、アヤメと二人でお仕置きしちゃうわよ」

　と、姫子もいたずらっぽく由麻をにらむ。

「わあっ、そんなのいやです。……でも、ちょっと、されてみたいかも」

　学院府室に、明るい笑い声がはじけた。

　窓の外は抜けるような青空。本当の夏がおとずれようとしているのだ。



　――だが、エルザのいうとおり、カンがよくて観察力の鋭い女の子というのは確かに存在するのだ。

（なぁんか、変ね……）

　樹じゅ里り亜あはここ数日、疑問をふくらませている。

（日によって、アヤメの印象が違う気がするわ。ほかの生徒が、やたらとべたべた触ったり、まとわりついたりする日もあるし、なんとなく遠巻きにしてる日もある。なんでこんなに違っちゃうのかしら）

　その疑問を解くために、樹里亜はこうして学院府室にやってきたのだ。

　ノックをせずに、いきなり戸を開ける。

「アヤメいる？　ちょっと聞きたいことがあるんだけど……っ!?」

　中にいた「五人」が、ぎくっと樹里亜をふりむいた。

　同じ顔の二人の女の子が、表情をこわばらせ、樹里亜を凝ぎよう視ししている。

　樹里亜も驚きよう愕がくのあまりに、動きを止めた。



　――アヤメと姫ひめ子この周りが静かになるのは、まだまだ先のことのようである。



ＥＮＤ



    

  
    
      



    

  
    
      


「アヤメの！」の思い出（実話）　――今回は普通のあとがき――



「乙女革命アヤメの！」三巻をお届けいたします。これでお話は一段落。最後までおつきあいくださったみなさん、本当にありがとうございました。真剣に心から感謝しております。おかげさまで、最後まで書きあげることができました。



　ご存じのかたはご存じと思いますが、僕はテレビアニメの脚本の仕事をしています。小説を書くのも大好きなのですが、やはりどこかでアニメの仕事の癖くせがついているらしく、いつの間にか頭の中で、全十二話の、いわゆる一クールのシリーズみたいにお話を組んでいたみたいです。一冊につきほぼ四話、それが三冊で十二話ですね。一巻の由ゆ麻まちゃんの妄想小説は、ＤＶＤ用のオマケみたいな感じでしょうか。ストーリーはこの三巻でいちおう区切りがついていますが、自分としては気に入っている設定、キャラクターたちなので、いつ、どういう形になるかわかりませんが、いずれ「第二シリーズ」みたいなものも手がけられればいいな、などと妄想的に思っております。



　この「乙女革命アヤメの！」の一巻を出した時に、仕事の知り合いなどに感想を聞いたところ、「なんでまた志し茂もさんがこういうものを？」と、面くらったような顔をした人もいました。「こういうもの」というのはつまり、女の子ばっかり出てきて、ソフトな恋愛感情めいた気持ちをはらみつつ物語が展開していくという、いわゆる百ゆ合りっぽいお話、という意味なのでしょう。僕がこれまで書いてきた作品とはちょっと傾向が違うので、そのへんが意外だったみたいです。



　僕としては、今までやったことがないからこそ書いてみたかった、ということがあります。この分野には、なんでものみこんでしまえるふところの深さというか、無限の可能性を感じているので、そこに分身テーマとか二重人格テーマとか、影武者とか宮廷陰謀劇とか、巫み女こさんや和風趣味や駆け落ちやラブシーン（というほどのものでもないかもですが。おフロやベッドでじゃれあってるだけですし）など、なかなか書く機会がなかったことをどんどん入れて、密度の高い、楽しい娯楽作品にしたかったのです。



　実はこの三巻のお話も、だいぶ前にある作品用に考えたことがもとになっています。それはフランス革命とマリー・アントワネット、それにナポレオンを素材にした、恋と革命のドラマが大宇宙を舞台に絢けん爛らん華か麗れいに花咲く一大活劇ロボットものだったのですが、よくあることながら、いろんな事情で実現にいたらず、でも、動乱の時代に歴史上の有名人たちが演じた群像劇や政治劇は、調べるほどに興味深く、（それに、せっかく買った資料がもったいないので）いつかなんらかの形で生かしたいと思っていたのでした。今回、アヤメや姫ひめ子こたちのおかげでそれらのネタが形になって、その意味でも嬉うれしかったりします。



　ちなみに僕の好きなフランス革命期のキャラクターは、陰謀家で嫌われ役の警察長官、ジョゼフ・フーシェです。姫子には、ちょっとそのイメージが投影されているかもしれません。フーシェはたいへんな愛妻家だったそうですが、するとさしずめ、アヤメはその奥さんみたいな立場でしょうか。難なん儀ぎな性格の姫子にふりまわされながら、がんばってタイトルロールのヒロインを張ってくれたアヤメには、お疲れさまといってあげたいです。



　一つの仕事が終わると必ずなにか、また別のアイデアが浮かんでくるものです。この「アヤメの！」にしても、千年前の出来事とか佳か代よ花はな家の内部事情などについてもいちおう考えていたのですが、樹じゅ里り亜あが「そっちよりも花はな時雨しぐれ仮面の活躍を書きなさいよ」と主張して、結局、最小限の説明におさまりました。そういえば、二巻の一章で樹里亜がちょっとだけいっていた妹のこととか、いろいろ気になることもありますが、たぶん、それらについては、また別の作品に生きてくるんでしょう。いやもう、樹里亜という女の子はすぐ勝手に暴れ出すので手を焼かされました。



　そろそろページ数もいっぱいのようです。くりかえしになりますが、こうして最後まで読んでくださったみなさん、本当に、本当にありがとうございました。それに、イラストの緋ひ賀がゆかりさん、編集の笹ささ尾おさん、校正の方やデザインの方々、この作品にたずさわってくださった多くの人たちに、感謝を述べさせていただきたいです。



　また遠からず、お目にかかれればと思っています。それまで、どうかお元気で。



二○○九年六月
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